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総会準備委員長挨拶

　昨年の第60回総会は，人でいえば還暦の年，新たな誕生でした。その節目となる総会が慶應義塾
大学で開催され，福沢諭吉の理念に基づきながら「教育を実学（サイヤンス）する」という統一テー

マのもと，会員の一人ひとりが日ごろの研究や実践を根本から見直すよい機会となったものと思いま

す。今年は第61回，人でいえば1歳になります。赤ちゃんも1歳ともなると，だれに命じられたわけ
でも，だれに教えられたわけでもないのに，自分でいろんなことをし，いろんなことができるように

なります。

　日本大学の教学の理念は「自主創造」という言葉に集約されています。日本大学は明治22（1889）
年に創立された日本法律学校を前身とし，松下村塾出身の初代司法大臣の山田顕義を学祖としていま

す。学祖は，時の司法大臣として，日本の社会事情と世界の趨勢を考慮して「日本人としての主体性

の認識と広く世界的視野に立った人材の育成」を教育の目標としました。この目標は，現在の学則の

なかにも「日本精神にもとづき，道統をたつとび，憲章にしたがい，自主創造の気風をやしない，文

化の進展をはかり，世界の平和と人類の福祉とに寄与することを目的とする」と謳われています。

　自主創造とは，自ら学び，自ら考え，自ら道をひらくこととされていますが，昨年，日本大学は，

自らがこの理念をないがしろにしたとしか思えないような不祥事で世間をお騒がせしました。自主創

造の気風をやしなうどころか，権威や命令への絶対の服従を強い，仲間内の伝統やしきたりへの追従

と付和雷同をよしとする，そういう気風はなかったのか。今，現場の教職員の多くは，あらためて自

主創造の理念に立ち返ることの大切さをかみしめるとともに，一人ひとりが自らの日常の大学生活や

教育実践を通してこの理念の実現に資するよう努力することを誓っています。

　ひるがえって，日本の教育心理学に目を向けると，第60回の還暦総会を祝ったように，教育心理
学も，ひとつの学問ディシプリンとして，十分に確立し成熟し，高度化，複雑化，組織化しているよ

うに思われます。それは発展がもたらす必然として歓迎すべきことかもしれませんが，そのなかに

あっての懸念は，現場の研究者や実践者一人ひとりが，いわば権威として確立された概念や方法や組

織に圧倒されて，自ら考えることを放棄し，「よくわからないけれども，そうやるものだ，そうやっ

ておけば，とりあえずまちがいはない」といった，ルーチン化されたお作法主義，伝統主義，教条主

義に陥っていないかということです。このような気風は，パワハラ，アカハラの温床ともなりえます。

日本大学の不祥事を日本教育心理学会に投影しているにすぎないとのお叱りも覚悟しておりますが，

現実には，さまざまなかたちのハラスメントは，教育心理学会に限らず，大学をはじめとした学界の

さまざまな場面で報告されている通りであろうと思います。

　日本教育心理学会総会も還暦を迎え，すでに1歳。第61回総会は，自ら学び，自ら考え，自ら道を
ひらくしかなかった草創期に思いをいたし，いまいちど自らの足元を見つめ直し，そこから新たに生

まれてくるものを育んでいくための契機，機会としていただければ幸いです。「自主創造」を統一

テーマのように装っていますが，要は，自分で好きにやりましょう，ということです。総会準備委員

会の企画も，その趣旨にそって，各委員の自主創造に委ねましたので，統一感がありません。ご理解

くだされば幸いです。

　会員のみなさまには，第61回総会が開催される日本大学文理学部キャンパスにふるってご参集い
ただけますことを，心より願っております。

 第61回総会準備委員会（日本大学）
 委員長　岡　隆
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ᾀ. Ӌьᇘ 

ዮ˟஖᧓ɶỊ࣏ẵӋьᇘửấ˄ẬẪẻẰẟẇ 

 

ᾁ. ʙЭӋьဎᡂỚửẰủềẟỦ૾ỉӖ˄ 

ʙЭỆấᡛụẲẺӋьᇘửਤẾềẟỦ૾ỊӖ˄ỉ৖ዓẨỊᙲụộẶỮẇӋьᇘử˄ẬềύӲ

 ồẸỉộộấឭẲẪẻẰẟẇئ˟

ӋьᇘửࣔủẺ૾Ịύᾂӭ᫾ᾀ᨞ỉዮӳӖ˄ỆềύϐႆᘍဎᡂỚဇኡỆ࣏ᙲʙ᪮ửᚡλẲ

ềύ৖ዓẨửẲềẪẻẰẟẇ 

 

ᾂ. ࢘ଐӋьဎᡂỚỉ૾ỉӖ˄ 

࢘ଐӋьဎᡂỚỉ૾Ịύᾂӭ᫾ᾀ᨞ỉዮӳӖ˄ỆềύӋьဎᡂỚဇኡỆ࣏ᙲʙ᪮ửᚡλ

Ẳềύዮ˟ӋьᝲửชảềấဎᡂỚẪẻẰẟẇ 

ᵚӖ˄଺᧓ᵜ 

ᇹᾀଐ  9ᵘ00῍1ᵕᵘ00 

ᇹᾁଐ  9ᵘ00῍1ᵕᵘ00 

ᇹᾂଐ  9ᵘ00῍13ᵘ30 

ᵚዮ˟࢘ଐӋьᝲᵜ 

 ᾂଐ᧓Ӌь ᾀଐỉỚӋь 

˟Ճỉ૾ίܖٻᨈဃˌٳὸ 12ᵊ000 ό ὼ 

˟Ճỉ૾ίܖٻᨈဃὸ 10ᵊ000 ό ὼ 

˟ՃỂễẟ૾ 13ᵊ000 ό ᵓᵊ000 ό 

ဃỉ૾ ᵓᵊ000ܖᢿܖ ό 2ᵊ000 ό 

ᵚটᚃ˟࢘ଐӋьᝲᵜ 

ɟᑍỉ૾ ᵓᵊ000 ό 

ဃỉ૾ 3ᵊ000ܖᢿܖᨈဃὉܖٻ ό 

 

Ḥ ἯἋἑὊᡲӸႆᘙᎍầዮ˟ỆӋьẰủỦئӳỊύКᡦύӋьᝲầ࣏ᙲỂẴẇ 

Ḥ ˟ՃỂễẟᐯɼ˖ဒἉὅἯἊỸἲႇّᎍầ˟஖ửᡫẲềӋьẴỦئӳỊύấਰᡂỚฎ

ỚỉႇّᎍӋьᝲể࢘ଐӋьᝲểỉ᫇ࠀ ᵖᵊ000 όỂӋьỂẨộẴẇ 

Ḥ ˟Ѧإԓ˟᝻૰ở৖੩ậᘥửύᾂӭ᫾ᾀ᨞ỆဇॖẲềẝụộẴỉỂύᢘܯấӕụẪẻẰ

ẟẇ 

 

ᾃ. ਔࢳἉὅἯἊἋἚὉӸᛎ˟ՃὉኳ៲˟Ճሁỉ૾ỉӖ˄ 

ᾂӭ᫾ᾀ᨞ỉዮӳӖ˄ộỂấឭẲẪẻẰẟẇӋьᇘửấบẲẲộẴẇ 
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ᾄ. ἁἿὊἁ 

ᾂӭ᫾ᾀ᨞ỉἁἿὊἁỆềύᒵཋửấ᪳ẦụẟẺẲộẴẇ᪳ẬỦᒵཋỆỊύᝮ᣻ԼửԃỜễẟ

ợạỆấᫍẟẲộẴẇМဇ଺᧓ỊˌɦỉᡫụỂẴẇ 

ᇹᾀଐ  9ᵘ00῍19ᵘ00 

ᇹᾁଐ  9ᵘ00῍19ᵘ00 

ίটᚃ˟ỆӋьẰủỦ૾ỊύẸỉЭỆᒵཋửấӖӕụẪẻẰẟὸ 

ᇹᾂଐ  9ᵘ00῍16ᵘ30 

 

ᾅ. ˞কὉ৙ӳẶܴ 

ᾂӭ᫾ᾀ᨞ỉ 330ᵕ ửắМဇẪẻẰẟẇᩓเờဇॖẲềẟộẴẇ 

 

ᾆ. টᚃ˟ 

ᇹᾁଐỉ 1ᵖᵘᵒᵓ ẦỤύᇹᾁ˳Ꮛ᫾ᾀ᨞ỉỽἧỹἘἼỴὉἓỹἼὊỆềᘍẟộẴẇ˟ئẦỤẴẫỉ

ئ৑ỂẴẇӋьᎍỄạẲỉʩ්ửขỜềẟẺẻẬủịể࣬ẟộẴẇӋьᎍૠỆ˷ᘽầẝỦئ

ӳỆỊ࢘ଐỉӖ˄ờẟẺẲộẴẇ 

 

ᾇ. ỶὅἑὊ἟ἕἚỉМဇ 

ỉᾂӭ᫾μܴỆềύỶὅἑὊ἟ἕἚầ̅ảộẴẇἣἏἅὅỊӲᐯắဇॖẪẻẰẟẇἣἋὁὊἛئ˟

Ị࢘ଐਫ਼ᅆẲộẴẇ 

    

ᾈ. ᚠδἇὊἥἋ 

˟஖ɶύᚠδܴửᚨẬộẴỉỂύỄạẹắМဇẪẻẰẟẇ 

ᵚМဇ଺᧓ᵜ 

ᇹᾀଐ  9ᵘ00῍1ᵖᵘ30 

ᇹᾁଐ  9ᵘ00῍1ᵖᵘ30 

ᇹᾂଐ  9ᵘ00῍16ᵘ00 

ắМဇࠎஓỉ૾Ịύ9 உ ᵒ ଐί൦ὸộỂỆܖ˟ʙѦޅίᶍᶄᶄᶇcᶃᵞᶃᶂᶓᶎᶑᶗcᶆ.ᶈᶎὸồắᡲዂẪẻẰ

ẟẇ৵ụᡉẲύဎᡂỚ୿ሁửấᡛụẲộẴẇ 

 

10. ἉὅἯἊỸἲሁỉ᥵᪦Ὁ᥵ဒ 

ἉὅἯἊỸἲሁỉ᥵᪦Ὁ᥵ဒỆếẟềỊύᓸ˺ೌấợỎᎽ΂ೌỉ̬ᜱỉẺỜύ˖ဒᎍίӮ˟

ᎍὸợụ᥵᪦Ὁ᥵ဒửᚩӧẴỦଓỉỴἜỸὅἋầẝỦئӳửᨊẨύấ੘ảẪẻẰẟẇ 

 

11. ἅἦὊೞ 

ᾂӭ᫾ᾀ᨞ỉἁἿὊἁᡈẪỆἅἦὊὉἅὊἜὊầМဇỂẨộẴẇ໯૰ί࠼ԓ˄ẨὸấợỎἅỶὅࡸ

ầẝụộẴẇ 

 

12. ᡲዂέ 

 ଐஜ૙Ꮛ࣎ྸܖ˟ʙѦޅ  ᵣḗmᵿᶇᶊᵘ ᶍᶄᶄᶇcᶃᵞᶃᶂᶓᶎᶑᶗcᶆ.ᶈᶎ 

ᵘ 03ᵋ3ᵖ1ᵖᵋ1ᵓ3ᵒ  ઃ࠘ᵘ 090ᵋᵕ90ᵕᵋ00ᵖᵒޅʙѦ˟ܖ  
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�

ἯἋἑὊႆᘙ 

ᾀ. ἯἋἑὊႆᘙỉ˟ئỊύᾂӭ᫾ᾀ᨞ỉỽἧỹἘἼỴỂẴẇ 

ᾁ. ῏ႆᢋẑύẐ૙੉Ὁܖ፼ὉᛐჷẑύẐᅈ˟ẑύẐʴ఍ẑύẐᐮ࠿ẑύẐཎКૅੲẑύẐܖྸ࣎ఄܖẑύ

῏ยܭὉᚸ̖ὉᄂᆮඥẑỉᾇᢿᧉỂᘍẟộẴẇ 

ᾂ. лụ࢘ềỤủẺἍἕἉἹὅɶίᾁ଺᧓ὸἯἋἑὊửਫ਼ᅆẲύẦếύἩἿἂἻἲỂਦܭẰủẺנ

ࠗᝧ˓଺᧓ίἯἋἑὊဪӭầڈૠỉ૾ỊЭҞᾀ଺᧓ύͪૠỉ૾ỊࢸҞᾀ଺᧓ὸỉ᧓ύឋ

ွỆࣖẳỦẮểỆợụദႆࡸᘙểỚễẲộẴẇࠗנᝧ˓଺᧓ˌٳỉ଺᧓ờỂẨỦẻẬࠗנ

ẲềẪẻẰẟẇễấύẸủẹủỉࠗנᝧ˓଺᧓ɶỆύᝧ˓ႆᘙᎍỉנὉɧנỉᄩᛐửẲộ

Ẵẇ 

ᾃ. ᝧ˓ႆᘙᎍỊύἍἕἉἹὅ᧏ڼ 10 ЎЭộỂỆύἯἋἑὊႆᘙ˟ئλӝЭỉἯἋἑὊႆ

ᘙӖ˄ỆấឭẲẪẻẰẟẇᝧ˓ႆᘙᎍửᅆẴἼἮὅửấบẲẲộẴẇἼἮὅỊἍἕἉἹὅኳʕ

 ỆἯἋἑὊႆᘙӖ˄ỆắᡉҲẪẻẰẟẇࢸ

ᾄ. ἍἕἉἹὅ᧏ڼᾄЎЭộỂỆႆᘙ˟ئỉਦܭẰủẺဪӭỉἣ἟ἽỆἯἋἑὊửᝳẾềẪẻ

ẰẟẇἯἋἑὊဪӭỊύἩἿἂἻἲỆᚡ᠍ẲềẝụộẴẇ 

ᾅ. ἣ἟ἽỉٻẨẰỊύ್ 90cmύጏ 210cm ỂẴẇἯἋἑὊஇɥᢿỆỊႆᘙ᫆Ⴘύႆᘙᎍỉ

൞Ӹύ৑ޓửٻẨẪᚡ᠍ẲềẪẻẰẟẇ 

ᾆ. ૨܌ỉٻẨẰỆཎỆਦܭỊẝụộẶỮầύἯἋἑὊẦỤᩉủẺˮፗίኖᾁmὸẦỤỂờᛠỜ

ỦٻẨẰỆẲềẪẻẰẟẇ 

ᾇ. ᝧ˓ႆᘙᎍầഎࠗẲẺئӳύấợỎࠗנᝧ˓଺᧓ɶỆࠗנỉᄩᛐầỂẨễẦẾẺئӳ

ỊҾЩẐႆᘙӕෞẑểễụộẴẇẺẻẲύᡲӸႆᘙᎍỉ˟ՃầẟỦئӳỊύဎᛪỉạảύᡲ

Ӹႆᘙᎍỉ˟Ճᾀʴửᝧ˓ႆᘙᎍỆ٭୼ẴỦẮểầỂẨộẴẇễấύᝧ˓ႆᘙᎍỆễỦ

ỉỊᾀʴᾀׅỆᨂụộẴỉỂύ˂ỉႆᘙỉᝧ˓ႆᘙᎍỆễẾềẟỦ૾Ệ٭୼ẴỦẮểỊỂẨ

ộẶỮẇᝧ˓ႆᘙᎍỉഎࠗύ٭୼ễỄỆếẟềỊύ˟஖ЭỊἳὊἽỂܖ˟ʙѦޅỆύ˟

஖ɶỊ࢘ᛆႆᘙỉ 30 ЎЭộỂỆᾂӭ᫾ᾀ᨞ỉႆᘙ٭୼Ӗ˄Ệႆᘙ٭୼Ὁӕෞဎᛪဇ

ኡửชảềấဎẲЈẪẻẰẟẇဎᛪဇኡỊύᇹ61ׅዮ˟ἭὊἲἬὊἊẦỤờἒỸὅἿὊἛỂ

ẨộẴẇ 

ᾈ. ᣐ˄᝻૰ầẝỦئӳỊύ࣏ᙲᢿૠửӲᐯỂʙЭỆắဇॖẪẻẰẟẇộẺύᣐ˄ờӲᐯỂ

ấᫍẟẲộẴẇ 

10. ਫ਼ᅆẲẺἯἋἑὊỊύἍἕἉἹὅኳʕࢸ 10 ЎˌϋỆٳẲềẪẻẰẟẇഏỉႆᘙʖܭᎍỉ

แͳ଺᧓ửᄩ̬ẴỦẺỜỆύኳʕࢸ 10 ЎửኺᢅẲềờਫ਼ᅆẲẺộộỉἯἋἑὊỊӕụٳ
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ᐯɼ˖ဒἉὅἯἊỸἲ 

ᾀ. Ӳ˟ئỆἩἿἊỹἁἑὊửဇॖẲềẟộẴẇἣἏἅὅỊӲᐯỂắဇॖẟẺẻẨύͳả˄Ậỉ

ἩἿἊỹἁἑὊỆ੗ዓẲềẪẻẰẟẇ 

ᾁ. ᣐ˄᝻૰ầẝỦئӳỊύ࣏ᙲᢿૠửӲᐯỂʙЭỆắဇॖẪẻẰẟẇ࢘ଐύ᝻૰ầɧឱẲ

ẺئӳỆỊύ˖ဒᎍỆềἅἦὊሁửấᫍẟẲộẴẇộẺύᣐ˄ờӲᐯỂấᫍẟẲộẴẇ 

ᾂ. ႇّᎍỉഎࠗሁỆếẟềỊύ˟஖ЭỊἳὊἽỂܖ˟ʙѦޅỆύ˟஖ɶỊ࢘ᛆἉὅἯἊỸ

ἲỉ᧏ڼ 30 ЎЭộỂỆႆᘙ٭୼Ὁӕෞဎᛪဇኡửชảềᾂӭ᫾ᾀ᨞ỉႆᘙ٭୼Ӗ˄Ệ

ấဎẲЈẪẻẰẟẇဎᛪဇኡỊύᇹ 61 ׅዮ˟ἭὊἲἬὊἊẦỤờἒỸὅἿὊἛỂẨộẴẇ 
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部屋名（人数）                                        

3 号館 2 階 

3205 
（240） 

  
(準)シンポジウム 3 
᪩ᮇ教育のගとᙳ 

    

          

  
(準)シンポジウム 4 
コ࣑ュࢣࢽーシࣙンに 

₯むいじめのリスク 

                                         

3 号館 2 階 

3206 
（240） 

  
(研)シンポジウム 2 
௒㸪ᕪ別を考える 

 
授㈹ᘧ 

会ົሗ࿌会 

⏬ラスメント㜵Ṇጤ員会௻ࣁ 

シンポジウム 
学校現ሙ࡛の 

 ラスメントࣁ

  
(研)シンポジウム 3 

教育実践における 

心理学者の役割 

                                         

3 号館 2 階 

3203 
（150） 

    Ｊᾓ01 

チーム学校を活かࡋたࢯー

シࣕル・࢚ࣔーシࣙࢼル・

ラーࢽング（SEL）実践 

      Ｊᾔ01 

教育実践に資する

チン・対ヰ理ࣇࣂ

論 

  Ｊᾕ01 

学校࡛の対人㛵ಀࡸ

⤌⧊動ែをどのよう

にᤊえるか㸽 

   

3 号館 2 階 

3204 
（100） 

    Ｊᾓ02 

「教育困難校」の可

能性を考える 

      Ｊᾔ02 

知ぢの統ྜはఱを

 たらすのかࡶ

  Ｊᾕ02 

学校㐺応はどのよ

うにとらえられる

のか（11） 

   

3 号館 3 階 

3303 
（150） 

    Ｊᾓ03 

Ꮚどࡶの育ࡕを基┙と

ࢧーࣂࢽた学⣭のࣘࡋ

ル࢖ࢨࢹン໬ 

      Ｊᾔ03 

援ຓࢽーࢬが高い人࡬の

࢚・ーシࣕルࢯ ࣔーシࣙࢼ

ル・ラーࢽング(SEL) 

  Ｊᾕ03 

生య情ሗを用いた

教授学習研究の可

能性 

   

3 号館 3 階 

3304 
（100） 

    Ｊᾓ04 

授業をព࿡づける

（5） 

      Ｊᾔ04 

教員養成における「学

ける教員」育成プ⥆ࡧ

ログラムの展㛤（1） 

  Ｊᾕ04 

アートと教育 
   

3 号館 3 階 

3305 
（240） 

    Ｊᾓ05 

Agencyを育む᥈

究学習 

      Ｊᾔ05 

教師の実ែᢕᥱ力

のศᯒと授業ᨵၿ

 の展㛤࡬

  Ｊᾕ05 

アクティࣈ・ラーࢽン

グの⬻⛉学と教育実践

 ࡚ࡋのᯫᶫを┠ᣦ࡬

   

3 号館 3 階 

3306 
（100） 

    Ｊᾓ06 

学習ศᯒ学࡬のᣍ

ᚅ 

      Ｊᾔ06 

教師の授業マࢿー

ジメントを考える 

  Ｊᾕ06 

「୺య的・対ヰ的࡛

῝い学ࡧ」を実現

する教師の学ࡧ 

   

3 号館 3 階 

3308 
（150） 

    Ｊᾓ07 

ックキࣕスティングࣂ

による研究と教育との

ᶫΏࡋの可能性 

      Ｊᾔ07 

教⛉教育の心理学 
  Ｊᾕ07 

教育心理学におけ

るไᚚ↔Ⅼ理論の

応用可能性 

   

3 号館 3 階 

3310 
（150） 

    Ｊᾓ08 

ඣ❺・㟷ᖺの発達とメン

タル࣊ルスに㛵する大

つ模⦪᩿研究 

      Ｊᾔ08 

ᗂඣ教育とᑠ学校教育

の᥋⥆ᮇを生ࡁるᏊど

 とಖㆤ者（1）ࡶ

  Ｊᾕ08 

㉺境的マ࢖ンࢻセ

ット๰りに向け࡚ 

   

                                         

1 階 

カフェテリア 

    ポスター発表 

Ｐᾓ 

      ポスター発表 

Ｐᾔ 

  ポスター発表 

Ｐᾕ 

   

                                         
 

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 

総会日程 第 2 日 9 月 15 日 （日） 

15:00 16:00 17:00 18:00 

9:30 18:30 

12:15 13:15 13:30 15:30 

18:45᠓ぶ会 カࣇェテリア・チェリー 
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9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 

総会日程 第 2 日 9 月 15 日 （日） 

15:00 16:00 17:00 18:00 

9:30 18:30 

12:15 13:15 13:30 15:30 

18:45᠓ぶ会 カࣇェテリア・チェリー 

 

 

部屋名（人数）                                        

3 号館 2 階 

3205 
（240） 

  
(準)シンポジウム 5 
教育心理学の応用

可能性を考える 
  

    
(準)シンポジウム 6 
学校教育実践研究に 

おける心理学者の役割 

             

                                         

3 号館 2 階 

3206 
（240） 

  
(研)シンポジウム 4 
ことばが育む思考力 

        

    

  

             

                                         

3 号館 2 階 

3203 
（150） 

    ＪＧ01 

「いじめ免疫プロ

グラム」の試行と

評価方法論の模索 

    ＪＨ01 

ローカリティから

考える教師の発達 

               

3 号館 2 階 

3204 
（100） 

    ＪＧ02 

学校臨床における質問紙・

チェックリスト活用による

アセスメントを考える 

    ＪＨ02 

学校心理教育の効

果を高める環境づ

くり 

               

3 号館 3 階 

3303 
（150） 

    ＪＧ03 

グループ活動を取

り入れた教員養成 

    ＪＨ03 

いじめ×マンガ 
               

3 号館 3 階 

3304 
（100） 

    ＪＧ04 

学習者の資質・能

力を向上させる授

業づくり 

    ＪＨ04 

教員研修のあり方

を模索する 

               

3 号館 3 階 

3305 
（240） 

    ＪＧ05 

非認知的（社会情緒的）

コンピテンスの教育と

展望（2） 

    ＪＨ05 

学校教育実践における

学習支援の多様なアプ

ローチを考える 

               

3 号館 3 階 

3306 
（100） 

    ＪＧ06 

これからの教育を

問う（3） 

    ＪＨ06 

教職課程コアカリキュラ

ムは「教育心理学」のあ

りかたをどう変えるか 

               

3 号館 3 階 

3308 
（150） 

    ＪＧ07 

大学生における読

み困難のアセスメ

ント 

    ＪＨ07 

高等学校における

特別支援教育の現

状と課題 

               

3 号館 3 階 

3310 
（150） 

    ＪＧ08 

認知行動療法に基づく

高等学校における心理

的支援の有効性と課題 

    ＪＨ08 

文系学生に対する

心理統計教育 

               

                                         

1 階 

カフェテリア 

    ポスター発表 

ＰＧ 

    ポスター発表 

ＰＨ 

  
        

     

                                         

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 

15:30 

15:00 16:00 17:00 18:00 

9:30 

総会日程 第 3 日 9 月 16 日 （月・祝） 

11:30 



（ 14）

第 �日� � 月 �� 日�（日）������～����� 

３号館２階� ���� 

 

 

ᇛᡞዡບ㈹࣭ඃ⚽論ᩥ㈹のᤵ㈹ᘧならࡧにཷ㈹者のスࣆーࢳ，そして学会の活動ሗ

࿌とព見஺᥮の会を開催します。ⓙさま，ごཧຍください。�

�

�

� � 㸯��総会‽ഛ委員長のあいさつ� ᒸ� 㝯�総会‽ഛ委員長�

� � ２��ᇛᡞዡບ㈹㑅⪃経㐣と講ホ� ㇏田ᘯ司�㑅⪃委員長�

� � 㸱��ᇛᡞዡບ㈹ᤵ୚とཷ㈹者のことࡤ� ྛཷ㈹者�

� � 㸲��ඃ⚽論ᩥ㈹㑅⪃経㐣と講ホ� ᰘ山�┤�㑅⪃委員長�

� � 㸳��ඃ⚽論ᩥ㈹ᤵ୚とཷ㈹者のことࡤ� ྛཷ㈹者�

� � 㸴��学会の活動ሗ࿌とព見஺᥮� 小㔝℩雅人�理஦長�

� � 㸵��➨ �� 回（���� 年）総会の案内� 小㔝℩雅人�理஦長�
�



（ 15）

第 �日� � 月 �� 日�（日）������～����� 

３号館２階� ���� 

 

 

ᇛᡞዡບ㈹࣭ඃ⚽論ᩥ㈹のᤵ㈹ᘧならࡧにཷ㈹者のスࣆーࢳ，そして学会の活動ሗ

࿌とព見஺᥮の会を開催します。ⓙさま，ごཧຍください。�

�

�

� � 㸯��総会‽ഛ委員長のあいさつ� ᒸ� 㝯�総会‽ഛ委員長�

� � ２��ᇛᡞዡບ㈹㑅⪃経㐣と講ホ� ㇏田ᘯ司�㑅⪃委員長�

� � 㸱��ᇛᡞዡບ㈹ᤵ୚とཷ㈹者のことࡤ� ྛཷ㈹者�

� � 㸲��ඃ⚽論ᩥ㈹㑅⪃経㐣と講ホ� ᰘ山�┤�㑅⪃委員長�

� � 㸳��ඃ⚽論ᩥ㈹ᤵ୚とཷ㈹者のことࡤ� ྛཷ㈹者�

� � 㸴��学会の活動ሗ࿌とព見஺᥮� 小㔝℩雅人�理஦長�

� � 㸵��➨ �� 回（���� 年）総会の案内� 小㔝℩雅人�理஦長�
�

�

‽ഛጤဨ఍௻⏬ࢩン࣏࣒࢘ࢪ㸯�

第 �日� � 月 �� 日（ᅵ）����～������

３号館２階� �����

�

�

⦪᩿ⓗ࡞ど点にᇶ࡙ࡃᩍᤵ࣭学⩦◊✲�
�

企画࣭司会࣭話題提供：⠛ࣨ㇂ᆂኴ�（日本大学）�

話題提供������������：㕥ᮌ雅அ���（ᶓ὾ᅜ立大学）�

話題提供������������：㕥ᮌ�㇦����（⩌㤿大学）�

指定討論������������：༡㢼ཎᮅ࿴�（ᮾ京大学）�

指定討論������������：田中あࡳࡺ�（同ᚿ社大学）�

� �

�

�

㏆年の教ᤵ࣭学⩦研究では，」ᩘ時点においてࢹーࢱの 定を⾜う，⦪᩿的な研究

がከく⾜われるようになっている。日本教育心理学会の総会で発⾲される研究を見て

も，」ᩘ時点でࢹーࢱの 定を⾜った研究のᩘはここᩘ年でᛴቑしており，⦪᩿的な

研究への㛵心は年ࠎ高まっているといえるだࢁう。 
教ᤵ࣭学⩦研究において，時㛫㍈上にᏑᅾする」ᩘのࢹーࢱを㛵㐃࡙ࡅていくࠕ⦪

᩿的など点ࠖを取りධれることのメリットとしては，ኚᩘ㛫のᅉᯝ㛵ಀや，≉定のኚ

ᩘの発㐩的なኚ໬のᵝ┦，௓ධのຠᯝのᣢ⥆ᛶな࡝，よりከᵝなリࢧー࢚ࢡࢳスࣙࢳ

ンを立てられるようになることにあるといえる。また，学⩦というႠࡳを，時㛫㍈上

の୍時点で᏶⤖するものではなく，ᵝࠎな経験の⵳✚の中でᚎࠎに深まっていくもの

であるとᤊえれࡤ，ᐙᗞ学⩦とᤵᴗの᥋⥆の問題や，ึ➼教育，中➼教育，高➼教育

の᥋⥆の問題も研究の対㇟としてど㔝にධってくる。 
本シンポジウムでは，⦪᩿的など点にもと࡙きながら研究を⾜った � 名の話題提供

をもとに，⦪᩿的など点のከᵝᛶや᭷ຠᛶについて理ゎを深めるとともに，ࢹーࢱの

 定や⤖ᯝのゎ㔘におࡅるὀព点をඹ᭷した上で，今ᚋの教ᤵ࣭学⩦研究のᒎ開ྍ⬟

ᛶについて，指定討論のඛ⏕およࡧフࣟアの᪉ࠎと㆟論していきたい。 
�
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�

‽ഛጤဨ఍௻⏬ࢩン࣏２࣒࢘ࢪ�

第 �日� � 月 �� 日（ᅵ）�����～������

３号館２階� �����

�

�

Ꮚࡶ࡝のᚰ㌟のᡂ㛗ࡧࡽ࡞にᩍ⫱のᇶ┙をᨭࡿ࠼�
Ᏻ඲࣭Ᏻᚰに࠸ࡘて⪃ࡿ࠼�

�

企画࣭司会����：ᒸ�㝯���������（日本大学）�

企画࣭話題提供：ᯇᮧ�㤶�������（ᅜ際་⒪⚟♴大学）�

話題提供������：Ḉ田�῟＃�����（前ᇸ⋢┴立大学）�

話題提供������：▼஭ㅬḟ㑻＃��（ᖹ塚ඣ❺┦ㄯ所）�

話題提供������：ᮃ月┿㔛子＃��（ᖹ塚ඣ❺┦ㄯ所）�

話題提供������：㕥ᮌ�ᐶ＃�����（ඣ❺㣴ㆤ᪋タ᪂日本学ᅬ）�

話題提供������：高田�἞＃�����（ᕝᓮこ࡝も心理ࢣアࢭンࢱーかなで）�

指定討論������：Ⲩᮌ田⨾㤶子＃（ᅜ際་⒪⚟♴大学）�

�

�

���� 年ඣ❺⹢ᚅ防止ἲが᪋⾜ᚋも，ඣ❺⹢ᚅの┦ㄯ対ᛂ௳ᩘはቑຍの୍㏵を㎺って

いる。また，昨今の子࡝もにまつわる社会現㇟をᴫほした時，ඣ❺⹢ᚅのࡳならず，

子࡝も同ኈのいࡌめ࣭ᭀຊ，スࢡールハラスメントな࡝ᵝࠎな場㠃で，子࡝ものᏳ඲࣭

Ᏻ心が⬣かされる現≧がᩓ見されている。そのような⎔ቃの中にあって，子࡝もの心

㌟のᡂ長ならࡧに教育は，೵⁫もしくは◚⥢する༴㝤ᛶをはらࢇでいる。ఱᨾ，その

ような現≧がᘬき㉳こされ，࡝のようにしてその現≧をᡴ◚していったら良いのか，

教育，⚟♴，心理のᵝࠎなഃ㠃からඹに⪃え深めていくことを目的として，今回のシ

ンポジウムを企画した。 
ලయ的には，ࠕఱᨾ，子࡝もの心㌟のᡂ長ならࡧに教育のᇶ┙にᏳ඲࣭ Ᏻ心が必要かࠖ

の問題提㉳をᇶに，教育ศ㔝ではࠕ学校現場におࡅる⿕⹢ᚅయ験を᭷する子࡝もの教

育的ᨭ᥼ࠖについて，⚟♴ศ㔝では，ඣ❺┦ㄯ所の立場からࠕᐙᗞにおࡅる子࡝もの

Ᏻ඲࣭Ᏻ心へのᨭ᥼ ，ࠖඣ❺㣴ㆤ᪋タの立場からࠕඣ❺㣴ㆤ᪋タでᬽらす子࡝もがឤࡌ

るᏳ඲ឤ࣭Ᏻ心ឤを 定するᑻ度を⏝いた⏕活⎔ቃᨭ᥼ にࠖついて，心理ศ㔝ではࠕ心

理ࢣアのほ点から見たඣ❺⚟♴᪋タでᬽらす子࡝もたちࠖについて，それぞれのศ㔝

で活㌍している話題提供者が，子࡝ものᏳ඲࣭Ᏻ心の現≧ならࡧにᨭ᥼について，専

門職✀のᇉ᰿を㉸えて討論を⾜う。 
�
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�

‽ഛጤဨ఍௻⏬ࢩン࣏２࣒࢘ࢪ�

第 �日� � 月 �� 日（ᅵ）�����～������

３号館２階� �����

�

�

Ꮚࡶ࡝のᚰ㌟のᡂ㛗ࡧࡽ࡞にᩍ⫱のᇶ┙をᨭࡿ࠼�
Ᏻ඲࣭Ᏻᚰに࠸ࡘて⪃ࡿ࠼�

�

企画࣭司会����：ᒸ�㝯���������（日本大学）�

企画࣭話題提供：ᯇᮧ�㤶�������（ᅜ際་⒪⚟♴大学）�

話題提供������：Ḉ田�῟＃�����（前ᇸ⋢┴立大学）�

話題提供������：▼஭ㅬḟ㑻＃��（ᖹ塚ඣ❺┦ㄯ所）�

話題提供������：ᮃ月┿㔛子＃��（ᖹ塚ඣ❺┦ㄯ所）�

話題提供������：㕥ᮌ�ᐶ＃�����（ඣ❺㣴ㆤ᪋タ᪂日本学ᅬ）�

話題提供������：高田�἞＃�����（ᕝᓮこ࡝も心理ࢣアࢭンࢱーかなで）�

指定討論������：Ⲩᮌ田⨾㤶子＃（ᅜ際་⒪⚟♴大学）�

�

�

���� 年ඣ❺⹢ᚅ防止ἲが᪋⾜ᚋも，ඣ❺⹢ᚅの┦ㄯ対ᛂ௳ᩘはቑຍの୍㏵を㎺って

いる。また，昨今の子࡝もにまつわる社会現㇟をᴫほした時，ඣ❺⹢ᚅのࡳならず，

子࡝も同ኈのいࡌめ࣭ᭀຊ，スࢡールハラスメントな࡝ᵝࠎな場㠃で，子࡝ものᏳ඲࣭

Ᏻ心が⬣かされる現≧がᩓ見されている。そのような⎔ቃの中にあって，子࡝もの心

㌟のᡂ長ならࡧに教育は，೵⁫もしくは◚⥢する༴㝤ᛶをはらࢇでいる。ఱᨾ，その

ような現≧がᘬき㉳こされ，࡝のようにしてその現≧をᡴ◚していったら良いのか，

教育，⚟♴，心理のᵝࠎなഃ㠃からඹに⪃え深めていくことを目的として，今回のシ

ンポジウムを企画した。 
ලయ的には，ࠕఱᨾ，子࡝もの心㌟のᡂ長ならࡧに教育のᇶ┙にᏳ඲࣭ Ᏻ心が必要かࠖ

の問題提㉳をᇶに，教育ศ㔝ではࠕ学校現場におࡅる⿕⹢ᚅయ験を᭷する子࡝もの教

育的ᨭ᥼ࠖについて，⚟♴ศ㔝では，ඣ❺┦ㄯ所の立場からࠕᐙᗞにおࡅる子࡝もの

Ᏻ඲࣭Ᏻ心へのᨭ᥼ ，ࠖඣ❺㣴ㆤ᪋タの立場からࠕඣ❺㣴ㆤ᪋タでᬽらす子࡝もがឤࡌ

るᏳ඲ឤ࣭Ᏻ心ឤを 定するᑻ度を⏝いた⏕活⎔ቃᨭ᥼ にࠖついて，心理ศ㔝ではࠕ心

理ࢣアのほ点から見たඣ❺⚟♴᪋タでᬽらす子࡝もたちࠖについて，それぞれのศ㔝

で活㌍している話題提供者が，子࡝ものᏳ඲࣭Ᏻ心の現≧ならࡧにᨭ᥼について，専

門職✀のᇉ᰿を㉸えて討論を⾜う。 
�

�

‽ഛጤဨ఍௻⏬ࢩン࣏３࣒࢘ࢪ�

第 �日� � 月 �� 日（日）����～������

� � ３号館２階� �����

�

�

᪩ᮇᩍ⫱のග࡜ᙳ�
�

企画࣭司会࣭話題提供：⦾ᱝ⟬⏨��（៞᠕⩏ሿ大学）�

話題提供��� � � � � ：内田ఙ子��（,38࣭⎔ኴᖹὒ大学）�

話題提供��� � � � � ：㓇஭㑥჆＃（ᮾ京大学）�

話題提供��� � � � � ：中ᐊ∾子＃（៞᠕⩏ሿ大学）�

�

�
� �トリアᮅ時௦のⱥᅜを௦⾲する作ᐙ，*HRUJH�(OOLRWW�（➹名は⏨だが，ዪᛶ）のゝⴥに，�,Wࢡ࢕ࣦ

LV�QHYHU�WRR�ODWH�WR�EH�ZKDW�\RX�PLJKW�KDYH�EHHQ㸬というゝがある。心理学的に⮬ᕫ実現ともつ

ながるし，やるẼを高める良いゝⴥである。�

本シンポの企画者（⦾ᱝ）が，୍⯡教㣴の心理学を教えるとき，ዲࢇでᘬ⏝したのが，ࠕ᪩教育とኳ

ᡯ（ᮌᮧஂ୍，����，ึ∧は大ṇ � 年）ࠖ という古い本である。この本のかなりの部ศが，カール࣭

はⴭ名なᅜ際ἲ学者のようであるが，⚾をࢸッ࢕の教育の⤂௓に๭かれている。カール࣭ࣦࢸッ࢕ࣦ

ྵめて，ᙼのᴗ⦼を知らない心理学研究者がከいであࢁうとᛮう。しかし，᪩ᮇ教育でᙼが取り上げ

られるのは，ᙼの∗がカール࣭ࣦ࢕ッࢸの教育について長いⴭ作をṧしたからである。この∗ぶの᭩

はかなりのᙳ㡪ຊをᣢったらしく，たとえࣂࣀ，ࡤート࣭ウ࢕ーࢼーの∗は，ᙼの本をㄞࢇで，子供

を教育したことな࡝でୡ㛫にも知られるようになった。カール࣭ࣦ࢕ッࢸの教育論は，ᙼ⮬㌟のゝⴥ

でいえࠕ，ࡤ༑人୪ࡳの子供なら，㐺当にさえ教育すれࡤ必ず㠀ซな人になるࠖということで要⣙で

きる。ඛ㏙のᮌᮧஂ୍氏の᭩からのᏞᘬきではあるが，よりලయ的にその教育のẁ取りのいくつかを

⤂௓する。㸯㸬㡰ᗎを㏣う。㡰ᗎを㛫㐪えてはならない。౛えࡤ，᭱ึに教える࡭きはゝⴥである，

�㸬子供が⯆࿡を♧ࡤࡏ，その時教えጞめる，�㸬まやかしのㄝ᫂を㑊ࡅ合理的にㄝ᫂する，�㸬⮬↛

にぶしめさࡏるな࡝である。このようなことを実際に実⾜するのは大ኚなⱞປがいるようにᛮう。カ

ール࣭ࣦ࢕ッࢸの∗ぶ⮬㌟は，教会の∾ᖌの௙஦でᛁしく，୍日に �，� 時㛫しか子供のために時㛫

を౑わなかったというグ㏙があるが，いずれにしても，⮬⏤ᨺ௵主⩏では務まらない。この点につい

て，子供⮬㌟が㔝心をᣢつ必要はないが，ぶは㔝心をᣢつ必要があるというグ㏙もあり，⯆࿡深い。�

� カール࣭ࣦ࢕ッࢸの教育論は，᭱ึにᣲげた *HRUJH�(OOLRWW のゝ࡝࡯ではないとしてもやはり理

᝿論的に⪺こえるかもしれない。ᢈุの௦⾲的な᰿ᣐの୍つが⾜動㑇伝学である。たとえࡤ，�༸ᛶ

཮⏕ඣと �༸ᛶ཮⏕ඣの࣌ア㛫の┦㛵ಀᩘのᕪは，㌟長と同ࡌくらいに，ㄆ知⬟ຊの᳨ᰝでも大きい。

しかし，これは，子供を取りᕳく⎔ቃが✀ࠎさまࡊまな≧ἣでࡤらついている中での┦㛵ಀᩘである。

カール࣭ࣦ࢕ッࢸの∗が᥎ዡするような⎔ቃで育てれࡤ，㌟長に㛵する┦㛵ಀᩘはኚわらないであࢁ

うが，ㄆ知⬟ຊの 度の㛫では␗なる┦㛵ಀᩘがᚓられるであࢁう。しかも，᪩ᮇ教育の㐩ᡂの指ᶆ

として，現⾜の知⬟ࢸストだࡅではかるのはいかにも⊃い。ㄆ知⬟ຊだࡅ取り上げてももっとከᙬで

ある。�

ということで，企画者としては，᪩ᮇ教育についてᮇᚅするとこࢁが大きい。本シンポジウムでは，

᪩ᮇ教育に㛵㐃し㔜要でඛ➃的な研究をしている �人の研究者に話題提供をお㢪いした。上グのよう

なᴦほ的な見᪉に対し，現௦の心理学研究は࡝のような⟅えを⏝ពしているのかについて，それぞれ

の研究のᡂᯝを発⾲していただく。それにࣉラスして，実ド的にࢹーࢱを取ってドᣐとする᪉ἲと実

。ศᯒについて，⦾ᱝが話題提供をするࢱーࢹ
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�

‽ഛጤဨ఍௻⏬ࢩン࣏࣒࢘ࢪ㸲��

第 � 日� � 月 �� 日（日）�����～������

３号館２階� �����

�

�

�ࢡのࣜスࡵࡌ࠸ࡴ₯ンにࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ
�

企画࣭司会：ᮃ月ṇဢ��（日本大学）�

企画࣭司会：ྜྷ⃝ⱥ㔛��（,38࣭⎔ኴᖹὒ大学）�

話題提供��：Ṋ田⨾ள＃（㟷山学㝔ዪ子▷ᮇ大学）�

話題提供��：℧⃝�⣧�� �（ースアジア大学ࣀ）

話題提供��：㯮ᕝ雅ᖾ��（ឡ知教育大学）�

話題提供��：ྜྷ⃝࿴┿＃（ᯇᡞᕷ立➨ᅄ中学校）�

指定討論��：୕ᓥᾈ㊰��（中部大学）�

�

�

� ᩥ部⛉学┬ではࠕいࡌめについてのᇶ本的なㄆ㆑ࠖとして，࡝ࠕの子࡝もにも，࡝の

学校においても㉳こりᚓるࠖ問題であると᫂♧している。つまり，いࡌめは≉定のᒓ

ᛶや≧ἣに㝈定して㉳こる≉Ṧなものではなく，人と人とがコミࣗࢣࢽーシࣙンをと

る場㠃にはそのリスࢡが₯ࡳ，ఱらかのዎ機で㉳こるものと⪃えることができる。་

学にはᮍ⑓という⪃え᪉があるが，学校内እでのさまࡊまなコミࣗࢣࢽーシࣙンにも，

その時点ではいࡌめとはゝいきれないかもしれないが，いࡌめにつながりᚓるやりと

りがあると⪃えられる。ఱẼないコミࣗࢣࢽーシࣙンに₯ࡴリスࢡにẼ࡙き，それに

ὀពをᡶうことは，いࡌめのண防にとって㔜要なことであࢁう。本シンポジウムでは，

子࡝もたちの㛫で⾜われている日ᖖのコミࣗࢣࢽーシࣙンにὀ目し，それらの⾜動に

とそのண防について⪃える。ここでは，教育心理学的ど点に㝈定ࢡめのリスࡌいࡴ₯

ず，社会心理学やㄆ知⛉学といったど点から，そして実際の教育現場のど点からもࡏ

話題提供を⾜い，指定討論者やフࣟアとの㆟論を㏻して，いࡌめ防止㸭対⟇の⣒ཱྀを

見ฟす。�

� ලయ的には，⮬㌟の⪃えが実際௨上に┦ᡭに知られている，⮬㌟は┦ᡭの⪃えを見

ᢤࡅていると㐣大に㘒ㄗする㏱᫂ᛶ㘒ぬが，⾜動の㏦りᡭとཷࡅᡭ，それをとりまく

人ࠎのそれぞれの⾜動やㄆ知に࡝のようなᙳ㡪をཬࡰしうるのかについて話題提供を

おこなう。つ࡙いて，コミࣗࢣࢽーシࣙンにࡳられるࠕいࡌりࠖを⤂௓し，⣲ᮔᴫᛕ

としてのいࡌりがいࡌめと࡝うつながりうるのかを㆟論する。また，ࢿットいࡌめの

ኚ㑄を㋃まえつつ，ࢿットコミࣗࢣࢽーシࣙンにྵまれるリスࢡについて話題提供を

する。さらに，教育現場からのど点として，いࡌめのㄆ知と発㐩ẁ㝵から，学⣭開き

と日ᖖの᥋し᪉について話題提供をする。これらの話題提供に対して指定討論者によ

るコメントを㋃まえ，フࣟアもྵめた㆟論を㏻ࡌて，日ᖖ的なコミࣗࢣࢽーシࣙンに

はいࡌめのリスࢡがྵまれるྍ⬟ᛶがあるということをᨵめて知るだࡅではなく，い

�。ントがᚓられる場としたいࣄめのண防のࡌ
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�

‽ഛጤဨ఍௻⏬ࢩン࣏࣒࢘ࢪ㸲��

第 � 日� � 月 �� 日（日）�����～������

３号館２階� �����

�

�

�ࢡのࣜスࡵࡌ࠸ࡴ₯ンにࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ
�

企画࣭司会：ᮃ月ṇဢ��（日本大学）�

企画࣭司会：ྜྷ⃝ⱥ㔛��（,38࣭⎔ኴᖹὒ大学）�

話題提供��：Ṋ田⨾ள＃（㟷山学㝔ዪ子▷ᮇ大学）�

話題提供��：℧⃝�⣧�� �（ースアジア大学ࣀ）

話題提供��：㯮ᕝ雅ᖾ��（ឡ知教育大学）�

話題提供��：ྜྷ⃝࿴┿＃（ᯇᡞᕷ立➨ᅄ中学校）�

指定討論��：୕ᓥᾈ㊰��（中部大学）�

�

�

� ᩥ部⛉学┬ではࠕいࡌめについてのᇶ本的なㄆ㆑ࠖとして，࡝ࠕの子࡝もにも，࡝の

学校においても㉳こりᚓるࠖ問題であると᫂♧している。つまり，いࡌめは≉定のᒓ

ᛶや≧ἣに㝈定して㉳こる≉Ṧなものではなく，人と人とがコミࣗࢣࢽーシࣙンをと

る場㠃にはそのリスࢡが₯ࡳ，ఱらかのዎ機で㉳こるものと⪃えることができる。་

学にはᮍ⑓という⪃え᪉があるが，学校内እでのさまࡊまなコミࣗࢣࢽーシࣙンにも，

その時点ではいࡌめとはゝいきれないかもしれないが，いࡌめにつながりᚓるやりと

りがあると⪃えられる。ఱẼないコミࣗࢣࢽーシࣙンに₯ࡴリスࢡにẼ࡙き，それに

ὀពをᡶうことは，いࡌめのண防にとって㔜要なことであࢁう。本シンポジウムでは，

子࡝もたちの㛫で⾜われている日ᖖのコミࣗࢣࢽーシࣙンにὀ目し，それらの⾜動に

とそのண防について⪃える。ここでは，教育心理学的ど点に㝈定ࢡめのリスࡌいࡴ₯

ず，社会心理学やㄆ知⛉学といったど点から，そして実際の教育現場のど点からもࡏ

話題提供を⾜い，指定討論者やフࣟアとの㆟論を㏻して，いࡌめ防止㸭対⟇の⣒ཱྀを

見ฟす。�

� ලయ的には，⮬㌟の⪃えが実際௨上に┦ᡭに知られている，⮬㌟は┦ᡭの⪃えを見

ᢤࡅていると㐣大に㘒ㄗする㏱᫂ᛶ㘒ぬが，⾜動の㏦りᡭとཷࡅᡭ，それをとりまく

人ࠎのそれぞれの⾜動やㄆ知に࡝のようなᙳ㡪をཬࡰしうるのかについて話題提供を

おこなう。つ࡙いて，コミࣗࢣࢽーシࣙンにࡳられるࠕいࡌりࠖを⤂௓し，⣲ᮔᴫᛕ

としてのいࡌりがいࡌめと࡝うつながりうるのかを㆟論する。また，ࢿットいࡌめの

ኚ㑄を㋃まえつつ，ࢿットコミࣗࢣࢽーシࣙンにྵまれるリスࢡについて話題提供を

する。さらに，教育現場からのど点として，いࡌめのㄆ知と発㐩ẁ㝵から，学⣭開き

と日ᖖの᥋し᪉について話題提供をする。これらの話題提供に対して指定討論者によ

るコメントを㋃まえ，フࣟアもྵめた㆟論を㏻ࡌて，日ᖖ的なコミࣗࢣࢽーシࣙンに

はいࡌめのリスࢡがྵまれるྍ⬟ᛶがあるということをᨵめて知るだࡅではなく，い

�。ントがᚓられる場としたいࣄめのண防のࡌ

�

‽ഛጤဨ఍௻⏬ࢩン࣏࣒࢘ࢪ㸳�

第 �日� � 月 �� 日（月㺃⚃）����～������

３号館２階� �����

�

�

ᩍ⫱ᚰ⌮学のᛂ⏝ྍ⬟ᛶを⪃ࡿ࠼�
―♫఍࣭⮫ᗋᚰ⌮学のᇶ♏◊✲を㢟ᮦࡋ࡜て―�

�

企画࣭話題提供：ᶔཎ�₶�����（日本大学࣭日本学⾡᣺⯆会）�

司会����������：ᆏ本┿ኈ����（日本大学）�

話題提供������：ṇᮌ㑳ኴ㑻＃（ᮾ京大学）�

指定討論������：子Ᏻቑ⏕����（⏥༡大学）�
�
�

学問の⣽ศ໬が㐍ࡳ，それぞれの学問㡿ᇦが目ぬましい発ᒎを㐙げた現௦では，ࠕ㞄

の学問㡿ᇦࠖのことを理ゎするのも୍ⱞປだという場合がከい。教育心理学もその౛

እではなく，ࠕ心理学の௚㡿ᇦࠖとの㛫にලయ的な᥋点を見ฟࡏる機会は⊃まってきて

いるようにᛮわれる。୍᪉で，現実社会の問題は」㞧ᛶが高く，༢୍の学問㡿ᇦのᡭ

ἲだࡅではᢅいきれない場合が࡯と࡝ࢇである。研究知見を┿にୡの中にᙺ立ててい

くためには，学際的な発᝿を☻き，」㞧な問題に対してከゅ的にアࣟࣉーࢳするຊを

⵳えることが必要だࢁう。教育心理学とࠕ㞄の学問㡿ᇦࠖに࡝のような᥋点があり，

また教育心理学の理論やほ点をࠕ㞄の学問㡿ᇦ のࠖᩥ⬦で࡝のように活⏝できるのか。

本シンポジウムでは，教育心理学のᛂ⏝ྍ⬟ᛶについて，専門ᛶのᇉ᰿を㉺えて㆟論

する。 
教育心理学のᛂ⏝ྍ⬟ᛶを㆟論するための題ᮦとして，本シンポジウムでは，社会

心理学（ṇᮌ）と⮫ᗋ心理学（ᶔཎ）を専門とするⱝᡭ研究者が⮬㌟の研究ᡂᯝを⤂

௓する。୧者は，ࠕ職場におࡅるࣂ࢖ࢲーシ࣭࢕ࢸマࢿジメントのᵓ⠏ （ࠖṇᮌ），ࠕう

つ⑓⨯ᝈ者に対するスࢢ࢕ࢸマ（೫見）のపῶ （ࠖᶔཎ）といったࠕ現実社会への௓ධࠖ

を目ᶆにᥖげ，㉁問⣬ㄪᰝや心理実験といったᇶ♏研究から୍Ṍ㋃ࡳฟそうとするẁ

㝵にあり，ྛࠎのᩥ⬦でࠕ人が教え合い，学ࡧ合うࠖという教育心理学の発᝿を᥇り

ධれる必要ᛶをឤࡌている。当日は，そうした୧者が⪃えるࠕ教育心理学のᛂ⏝ྍ⬟

ᛶࠖをまず提♧する。 
その上で，教育心理学を専門とする指定討論者（子Ᏻ）がコメントし，ྛ研究の発

ᒎにྥࡅて教育心理学の理論やほ点をさらに活⏝するవᆅがないか討論する。さらに，

බㄆ心理ᖌがㄌ⏕し，⏘ᴗ࣭ປാศ㔝に心理職がཧධすることへの社会的要ㄳが高ま

っていることを㋃まえ，ࣂ࢖ࢲࠕーシ࣭࢕ࢸマࢿジメント うつ⑓ண防教育ࠖというࠕࠖ

トࣆッࢡについて理ゎを深めることのព⩏をಠ▔的にゎㄝする。これらの話題提供と

指定討論をもとに，フࣟアのඛ⏕᪉もྵめて，教育心理学のᛂ⏝ྍ⬟ᛶについて活発

に㆟論していきたい。�
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�

‽ഛጤဨ఍௻⏬ࢩン࣏࣒࢘ࢪ㸴�

第 �日� � 月 �� 日（月㺃⚃）�����～������

３号館２階� �����

�

�

学校ᩍ⫱ᐇ㊶◊✲にࡿࡅ࠾ᚰ⌮学⪅のᙺ๭�
―ᑐ㇟のつᶍに╔┠ࡋて―�

�

企画࣭司会：⠛ࣨ㇂ᆂኴ（日本大学）�

話題提供��：小㔝田ு௓（山梨大学）�

話題提供��：㮵ẟ雅἞��（៞᠕⩏ሿ大学）�

話題提供��：℩尾⨾⣖子（日本ዪ子大学）�

指定討論��：ᕷᕝఙ୍��（ᖇ京ᖹᡂ大学）�
�
�

学校教育現場は，」ᩘの学⣭が � つの学校に，また，」ᩘの学校が � つの⮬἞యに

ルのようࢹストされたᵓ㐀をᣢっている。㏆年の教ᤵ࣭学⩦研究では，㝵ᒙ⥺ᙧࣔࢿ

なศᯒᡭἲがᾐ㏱したこともあり，このようなࢿストᵓ㐀を⪃៖した研究がከく見ら

れるようになっている。 
本シンポジウムでは，こうした㏆年の動ྥから╔᝿をᚓて，学校教育現場での実㊶

研究を，対㇟のつᶍのほ点からᤊえることをヨࡳる。教育心理学研究にࠕ実㊶研究ࠖ

が開タされてから �� 年㏆くが経㐣し，実㊶者⮬㌟による研究だࡅでなく，心理学者が

実㊶者と༠同した実㊶研究もከく発ಙされてきた。しかし，実㊶の対㇟にὀ目してࡳ

ると，� 人の学⩦者や � つの学⣭を対㇟としたものから，� つの学校を対㇟としたもの

な࡝，そのつᶍはᵝࠎである。心理学者が学校教育現場に㛵わり，実㊶研究をᒎ開し

ていく際には，対㇟のつᶍによって␗なる問題が⏕ࡌることがண᝿される。本シンポ

ジウムでは，学⣭，学校，ᆅᇦといったᵝࠎなつᶍの実㊶研究を取り上げ，それぞれ

のつᶍに≉᭷の問題や対ฎ᪉ἲをඹ᭷した上で，心理学者と学校教育現場の༠同のᅾ

り᪉について，フࣟアの᪉ࠎと㆟論を⾜いたい。 
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第 �日� � 月 �� 日（月㺃⚃）�����～������

３号館２階� �����

�

�

学校ᩍ⫱ᐇ㊶◊✲にࡿࡅ࠾ᚰ⌮学⪅のᙺ๭�
―ᑐ㇟のつᶍに╔┠ࡋて―�

�

企画࣭司会：⠛ࣨ㇂ᆂኴ（日本大学）�

話題提供��：小㔝田ு௓（山梨大学）�

話題提供��：㮵ẟ雅἞��（៞᠕⩏ሿ大学）�

話題提供��：℩尾⨾⣖子（日本ዪ子大学）�

指定討論��：ᕷᕝఙ୍��（ᖇ京ᖹᡂ大学）�
�
�

学校教育現場は，」ᩘの学⣭が � つの学校に，また，」ᩘの学校が � つの⮬἞యに

ルのようࢹストされたᵓ㐀をᣢっている。㏆年の教ᤵ࣭学⩦研究では，㝵ᒙ⥺ᙧࣔࢿ

なศᯒᡭἲがᾐ㏱したこともあり，このようなࢿストᵓ㐀を⪃៖した研究がከく見ら

れるようになっている。 
本シンポジウムでは，こうした㏆年の動ྥから╔᝿をᚓて，学校教育現場での実㊶

研究を，対㇟のつᶍのほ点からᤊえることをヨࡳる。教育心理学研究にࠕ実㊶研究ࠖ

が開タされてから �� 年㏆くが経㐣し，実㊶者⮬㌟による研究だࡅでなく，心理学者が

実㊶者と༠同した実㊶研究もከく発ಙされてきた。しかし，実㊶の対㇟にὀ目してࡳ

ると，� 人の学⩦者や � つの学⣭を対㇟としたものから，� つの学校を対㇟としたもの

な࡝，そのつᶍはᵝࠎである。心理学者が学校教育現場に㛵わり，実㊶研究をᒎ開し

ていく際には，対㇟のつᶍによって␗なる問題が⏕ࡌることがண᝿される。本シンポ

ジウムでは，学⣭，学校，ᆅᇦといったᵝࠎなつᶍの実㊶研究を取り上げ，それぞれ

のつᶍに≉᭷の問題や対ฎ᪉ἲをඹ᭷した上で，心理学者と学校教育現場の༠同のᅾ

り᪉について，フࣟアの᪉ࠎと㆟論を⾜いたい。 

�

◊✲ጤဨ఍௻⏬ࢩン࣏࣒࢘ࢪ㸯�

第 �日� � 月 �� 日（ᅵ）�����～������

３号館２階� �����

�

�

6(0 ��㸽࠿ࡓࡋࡽࡓࡶᚰ⌮学にఱをࡣ
�

企画࣭話題提供：ྜྷ田ᑑኵ���（㛵す学㝔大学）�

企画࣭司会����：ᮧ஭₶୍㑻�（ᩥ京学㝔大学）�

企画࣭指定討論：Ᏹబ⨾�្��（ᮾ京大学）�

話題提供������：Ⲯᓥᏹ஧㑻�（大学ධヨࢭンࢱー）�

話題提供������：小ሷ┿司���（᪩✄田大学）�

話題提供������：㕥ᮌ雅அ���（ᶓ὾ᅜ立大学）�

指定討論������：᳝名஝ᖹ���（᪩✄田大学）�

�

�
� 6(0（VWUXFWXUDO�HTXDWLRQ�PRGHOLQJ：ᵓ㐀᪉⛬ᘧࣔࢹリンࢢ）ないしඹศᩓᵓ㐀ศ
ᯒと࿧ࡤれる⤫ィᡭἲは，この ��年࡝࡯の㛫，心理学をጞめとするከくの研究㡿ᇦに
おいてከ⏝されてきた。それは，᪤Ꮡのከくのศᯒἲをໟᣓする大つᶍなものである
とともに，コンࣗࣆーࢱなしでは⾜うことができない，࡯と࡝ࢇのࣘーࢨーにとって
�。うものであるࢁス໬しているࠖとゝえるであࢡボッࢡラッࣈィ⟬㐣⛬がࠕ
� ➹者は，論ᩥのᑂᰝな࡝を⾜うなかで 6(0 を⏝いている論ᩥをከࠎㄞࢇできたが，
⋡┤にゝって，ࠕへえーࠖとかࠕなるࠖ࡝࡯といったឤぬを⏕ࡌさࡏてくれる⬺ᖖ㆑ᛶ
が高いとุ᩿されるものや，ⴭ᭩な࡝でᘬ⏝したりᤵᴗで⤂௓したりしようとᛮうも
のに㐼㐝したことがない。そして，それࡤかりか，おそらくは 6(0 のᩘ学的な高度さ
にᝨわされて，そのຊを㐣大どし，୙当な⤖論を୍人Ṍきさࡏているとゝえるであࢁ
う≧態が⶝ᘏっているようにឤࡌている。�
� 主たる問題は，ከくの専門ᐙが0)6ࠕ はᇶ本的にᅉᯝ㛵ಀを立ドするຊを᭷するもの
ではないࠖことについて㆙㚝を㬆らしてきたにもかかわらず，ࣘーࢨーのഃがこのこ
とをきちࢇと㋃まえていないことにあると⪃えられる。そして，このことに㛵㐃して
㐺合度への㐣度ࠕ，う஦態がᩓ見されるとともにࢁண とᅉᯝのΰ同ࠖとゝえるであࠕ
のὀ目 ධࡅうᇶ‽の↓ᢈุなཷࢁる論理的必↛ᛶがないであࡅ㐺合度のホ౯におࠕࠖ，
れ ㄝ᫂ຊの㠀㔜ど（る㹐２に┦当するࡅ㔜回ᖐศᯒにお）ࠕࠖ， スಀᩘのホ౯におࣃࠕࠖ，
る⤫ィ的᳨定への㐣度の౫ᣐࡅ るᕼⷧ໬の୙㐺ษࡅᅾኚᩘ㛫の㛵ಀの᳨討にお₯ࠕࠖ，
なಟṇ 定のጇ当ᛶに㛵わる問題の㍍ど ࠕࠖ， る心理㐣⛬の究᫂であࡅ人におࠎಶࠕࠖ，
ることを㋃まえない，ಶ人㛫ኚ動にᇶ࡙く᳨討 なࠖ࡝といった問題が指᦬されてきた。�
� 本シンポジウムでは，௨上のような現≧を㋃まえ，6(0 の᭷ຠᛶの㐣大ど࣭୙㐺ษな
㐺⏝やᘢᐖの発⏕のᢚไ，㐺ษな㐺⏝のಁ㐍といったことを目的として，現実の㐺⏝
においてᩓ見される✀ࠎの問題஦㇟を提♧して，それらについて㆟論するとともに，
6(0 ならではだと⪃えられるඃれた㐺⏝౛を提♧して，6(0 を⏝いることのメリットに
ついて㆟論する。そして，そのうえで，㐺ษな㐺⏝をಁ㐍し，୙㐺ษな㐺⏝をᢚไす
るための᪉⟇について提ゝすることができれࡤと⪃えている。�

�



（ 22）

�

◊✲ጤဨ఍௻⏬ࢩン࣏２࣒࢘ࢪ�

第 �日� � 月 �� 日（日）����～������

３号館２階� �����

�

�

௒㸪ᕪูを⪃ࡿ࠼�
―♫఍ᚰ⌮学ࡽ࠿のᥦゝ―�

�

企画࣭司会� � ：᳃Ọ康子� （ᗈᓥ大学）���

話題提供��� � ：大ῲ᠇୍＃（ᨺ㏦大学）�

企画࣭話題提供：ụ上知子� （大㜰ᕷ立大学）�

話題提供��� � ：高�ྐ᫂＃�（⚄ዉᕝ大学）�

企画࣭指定討論：ྜྷ田ᑑኵ� （㛵す学㝔大学）�

指定討論��� � ：ఀఫ⥅⾜��（⎔ኴᖹὒ大学）�

�

�

社会心理学ศ㔝でも学校現場でも，ࠕᕪูࠖをなくそうというヨࡳは長い㛫⥆いて

いる。しかしながら，ࠕᕪูࠖはそうしたດຊをあࡊ➗うかのように，時௦とともに

そのࢱーࢤットやᙧをኚえながら，㐃⥥とᏑᅾしている。このシンポジウムでは，今

୍度，ᇶ本にᡠり，そもそも人はなࡐබṇになれないのか，そして，なࡐᕪูがなく

ならないのかを⪃え，ᙧをኚえた現௦のᕪูの≉ᚩをもとに，ࠕᕪูࠖを学校現場で

�。たいࡳのようにᢅうことができるのかを⪃えて࡝

�

�



（ 23）

�

◊✲ጤဨ఍௻⏬ࢩン࣏２࣒࢘ࢪ�

第 �日� � 月 �� 日（日）����～������

３号館２階� �����

�

�

௒㸪ᕪูを⪃ࡿ࠼�
―♫఍ᚰ⌮学ࡽ࠿のᥦゝ―�

�

企画࣭司会� � ：᳃Ọ康子� （ᗈᓥ大学）���

話題提供��� � ：大ῲ᠇୍＃（ᨺ㏦大学）�

企画࣭話題提供：ụ上知子� （大㜰ᕷ立大学）�

話題提供��� � ：高�ྐ᫂＃�（⚄ዉᕝ大学）�

企画࣭指定討論：ྜྷ田ᑑኵ� （㛵す学㝔大学）�

指定討論��� � ：ఀఫ⥅⾜��（⎔ኴᖹὒ大学）�

�

�

社会心理学ศ㔝でも学校現場でも，ࠕᕪูࠖをなくそうというヨࡳは長い㛫⥆いて

いる。しかしながら，ࠕᕪูࠖはそうしたດຊをあࡊ➗うかのように，時௦とともに

そのࢱーࢤットやᙧをኚえながら，㐃⥥とᏑᅾしている。このシンポジウムでは，今

୍度，ᇶ本にᡠり，そもそも人はなࡐබṇになれないのか，そして，なࡐᕪูがなく

ならないのかを⪃え，ᙧをኚえた現௦のᕪูの≉ᚩをもとに，ࠕᕪูࠖを学校現場で

�。たいࡳのようにᢅうことができるのかを⪃えて࡝

�

�

�

◊✲ጤဨ఍௻⏬ࢩン࣏３࣒࢘ࢪ�

第 �日� � 月 �� 日（日）�����～������

３号館２階� �����

�

�

ᩍ⫱ᐇ㊶にࡿࡅ࠾ᚰ⌮学⪅のᙺ๭�
�―学校ᩍ⫱ᐇ㊶にᩍ⫱ᚰ⌮学⪅࡝ࡣの࠺ࡼに㈉⊩ࡿࡍの࠿㸽―� �

�

企画࣭司会����：㇏田ᘯ司����（ዉ良教育大学）�

企画����������：ᓥ᐀�理�����（ἲᨻ大学）�

話題提供������：深ἑ࿴ᙪ����（ᮾ京⚟♴大学）�

話題提供������：大ஂಖ㈼୍＃（␥ኸ大学）�

話題提供������：∾�㑳子�����（大㜰教育大学）�

指定討論������：ᯇ見῟子＃��（㛵す学㝔大学）�

企画࣭指定討論：Ἑᮧⱱ雄����（᪩✄田大学）�

�

�

日本教育心理学会会員による学校教育現場への㈉⊩内容は，ಶ人の教育実㊶のとら

え᪉や研究ス࢖ࢱルによって大きく␗なる。そして，それに対ᛂして，学校教育への

㈉⊩のព⩏は␗なっている。㏆年の学校教育ではከくのㄢ題がྉࡤれているが，その

ㄢ題ゎỴのためには，ಶࠎの教育心理学者が，ㄢ題ゎỴへの㈉⊩ス࢖ࢱルを᫂☜にす

ることは必要である。昨年（���� 年）のシンポジウムでは，ᇶ♏研究，ᤵᴗ研究，⮫

ᗋ研究ཬࡧ学⣭㞟ᅋ研究というそれぞれの㡿ᇦにおࡅる学校教育への㈉⊩の౛を � 名

のシンポジストに♧していただいた。それぞれの㡿ᇦにおいて，学校教育におࡅるከ

ᵝな㈉⊩のあることを知ることができた。そして，それぞれの研究ス࢖ࢱルにᛂࡌた

㈉⊩のྍ⬟ᛶが♧၀された。�

本シンポジウムは，昨年にᘬき⥆き，教育心理学者が学校教育への㈉⊩の౛を取り

上げるが，本年度は，学校教育現場との㛵わりがከい㸱名のシンポジストに，学校教

育現場において࡝のような立場で研究をしているのか，ලయ的に࡝のような提案を⾜

っているのか，そして，࡝のような཯㡪があるのかを⤂௓してもらうことにした。学

校教育現場におࡅる研究ス࢖ࢱルཬࡧ㈉⊩のࣔࢹルを♧すことによる学会員の学校教

育におࡅる研究⬟ຊのྥ上を目的とするものである。�

�
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�

◊✲ጤဨ఍௻⏬ࢩン࣏࣒࢘ࢪ㸲�

第 �日� � 月 �� 日（月࣭⚃）����～������

３号館２階� �����

�

�

�ᛮ⪃ຊࡴ⫱ࡀࡤ࡜ࡇ

�

企画࣭話題提供：今஭ࡴつࡳ��（៞᠕⩏ሿ大学）�

話題提供������：ᮌᮧ῟子＃��（៞᠕⩏ሿ大学）�

話題提供�� � �：ᯇ஭ᬛ子＃��（ᮾ京学ⱁ大学）�

話題提供�� � �：中▼ࡺうこ＃（┴立ᗈᓥ大学）�

話題提供������：Ᏻ田ဴஓ＃��（ᮾ京㟁機大学）�

話題提供� � � ：小ᯘ᫓⨾＃��（ᮾ京㟁機大学）�

指定討論������：内田ఙ子����（,38࣭⎔ኴᖹὒ大学）�

指定討論������：ᴋ見�Ꮥ�����（京都大学）�

�

�

㏆年の研究で，ことࡤはᵝࠎなᙧでᛮ⪃ຊ，ࡦいては学ຊに┤᥋的，㛫᥋的にᙳ㡪

を୚えることが実ドされてきている。౛えࡤ�'DQHUL�HW�DO���������では，経῭᱁ᕪ

は実⾜機⬟の発㐩にᙳ㡪を୚えるが，ᙉຊな፹௓ኚᩘとしてㄒᙡຊがあることをሗ࿌

している。�

本企画では，༢なる⾲ᒙ的に知っていることࡤのᩘとしてのㄒᙡຊではなく，௚者

のពᅗやឤ᝟の理ゎ，᪂ወあるいは᪤知のことࡤのព࿡を≧ἣに༶して᥎論する⬟ຊ，

ᩘや時㛫の㛵ಀᛶな࡝ᢳ㇟的なグྕをᢅう᥎論ຊな࡝をྵめた，深いことࡤの理ゎと

㐠⏝⬟ຊをࠕ⏕きたことࡤຊࠖとᤊえ，㏻ᖖ発㐩のᗂඣ࣭ඣ❺，እᅜ⡠ඣ❺，⮬㛢⑕

ඣ，⫈ぬ㞀がいඣにおいて，そのようなことࡤຊが，ゝㄒ௨እの㡿ᇦでのᛮ⪃ຊ，ᑵ

学ᚋの学ຊに࡝のようにᙳ㡪を୚えていくのかをከ㠃的，ከゅ的に⪃える。�

�
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�

◊✲ጤဨ఍௻⏬ࢩン࣏࣒࢘ࢪ㸲�

第 �日� � 月 �� 日（月࣭⚃）����～������

３号館２階� �����

�

�

�ᛮ⪃ຊࡴ⫱ࡀࡤ࡜ࡇ

�

企画࣭話題提供：今஭ࡴつࡳ��（៞᠕⩏ሿ大学）�

話題提供������：ᮌᮧ῟子＃��（៞᠕⩏ሿ大学）�

話題提供�� � �：ᯇ஭ᬛ子＃��（ᮾ京学ⱁ大学）�

話題提供�� � �：中▼ࡺうこ＃（┴立ᗈᓥ大学）�

話題提供������：Ᏻ田ဴஓ＃��（ᮾ京㟁機大学）�

話題提供� � � ：小ᯘ᫓⨾＃��（ᮾ京㟁機大学）�

指定討論������：内田ఙ子����（,38࣭⎔ኴᖹὒ大学）�

指定討論������：ᴋ見�Ꮥ�����（京都大学）�

�

�

㏆年の研究で，ことࡤはᵝࠎなᙧでᛮ⪃ຊ，ࡦいては学ຊに┤᥋的，㛫᥋的にᙳ㡪

を୚えることが実ドされてきている。౛えࡤ�'DQHUL�HW�DO���������では，経῭᱁ᕪ

は実⾜機⬟の発㐩にᙳ㡪を୚えるが，ᙉຊな፹௓ኚᩘとしてㄒᙡຊがあることをሗ࿌

している。�

本企画では，༢なる⾲ᒙ的に知っていることࡤのᩘとしてのㄒᙡຊではなく，௚者

のពᅗやឤ᝟の理ゎ，᪂ወあるいは᪤知のことࡤのព࿡を≧ἣに༶して᥎論する⬟ຊ，

ᩘや時㛫の㛵ಀᛶな࡝ᢳ㇟的なグྕをᢅう᥎論ຊな࡝をྵめた，深いことࡤの理ゎと

㐠⏝⬟ຊをࠕ⏕きたことࡤຊࠖとᤊえ，㏻ᖖ発㐩のᗂඣ࣭ඣ❺，እᅜ⡠ඣ❺，⮬㛢⑕

ඣ，⫈ぬ㞀がいඣにおいて，そのようなことࡤຊが，ゝㄒ௨እの㡿ᇦでのᛮ⪃ຊ，ᑵ

学ᚋの学ຊに࡝のようにᙳ㡪を୚えていくのかをከ㠃的，ከゅ的に⪃える。�

�

�

�

第 � 日� � 月 �� 日（日）�����～������

３号館２階� �����

�

�

学校現場でのハラスメント�
―部活動に焦点を当てて―�

�

司会����：大塚雄作��（京都大学）�

話題提供：内田�良＃�（名古屋大学）�

話題提供：尾見康博��（山梨大学）�

指定討論：金子雅臣＃（職場のハラスメント研究所）�

�

�

日本教育心理学会でハラスメント防止委員会が発足し，総会時に同委員会の企画す

る講演会やシンポジウムが開催されるようになって，今年度で９回目を迎える。これ

までの企画では，主にハラスメントに対する会員への啓発的な内容が取り上げられて

きた。昨年 ��月の同委員会で本年度の企画について話し合われ，われわれ教育心理学

の教育，研究に携わる者として小学校～高校の教育現場でのハラスメントの実際をも

っと知る必要があるのではないかという提案があった。たしかに，教育現場でのハラ

スメントがマスコミで伝えられることが少なくないにも拘わらず，その実態を深く知

る機会は少ない。そこで，今回は教育現場でのハラスメントのうち，部活動に焦点を

当てて，教育社会学と教育心理学の立場からこの問題を研究されている�それぞれ内田

良氏と尾見康博氏の２人の研究者にご登壇いただき，教育現場のハラスメントについ

て深く知る機会としたい。�

なお，指定討論者を本防止委員会専門委員の金子雅臣氏，司会を本企画立案の中心

となった大塚雄作前委員長が務める。大塚氏は京都大学アメリカンフットボール部長

の経験ももつ。�



第1日　9月14日（土）　10:00～12:00　3号館2階 3203

JA01  学校規模のポジティブ行動支援（SW-PBS/PBIS）の普及と継続性に必要なこと 
―誰のための，何を目的とした実践か―

企画・司会 近畿大学 大 対 香奈子
話題提供 大阪教育大学 野 田 � 航
話題提供 畿央大学 大久保 賢 一＃
話題提供 大阪教育大学 庭 山 和 貴
話題提供 大阪樟蔭女子大学 田 中 善 大
指定討論 埼玉学園大学 藤 枝 静 暁

第1日　9月14日（土）　10:00～12:00　3号館2階 3204

JA02  学校におけるビジョントレーニングの実践と可能性 
―発達支援とスポーツビジョントレーニング―

企画・指定討論 群馬県スクールカウンセラー 飯 島 博 之
司会 千里金蘭大学 小 野 � 淳
話題提供 千里金蘭大学 斎 藤 富由起

話題提供 視機能トレーニングセンター 
Joy Vision 北 出 勝 也＃

話題提供 視機能トレーニングセンター 
Joy Vision 竹 本 晴 香

指定討論 東京学芸大学大学院 吉 田 梨 乃
指定討論 仁愛大学 江 南 健 志

第1日　9月14日（土）　10:00～12:00　3号館3階 3303

JA03  スクールカウンセリングで生かせる３Cとは？ 
―よりよい方法・技法のあり方を模索する―

企画・司会・指定討論 東京農工大学 三 浦 巧 也
話題提供 鹿児島大学 平 田 祐太朗
話題提供 大正大学 山 本 � 渉
話題提供 長野大学 佐 藤 修 哉
話題提供 北海道教育大学 本 田 真 大

自主企画シンポジウム

〈# 印は会員以外の登壇者を示します〉
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第1日　9月14日（土）　10:00～12:00　3号館3階 3304

JA04  学校におけるいじめ予防の取り組み 
―児童生徒，教師・スクールカウンセラー，保護者に焦点を当てて―

企画・話題提供 筑波大学 飯 田 順 子
企画・話題提供 目白大学 杉 本 希 映
話題提供 都留文科大学 青 山 郁 子
司会 宮城学院女子大学 遠 藤 寛 子
指定討論 お茶の水女子大学 伊 藤 亜矢子

第1日　9月14日（土）　10:00～12:00　3号館3階 3305

JA05  授業研究から学校改革に繋ぐ 
―授業研究の質的転換への挑戦―

企画・司会・話題提供 福井大学 岸 野 麻 衣
企画・話題提供 福井大学 木 村 � 優
話題提供 福井市安居中学校 牧 田 秀 昭＃
話題提供 福井市美山中学校 高 間 祐 治＃
指定討論 福井大学 松 木 健 一

第1日　9月14日（土）　13:00～15:00　3号館2階 3203

JB01  マンガを教育・学習に活用するために 
―学習マンガと娯楽マンガ，意図的な学習と結果的な学習―

企画・司会・話題提供 大阪大学 家 島 明 彦
話題提供 京都精華大学 菅 谷 � 充
話題提供 マンガナイト 山 内 康 裕＃

第1日　9月14日（土）　13:00～15:00　3号館2階 3204

JB02  通常学級におけるインクルーシブ教育への取り組み 
―アセスメントに基づく権利擁護の視点から―

企画・話題提供 早稲田大学 高 橋 � 幾
司会・話題提供 帝京平成大学 齊 藤 � 勝
話題提供 東京福祉大学 深 沢 和 彦
指定討論 早稲田大学 河 村 茂 雄
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第1日　9月14日（土）　13:00～15:00　3号館3階 3303

JB03  自己調整学習研究の多様な展開 
―教育方法学・教育工学・スポーツ科学・医学教育との対話―

企画・指定討論 名古屋大学大学院 中 谷 素 之
企画・司会 香川大学 岡 田 � 涼
企画 東京学芸大学 犬 塚 美 輪
話題提供 女子美術大学短期大学部 細 矢 智 寛＃
話題提供 早稲田大学大学院 石 川 奈保子
話題提供 鹿児島大学 藤 田 � 勉
話題提供 自治医科大学 松 山 � 泰

第1日　9月14日（土）　13:00～15:00　3号館3階 3304

JB04  不器用な子どものための心理教育的支援の可能性 
―学校における SSTと動作ピラミッド法の協働を目指して―

企画・話題提供 東京学芸大学大学院 吉 田 梨 乃
司会 金蘭会保育園 山 中 瑞 穂
話題提供 千里金蘭大学 斎 藤 富由起
話題提供 神奈川県立保健福祉大学 笹 田 � 哲＃
指定討論 群馬県スクールカウンセラー 飯 島 博 之
指定討論 淑徳大学 守 谷 賢 二

第1日　9月14日（土）　13:00～15:00　3号館3階 3305

JB05  学校不適応に対する新たな支援システムや多様なアプローチを考える 
―不登校や発達障害，学習困難の理解と支援―

企画・司会・指定討論 東京学芸大学 小 林 正 幸
話題提供 都留文科大学 早 川 惠 子
話題提供 山口大学 木 谷 秀 勝＃
話題提供 東京農工大学 三 浦 巧 也
話題提供 金沢大学 原 田 克 己
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第1日　9月14日（土）　13:00～15:00　3号館3階 3306

JB06  支援教育が教育現場にもたらしたもの 
―神奈川県で活動する心理士の立場から―

企画・司会 小田原短期大学 杉 崎 雅 子
話題提供 横浜市スクールカウンセラー 中 野 早 苗＃
話題提供 川崎市スクールカウンセラー 有 村 美 和＃
話題提供 神奈川県スクールカウンセラー 井 島 素 子＃
指定討論 横浜教育支援センター 松 坂 秀 雄＃

第1日　9月14日（土）　13:00～15:00　3号館3階 3308

JB07  主体的・能動的学びの多様性について 
―教える側と学ぶ側の諸要因―

企画・話題提供 玉川大学 高 平 小百合
話題提供 高知大学 俣 野 秀 典＃
話題提供 玉川大学 魚 崎 祐 子
司会・話題提供 明星大学 布 施 光 代
指定討論 九州大学 伊 藤 崇 達

第1日　9月14日（土）　13:00～15:00　3号館3階 3310

JB08  ここまで来た！「学校予防教育」進化の全貌 
―子どもたちが待ち焦がれ，教師への負担ニアゼロの教育―

企画・話題提供 鳴門教育大学 山 崎 勝 之
司会 桃山学院教育大学 村 上 祐 介
話題提供 鳴門教育大学 内 田 香奈子
話題提供 鳴門教育大学 横 嶋 敬 行
話題提供 甲賀市立伴谷東小学校 村 田 吉 美＃
指定討論 岡山大学 三 宅 幹 子
指定討論 滋賀大学 芦 谷 道 子
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第1日　9月14日（土）　15:30～17:30　3号館2階 3203

JC01  ポジティブ生徒指導の動向（5） 
―PBISと人格教育に関する実践―

企画 南山大学 宇 田 � 光
企画・話題提供 兵庫教育大学大学院 市 川 � 哲
企画・司会 大阪産業大学 西 口 利 文
話題提供 寝屋川市立西小学校 松 山 康 成
話題提供 生徒指導士認定協会 溝 口 哲 志＃
話題提供 茨城県立医療大学 福 井 龍 太＃
指定討論 生徒指導士認定協会 有 門 秀 記
指定討論 皇學館大学 渡 邊 � 毅＃

第1日　9月14日（土）　15:30～17:30　3号館2階 3204

JC02  学習支援としての説明は本当に有効なのか（4） 
―探究学習の成立を支援する説明の要件―

企画・指定討論 立命館大学 山 本 博 樹
企画・司会 明治大学 伊 藤 貴 昭
企画 立命館大学 吉 田 � 甫
話題提供 福岡教育大学 松 尾 � 剛
話題提供 名古屋大学 田 中 瑛津子
話題提供 神戸大学 坂 本 美 紀
指定討論 京都大学 楠 見 � 孝

第1日　9月14日（土）　15:30～17:30　3号館3階 3303

JC03  教授・学習研究の実践ベース・アプローチ 
―実践しつつ研究を創出する―

企画・話題提供 帝京平成大学 市 川 伸 一
司会 東京未来大学 小 林 寛 子
話題提供 日本女子大学 瀬 尾 美紀子
話題提供 日本大学 篠ヶ谷 圭 太
指定討論 東京大学大学院・日本学術振興会 太 田 絵梨子
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第1日　9月14日（土）　15:30～17:30　3号館3階 3304

JC04  多職種連携を促進する校内体制とは 
―校内コーディネーター，管理職，スクールカウンセラー， 
　スクールソーシャルワーカーの実践から―

企画・司会 筑波大学 飯 田 順 子

話題提供 つくば市立みどりの学園義務教育
学校 桑 原 千恵子＃

話題提供 千葉商科大学 川 崎 知 已
話題提供 鳥取県教育委員会 山 崎 沙 織
企画・話題提供 筑波大学大学院 岡 安 朋 子
指定討論 福岡教育大学 西 山 久 子

第1日　9月14日（土）　15:30～17:30　3号館3階 3305

JC05  道徳教育における教育心理学の貢献

企画・司会・話題提供 青山学院大学 米 田 英 嗣
企画・司会・話題提供 神戸大学 林� � 創
話題提供 十文字学園女子大学 池 田 まさみ
指定討論 東京学芸大学 松 尾 直 博

第1日　9月14日（土）　15:30～17:30　3号館3階 3306

JC06  学習と発達のパフォーマンス化 
―『パフォーマンス心理学入門』＋『みんなの発達！』を素材として―

企画・司会・話題提供 国士舘大学 郡 司 菜津美
企画 東京都市大学 岡 部 大 介＃
企画 成城大学 青 山 征 彦
話題提供 筑波大学 広 瀬 拓 海
話題提供 青山学院大学 太 田 礼 穂
話題提供 沖縄県立芸術大学 城 間 祥 子
指定討論 東京学芸大学教職大学院 渡 辺 貴 裕＃
指定討論 日本体育大学 奥 村 高 明＃
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第1日　9月14日（土）　15:30～17:30　3号館3階 3308

JC07  多様なニーズを持つ子どもたちを支える学校づくり 
―多職種連携の必要性と課題を考える―

企画・話題提供 東京学芸大学 小 野 � 學
企画・話題提供 筑波大学 堀 口 康 太
話題提供 東京学芸大学 入 江 優 子＃
話題提供 東京学芸大学 田 嶌 大 樹＃
指定討論 東京学芸大学 梅 山 佐 和＃
司会 東京学芸大学 河� 美 善＃

第1日　9月14日（土）　15:30～17:30　3号館3階 3310

JC08  学習者の「問う力」を育成する教育実践と理論 
―主体的・対話的で深い学びの実現に向けて―

企画・司会・話題提供 千葉大学 小 山 義 徳
話題提供 九州大学 小 山 � 悟＃
話題提供 福岡教育大学 生 田 淳 一
話題提供 東京大学 白 水 � 始
話題提供 琉球大学 道 田 泰 司

第2日　9月15日（日）　10:00～12:00　3号館2階 3203

JD01  チーム学校を活かしたソーシャル・エモーショナル・ラーニング（SEL）実践 
―スクールカウンセラーが関わる実践に焦点をあてて―

企画・司会 鳥取大学 石 本 雄 真
話題提供 法政大学大学院 小 高 佐友里
話題提供 福岡県直方市立直方第二中学校 佐 竹 真由子＃
話題提供 鳥取県教育委員会 石 本 志 穂＃
指定討論 都留文科大学 青 山 郁 子

第2日　9月15日（日）　10:00～12:00　3号館2階 3204

JD02  「教育困難校」の可能性を考える

企画・話題提供 早稲田大学 本 田 � 真
企画・司会・指定討論 会津大学 苅間澤 勇 人
指定討論 早稲田大学 河 村 茂 雄
話題提供 千葉科学大学 熊 谷 圭二郎
話題提供 早稲田大学 松 戸 結 佳＃
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第2日　9月15日（日）　10:00～12:00　3号館3階 3303

JD03  子どもの育ちを基盤とした学級のユニバーサルデザイン化

企画 早稲田大学 桂 川 泰 典
企画・司会 十文字学園女子大学 綿 井 雅 康
話題提供 早稲田大学大学院・日本学術振興会 飯 島 有 哉
話題提供 早稲田大学 大 月 � 友＃
話題提供 明星大学 藤 井 � 靖＃
指定討論 早稲田大学 菅 野 � 純
指定討論 十文字学園女子大学 加 藤 陽 子

第2日　9月15日（日）　10:00～12:00　3号館3階 3304

JD04  授業を意味づける（5） 
―授業者・実践者・研究者の授業を見る視点と語り―

企画・話題提供 静岡大学 町� � 岳
話題提供 渋谷区立山谷小学校 盛 永 裕 一＃
企画・話題提供 慶應義塾大学 鹿 毛 雅 治
企画・司会・話題提供 東京大学 秋 田 喜代美

第2日　9月15日（日）　10:00～12:00　3号館3階 3305

JD05  Agencyを育む探究学習 
―どのように発現し，いかにして可視化するか―

企画・司会・話題提供 福島大学 坂 本 篤 史
話題提供 新潟大学教育学部附属新潟中学校 上 村 慎 吾＃
話題提供 関西学院大学 時 任 隼 平＃
指定討論 新潟大学 一 柳 智 紀
指定討論 東京大学 藤 村 宣 之

第2日　9月15日（日）　10:00～12:00　3号館3階 3306

JD06  学習分析学への招待

企画・司会 青山学院大学 寺 尾 � 敦
企画・話題提供 上智大学 田 村 恭 久＃
企画・話題提供 法政大学 児 玉 靖 司＃
話題提供 明治大学 後 藤 � 晶＃
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第2日　9月15日（日）　10:00～12:00　3号館3階 3308

JD07  バックキャスティングによる研究と教育との橋渡しの可能性 
―理想と現実のギャップを解消するプロセスの事例紹介―

企画・司会・話題提供 名古屋大学 田 中 瑛津子
企画・話題提供 京都大学 マナロ　エマニュエル
話題提供 千葉大学 小 山 義 徳
話題提供 早稲田大学 シェパード　クリス＃
話題提供 南洋理工大学 チェン　オーハオ＃
話題提供 天津財経大学珠江学院 ワ ン ジ ン＃

第2日　9月15日（日）　10:00～12:00　3号館3階 3310

JD08  児童・青年の発達とメンタルヘルスに関する大規模縦断研究 
―性別違和感，社会経済的地位，摂食行動異常，自傷行為の観点から―

企画・話題提供 中部大学 伊 藤 大 幸
話題提供 名古屋学芸大学 浜 田 � 恵＃
話題提供 神戸学院大学 村 山 恭 朗
話題提供 愛知東邦大学 高 柳 伸 哉
指定討論 中部大学 三 島 浩 路

第2日　9月15日（日）　13:30～15:30　3号館2階 3203

JE01  教育実践に資するバフチン・対話理論 
―ヤクビンスキー『ダイアローグのことばについて』を視座に―

企画・司会・話題提供 東京外国語大学 田 島 充 士
話題提供 元早稲田大学 桑 野 � 隆＃
話題提供 慶應義塾大学 朝 妻 恵里子＃
指定討論 新潟大学 一 柳 智 紀
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第2日　9月15日（日）　13:30～15:30　3号館2階 3204

JE02  知見の統合は何をもたらすのか

企画・司会 国立教育政策研究所 山 森 光 陽
企画・話題提供 香川大学 岡 田 � 涼
企画 応用教育研究所 納 富 涼 子
話題提供 岡山大学 山 田 剛 史
話題提供 静岡大学 亘 理 陽 一＃
話題提供 山口大学 熊 井 将 太＃
指定討論 東京大学 岡 田 謙 介
指定討論 軽井沢風越学園設立準備財団 澤 田 英 輔＃
指定討論 京都大学 石 井 英 真＃

第2日　9月15日（日）　13:30～15:30　3号館3階 3303

JE03  援助ニーズが高い人へのソーシャル・エモーショナル・ラーニング (SEL) 
―SELの多面的応用とその効果検討―

企画・司会 徳島文理大学 松 本 有 貴
話題提供 立正大学 宮 崎 � 昭
話題提供 東京情報大学 原 田 恵理子
話題提供 株式会社 LITALICO 高 橋 あ い
話題提供 株式会社 LITALICO 大 川 真知子
指定討論 法政大学 渡 辺 弥 生

第2日　9月15日（日）　13:30～15:30　3号館3階 3304

JE04  教員養成における「学び続ける教員」育成プログラムの展開（1） 
―インプリシット知能観への介入を見据えた予備的検討の成果―

企画・話題提供 桃山学院教育大学 村 上 祐 介
司会 桃山学院教育大学 高 木 悠 哉＃
話題提供 桃山学院教育大学 栫 井 大 輔＃
話題提供 桃山学院教育大学 柴� 恭 史＃
指定討論 奈良女子大学 竹 橋 洋 毅
指定討論 大阪産業大学 山 田 嘉 徳
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第2日　9月15日（日）　13:30～15:30　3号館3階 3305

JE05  教師の実態把握力の分析と授業改善への展開 
―学力テストへの応用から解析ツールWitsを用いたワークショップまで―

企画・司会・話題提供 東京大学 植 阪 友 理
企画・話題提供 大妻女子大学 中 川 正 宣＃
企画・話題提供 法政大学・日本学術振興会 山 口 一 大
企画・話題提供 広島大学 深 谷 達 史
企画・話題提供 東京大学 仲 谷 佳 恵＃
企画・話題提供 獨協医科大学 上 西 秀 和＃
指定討論 柏市増尾西小学校 金 岡 幸 江＃
指定討論 大学入試センター 前 川 眞 一＃

第2日　9月15日（日）　13:30～15:30　3号館3階 3306

JE06  教師の授業マネージメントを考える

企画・司会 香川大学 大久保 智 生
企画・指定討論 香川大学 有 馬 道 久
話題提供 高知大学 野 中 陽一朗
話題提供 静岡大学 町� � 岳
話題提供 福井大学 岸� 俊 行
指定討論 愛媛大学 富 田 英 司

第2日　9月15日（日）　13:30～15:30　3号館3階 3308

JE07  教科教育の心理学 
―（3）教科教育の改善に資する授業実践研究，実験・調査研究のあり方を探る―

企画・司会 東京大学 藤 村 宣 之
話題提供 山梨大学 小野田 亮 介
話題提供 会津大学 蛯 名 正 司
企画・話題提供 名古屋大学 橘� 春 菜
指定討論 名古屋大学 石 井 秀 宗
指定討論 熊本大学 藤 田 � 豊
企画 共立女子大学 石 橋 優 美
企画 群馬大学 鈴 木 � 豪

（ 36）



第2日　9月15日（日）　13:30～15:30　3号館3階 3310

JE08  幼児教育と小学校教育の接続期を生きる子どもと保護者（1） 
―年長児期を探る―

企画・司会・話題提供 金沢大学 滝 口 圭 子
話題提供 東京家政大学 野 口 隆 子
話題提供 京都教育大学 田 爪 宏 二
指定討論 東京大学 秋 田 喜代美

第2日　9月15日（日）　16:00～18:00　3号館2階 3203

JF01  学校での対人関係や組織動態をどのように捉えるか？ 
―生態学的状況に埋め込まれた多層システムとしての観点を対話の中から探る―

企画・司会 専修大学大学院 吉 田 光 成
話題提供 東京都公立小学校 館 野 � 峻＃
話題提供 日本大学 菊 島 勝 也＃
話題提供 元板橋区社会教育指導員 大 山 � 宏＃
指定討論 専修大学 下斗米 � 淳
指定討論 立教大学 箕 口 雅 博＃
指定討論 駒澤大学 萩 原 建次郎＃

第2日　9月15日（日）　16:00～18:00　3号館2階 3204

JF02  学校適応はどのようにとらえられるのか（11） 
―高等学校における生徒の学校適応と学校の多様性―

企画 香川大学 大久保 智 生
企画・司会 北海道教育大学 半 澤 礼 之
企画 東北大学 岡 田 有 司
話題提供 北海道大学 渡 邉 � 仁

話題提供 立命館グローバル・イノベーション
研究機構 神 崎 真 実

話題提供 北海道教育大学 川 俣 智 路
指定討論 近畿大学 大 対 香奈子
指定討論 福岡教育大学 小 泉 令 三
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第2日　9月15日（日）　16:00～18:00　3号館3階 3303

JF03  生体情報を用いた教授学習研究の可能性

企画・司会 国立教育政策研究所 山 森 光 陽
企画 北海道大学 伊 藤 � 崇
話題提供 文京学院大学 長 野 祐一郎＃
話題提供 ミイダス株式会社 神 長 伸 幸
指定討論 上越教育大学大学院 河 野 麻沙美
指定討論 京都大学 楠 見 � 孝
指定討論 香川大学 有 馬 道 久

第2日　9月15日（日）　16:00～18:00　3号館3階 3304

JF04  アートと教育 
―日本における Arts-based educational researchの展開―

企画・司会・話題提供 立教大学 石 黒 広 昭
話題提供 東京大学 岡 田 � 猛
話題提供 長岡造形大学 小 松 佳代子＃
話題提供 東京大学 高 木 紀久子＃

第2日　9月15日（日）　16:00～18:00　3号館3階 3305

JF05  アクティブ・ラーニングの脳科学と教育実践への架橋を目指して 
―人間固有の「学び」の構造と機能を知り，学びと教え，教育の再構築を共にデザインしよう―

企画・話題提供 お茶の水女子大学 仁 木 和 久
司会・話題提供 お茶の水女子大学 内 海 緒 香
話題提供 昭和女子大学 緩 利 � 誠＃
話題提供 お茶の水女子大学 冨士原 紀 絵＃

第2日　9月15日（日）　16:00～18:00　3号館3階 3306

JF06  「主体的・対話的で深い学び」を実現する教師の学び 
―教師の指導力を高める教員養成・研修の実践研究―

企画・司会・話題提供 広島大学 深 谷 達 史
話題提供 東京大学大学院・日本学術振興会 福 田 麻 莉
話題提供 東京大学大学院・日本学術振興会 太 田 絵梨子
話題提供 東京大学大学院・日本学術振興会 柴� 里 実
話題提供 東京大学 植 阪 友 理
指定討論 上智大学 奈 須 正 裕

（ 38）



第2日　9月15日（日）　16:00～18:00　3号館3階 3308

JF07  教育心理学における制御焦点理論の応用可能性

企画・司会 筑波大学 外 山 美 樹
話題提供 筑波大学大学院・日本学術振興会 海 沼 � 亮
話題提供 関西外国語大学 三 和 秀 平
話題提供 筑波大学大学院・日本学術振興会 長 峯 聖 人
話題提供 筑波大学大学院 肖� 雨 知
指定討論 名古屋大学大学院 中 谷 素 之
指定討論 神戸学院大学 長 谷 和 久＃

第2日　9月15日（日）　16:00～18:00　3号館3階 3310

JF08  越境的マインドセット創りに向けて

企画・話題提供 鹿児島純心女子大学 野 村 亮 太
企画・司会 九州産業大学 小田部 貴 子
企画・指定討論 九州大学 丸 野 俊 一
話題提供 青山学院大学 香 川 秀 太
話題提供 東京外国語大学 田 島 充 士
指定討論 埼玉大学 小 澤 基 弘＃

第3日　9月16日（月・祝）　10:00～12:00　3号館2階 3203

JG01  「いじめ免疫プログラム」の試行と評価方法論の模索 
―世田谷区での実践と検討―

企画・司会・話題提供 大阪教育大学 戸 田 有 一
話題提供 世田谷区立桜丘小学校 羽 鳥 � 晋＃
話題提供 世田谷区教育委員会 三 浦 公 平＃
話題提供 世田谷区立池之上小学校 藤 谷 弥 生＃
話題提供 世田谷区教育委員会 板 澤 健 一＃
話題提供・指定討論 香川大学 金 綱 知 征
話題提供・指定討論 広島修道大学 西 野 泰 代
指定討論 岡山大学 三 宅 幹 子
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第3日　9月16日（月・祝）　10:00～12:00　3号館2階 3204

JG02  学校臨床における質問紙・チェックリスト活用によるアセスメントを考える 
―発達障害や学習困難の支援ニーズと指導の評価―

企画・司会・話題提供・指定討論 福岡教育大学 熊 谷 � 亮
企画・司会・話題提供・指定討論 東京学芸大学 橋 本 創 一
話題提供 目白大学 堂 山 亞 希＃
話題提供 国立特別支援教育総合研究所 玉 木 宗 久
話題提供 東京学芸大学 梶 井 芳 明

第3日　9月16日（月・祝）　10:00～12:00　3号館3階 3303

JG03  グループ活動を取り入れた教員養成

企画・話題提供・指定討論 聖徳大学 鈴 木 由 美
企画・話題提供・指定討論 奈良学園大学 矢 野 � 正
企画・司会・話題提供・指定討論 豊岡短期大学 原 田 敬 文
企画 豊岡短期大学 室 谷 雅 美
企画 豊岡短期大学 原 田 増 廣
企画・話題提供・指定討論 豊岡短期大学 稲 田 達 也
企画・話題提供 豊岡短期大学 大 塚 貴 之

第3日　9月16日（月・祝）　10:00～12:00　3号館3階 3304

JG04  学習者の資質・能力を向上させる授業づくり 
―学習者の反応を手がかりに―

企画・司会 関西福祉大学 金 沢 � 緑
指定討論 岡山理科大学 森� 敏 昭
話題提供 川島小学校 川真田 早 苗
話題提供 福山市立引野小学校 藤 江 浩 子
話題提供 ラ・フェリーチェ保育園 高 橋 晃 雄＃
話題提供 関西福祉大学大学院 森 川 樹 奈＃

（ 40）



第3日　9月16日（月・祝）　10:00～12:00　3号館3階 3305

JG05  非認知的（社会情緒的）コンピテンスの教育と展望（2） 
―学校要因と家庭要因による影響の検討―

企画・司会 国立教育政策研究所 篠 原 郁 子
企画・話題提供 藤女子大学 石 井 佑可子
話題提供 お茶の水女子大学 武 藤 世 良
話題提供 宇都宮大学 久保田（河本）愛子
話題提供 東京大学大学院 利根川 明 子
指定討論 東京大学 遠 藤 利 彦

第3日　9月16日（月・祝）　10:00～12:00　3号館3階 3306

JG06  これからの教育を問う（3） 
―道徳教育の在り方を考える―

企画・司会・話題提供 和洋女子大学 田 口 久美子
企画・話題提供 元・立正大学 大 津 悦 夫
企画・指定討論 埼玉大学 馬 場 久 志

第3日　9月16日（月・祝）　10:00～12:00　3号館3階 3308

JG07  大学生における読み困難のアセスメント

企画・司会・話題提供 信州大学 高 橋 知 音
話題提供 東北大学 川 崎 聡 大＃
話題提供 東北大学 川 田 � 拓＃
指定討論 立正大学 篠 田 晴 男＃

第3日　9月16日（月・祝）　10:00～12:00　3号館3階 3310

JG08  認知行動療法に基づく高等学校における心理的支援の有効性と課題

企画・指定討論 早稲田大学 嶋 田 洋 徳
企画・話題提供 桜美林大学 小 関 俊 祐
司会 早稲田大学 野 村 和 孝
話題提供 立命館大学 大 谷 哲 弘
話題提供 早稲田大学大学院 吉 田 遥 菜
話題提供 早稲田大学 齋 藤 彩 乃
話題提供 早稲田大学大学院 加 藤 海 咲
話題提供 桜美林大学大学院 杉 山 智 風＃
指定討論 早稲田大学 菅 野 � 純
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第3日　9月16日（月・祝）　13:00～15:00　3号館2階 3203

JH01  ローカリティから考える教師の発達 
―地域間移動と学校間異動に焦点を当てて―

企画・話題提供 山梨大学 東海林 麗 香
企画・話題提供 北海道教育大学 半 澤 礼 之
司会 東北大学 岡 田 有 司
話題提供 山梨県立塩山高等学校 小 田 雄 仁＃
指定討論 滋賀県立大学 松 嶋 秀 明

指定討論 千葉大学教育学部
附属教員養成開発センター 保 坂 � 亨

第3日　9月16日（月・祝）　13:00～15:00　3号館2階 3204

JH02  学校心理教育の効果を高める環境づくり 
―子どもとつながる学校心理教育―

企画・司会 徳島文理大学 松 本 有 貴
話題提供 鳥取大学 石 本 雄 真
話題提供 パスウェイズジャパン 島 嵜 仁 恵
話題提供 京都教育大学 西 田 千寿子
話題提供 クイーンズランド大学 瀧 澤 � 悠＃
指定討論 立正大学 宮 崎 � 昭

第3日　9月16日（月・祝）　13:00～15:00　3号館3階 3303

JH03  いじめ × マンガ 
―マンガを活用した「いじめ」予防教育の可能性―

企画・司会・話題提供 大阪大学 家 島 明 彦
話題提供 マンガナイト 山 内 康 裕＃
話題提供 筑波大学附属駒場中・高等学校 山 本 智 也＃
指定討論 大阪教育大学 戸 田 有 一
指定討論 日本大学 横 田 正 夫

（ 42）



第3日　9月16日（月・祝）　13:00～15:00　3号館3階 3304

JH04  教員研修のあり方を模索する 
―プレイフルな研修の意義と課題―

企画・司会・話題提供 大阪成蹊短期大学 網 谷 綾 香
話題提供 鳥栖市立若葉小学校 岡 本 尚 子
話題提供 帝京大学教職大学院 町 支 大 祐＃
話題提供 京都ヘルメス研究所 細 川 美 幸＃

第3日　9月16日（月・祝）　13:00～15:00　3号館3階 3305

JH05  学校教育実践における学習支援の多様なアプローチを考える 
―学習につまずきのある児童生徒のニーズに応じた授業つくり・個別支援―

企画・司会 東京学芸大学 橋 本 創 一
指定討論 埼玉大学 堀 田 香 織
話題提供 大阪教育大学 野 田 � 航
話題提供 調布市立柏野小学校 栗 原 治 子＃
話題提供 東京学芸大学大学院 杉 岡 千 宏
話題提供 東京学芸大学 犬 塚 美 輪

第3日　9月16日（月・祝）　13:00～15:00　3号館3階 3306

JH06  教職課程コアカリキュラムは「教育心理学」のありかたをどう変えるか 
―新課程における教職科目と学問との関係性を問う―

企画・司会・指定討論 東京大学大学院 藤 江 康 彦
企画・話題提供 高知大学 野 中 陽一朗
話題提供 東京学芸大学 梶 井 芳 明
話題提供 宮崎公立大学 野 崎 秀 正
指定討論 岡山理科大学 森� 敏 昭
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第3日　9月16日（月・祝）　13:00～15:00　3号館3階 3308

JH07  高等学校における特別支援教育の現状と課題 
―合理的配慮の提供や校内支援体制の構築について―

企画・司会・話題提供 国立特別支援教育総合研究所 大 崎 博 史
話題提供 長野県箕輪進修高等学校 伊 東 � 和＃
話題提供 長野県箕輪進修高等学校 谷� 美也子＃
話題提供 千葉県立佐原高等学校 石 毛 純 子＃
指定討論 大阪大学 三 宮 真智子
指定討論 国立特別支援教育総合研究所 笹 森 洋 樹

第3日　9月16日（月・祝）　13:00～15:00　3号館3階 3310

JH08  文系学生に対する心理統計教育 
―質的・カテゴリカルデータの分析―

企画 岡山大学 山 田 剛 史
企画・司会 文京学院大学 村 井 潤一郎
企画 早稲田大学 杉 澤 武 俊
企画 青山学院大学 寺 尾 � 敦
話題提供 大阪教育大学 小 松 孝 至
話題提供 青山学院大学 大 林 真 也＃
話題提供 北海道大学 岩 間 徳 兼
指定討論 慶應義塾大学 藤 澤 啓 子
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ポスター発表 A 第1日　9月14日（土）　10:00～12:00
在席責任時間　奇数番号10：00～11：00　偶数番号11：00～12：00

発達

PA01 4～6歳児におけるナラティブの発達と言語知識と
の関係 
―ナラティブ発達評価指標作成に向けての基礎研
究―

帝京平成大学 ○瀬 戸 淳 子
白百合女子大学 秦 野 悦 子

PA02 4～6歳児における状況絵の語りの発達 
―ナラティブ発達評価指標作成に向けての基礎研
究―

白百合女子大学 ○秦 野 悦 子
帝京平成大学 瀬 戸 淳 子

PA03 自称詞の使い分けと自我の発達との関連 
―高校生と大学生を対象にした検討―

十文字学園女子大学 長 田 瑞 恵

PA04 父親の育児関与と乳児とのアイコンタクト率との
関連 
―離乳食場面を通して―

東洋学園大学 ○福 田 佳 織
文京学院大学 森 下 葉 子
埼玉学園大学 尾 形 和 男

PA05 幼児の他者特性理解 
―対人葛藤状況下における他児の行為と表情の一
致・不一致に着目して―

新見公立大学 ○芝 崎 美 和
四国大学 芝 崎 良 典

ノートルダム清心女子大学 湯 澤 美 紀

PA06 死の意識，死の恐怖とソーシャルサポート・基本
的信頼感の関係

金城学院大学 増 田 公 男

PA07 精神的自立の過渡期に心の闇の原型を乗り越えつ
つ自立の道を歩む若者 
―我が息子の場合―

宮 野 祥 雄

PA08 ある2歳女児にみられる社会的行動の発現条件 大妻女子大学 向 井 敦 子

PA09 学業的満足遅延行動に及ぼす愛着の内的作業モデル，
セルフコンパッション，学業的動機づけの影響

東海学園大学 ○龍� 祐 吉
尚絅大学短期大学部 小川内 哲 生

PA10 親の早期の対応が子どもの認知的達成や非認知的
成熟に及ぼす影響の効果の評価 
―Millennium Cohort Studyデータのベイズ的分析―

慶應義塾大学 ○繁 桝 算 男
帝京大学 古 野 公 紀＃

慶應義塾大学 池 本 � 駿＃
慶應義塾大学 赤 林 英 夫＃

教授・学習・認知

PA11 タブレット PCを利用した小学校4年生ペア学習前
後における音読の変化 (1) 
―SD法による印象評定から―

放課後等デイサービス
ハッピーテラス　　　

○鳥 海 楓 華

聖徳大学 東 原 文 子

PA12 タブレット PCを利用した小学校4年生ペア学習前
後における音読の変化 (2) 
―間（ポーズ）の取り方の変容について―

聖徳大学 ○東 原 文 子
放課後等デイサービス
ハッピーテラス　　　

鳥 海 楓 華

PA13 災害時の向社会的行動は情報確認を重視する傾向
により妨害される

ノースアジア大学 瀧 澤 � 純

ポスター発表

〈○印は責任発表者，# 印は会員以外の連名発表者を示します〉
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PA14 高校生の探究的学習スキルと批判的思考態度の育
成（3） 
―スーパーグローバル／スーパーサイエンスハイ
スクールにおける生徒の3年間の成長―

京都大学 楠 見 � 孝

PA15 高等教育における協同学習の実践的検討（IX） 
―学びを深めるための問い方の分析―

敬和学園大学 益 谷 � 真

PA16 取り合わせによる創作を用いた俳句教育実践とそ
の効果の検証 
―児童の最近接発達領域を考慮した俳句教育の試
み―

鳴門教育大学大学院 ○皆 川 直 凡
鳴門教育大学大学院 松 田 紘 昂＃
鳴門教育大学大学院 吉 田 健 人＃
鳴門教育大学大学院 劉� 晶 晶＃

PA17 電算画面で読み聞かせた絵本の理解における誤信
念理解と類推（1） 
―保育専門学校生による誤信念理解―

ノースアジア大学 光 田 基 郎

PA18 教員対象の「一人 TT方式」研修プログラムの開
発（1） 
―免許状更新講習における実践的教育プログラム
の評価―

富山大学 小 川 � 亮

PA19 数値と実体との対応関係の把握と参照事例提示の
効果

放送大学 ○進 藤 聡 彦
玉川大学 守 屋 誠 司＃

PA20 欲求階層構造に対応する処理の組合せと分散効果 
―意図記憶と偶発記憶の比較―

奈良教育大学 豊 田 弘 司

PA21 朗読における読み手の気分変化による動機づけへ
の影響 
―朗読と音読，黙読の比較―

法政大学 福 田 由 紀

PA22 一桁たし算における被加数，加数の影響 北海学園大学 後 藤 � 聡

PA23 高1への9週間の構造方略教示は説明文理解と学業
達成を促すか？（2） 
―方略使用の変化がもたらす影響プロセス―

立命館大学 ○山 本 博 樹
東亜大学 織 田 � 涼

PA24 中1国語「読むこと」における3点セットと相互説
明の活用

群馬大学 ○佐 藤 浩 一
太田市立城東中学校 須 永 真佐恵＃

群馬大学 田 村 � 充＃

PA25 女子高校生における学業的自己概念と学力の因果
関係の検討 
―3年間の縦断データから―

東北大学 ○宮 本 友 弘
聖徳大学 相 良 順 子

PA26 教師と友人に関する自伝的記憶を想起した時の感
情状態変化にする研究 
―想起テーマの特定性を要因に加えて―

中央大学 ○兵 藤 宗 吉
中央大学 李� � 岩
中央大学 佐 藤 研一郎＃

PA27 教職志望学生の志望動機による教育実習経験の効果 三重大学 南� � 学

PA28 誤概念反応のリバウンドを抑制するための教授ス
トラテジーについて

東北生活文化大学 植 松 公 威

PA29 色覚多様性シミュレーションの経験は自己効力感
に影響を及ぼすか

東京電機大学 黒 沢 � 学

PA30 情報の提示スタイルが迷子紐の印象に与える影響 
―Twitter，LINE，新聞スタイルの比較の検討―

京都女子大学 ○古 池 若 葉
社会福祉法人石光山会 
石山寺こども園　　　

平 田 陽 香＃
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PA31 科学技術の社会問題を取り上げた小学生向け教育
プログラムの評価 (1) 
―意見対立や複数論点を踏まえた意思決定能力―

神戸大学 ○坂 本 美 紀
神戸大学 山 口 悦 司＃

神戸大学附属小学校 俣 野 源 晃＃
神戸大学 都 倉 さゆり＃
神戸大学 久 光 克 樹＃

兵庫教育大学 山 本 智 一＃

PA32 理学療法士・作業療法士におけるコミュニケーシ
ョンスキル項目認知に関する教育効果の検討 
―必要度評定に関する注意度を高めるための評定
項目の検討・追加―

金城大学 奥 田 裕 紀

社会

PA33 Twitter利用と疑似科学信奉との関連（1） 
―利用頻度，利用動機の観点から―

信州大学 ○佐 藤 広 英
信州大学 菊 池 � 聡

PA34 Twitter利用と疑似科学信奉との関連（2）　 
―接触する情報の観点から―

信州大学 ○菊 池 � 聡
信州大学 佐 藤 広 英

PA35 人間を還元して観るということ 
―自然科学主義的人間観の測定尺度の作成過程―

専修大学大学院 ○吉 田 光 成
法政大学大学院 小 田 友理恵＃

Ecole Normale Superieure 新 川 拓 哉＃

PA36 中国大学生の進路選択に対する自己効力感と就業
動機が進路未決定に及ぼす影響

埼玉大学 ○馬 場 久 志
埼玉大学大学院 劉� 文 静＃

PA37 児童養護施設の子どもの退所後の自立支援 恵泉女学園大学 齋 藤 � 謁

PA38 幼児の交通行動と親の行動の関係 
―不適切行動のモデリング―

子ども支援研究所 ○徳 田 克 己
筑波大学 水 野 智 美
富山大学 西 館 有 沙

東京未来大学 西 村 実 穂

PA39 高等学校の進路指導の方向性に影響する要因の検討 
―適性の捉え方を基軸として―

労働政策研究・研修機構 室 山 晴 美

人格

PA40 自尊感情を高める教師の指導について（1） 
―自尊感情の領域の観点から―

岡山大学 ○青 木 多寿子
神戸市立向洋小学校 持 田 魁 斗＃

岡山大学 高 山 瑞 己

PA41 自尊感情を高める教師の指導について（2） 
―恩恵享受的自己感と学校適応の観点から―

岡山大学 ○高 山 瑞 己
倉敷市立倉敷南小学校 延 原 拓 見＃

岡山大学 青 木 多寿子

臨床

PA42 「いのちと死の授業」による生きる意欲や死生観の
変化 
―DVD視聴の前後で比較して―

奈良女子大学 伊 藤 美奈子

PA43 ADHD系の発達凸凹（発達障害）の小学男児に対
して，学習支援，家庭・学校との連携（担任，SC），
医療とのコラボによって，本人にとって適切な支援
を提供してきたカウンセラーの3年半の実践

青山学芸心理 ○高 山 � 智
青山学芸心理 中 西 亮 介＃
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PA44 小学生から高校生までの不登校傾向とレジリエン
スとの関連

静岡大学 ○小 林 朋 子
法政大学 渡 辺 弥 生

兵庫教育大学 五十嵐 哲 也

PA45 いじめ類型と深刻化の関係 北海道大学 ○加 藤 弘 通
常葉大学 太 田 正 義

北海道大学 舒� � 悦

特別支援

PA46 初任保育者の障害のある幼児に対する配慮の実践
知に関する研究 
―環境調整における「偶発的気づき」に着目して―

名古屋柳城短期大学 ○荻 原 はるみ
桜花学園大学 勝 浦 眞 仁

名古屋市立大学 上 田 敏 丈

PA47 大学生を対象とした読字・書字課題の信頼性，妥
当性

信州大学 高 橋 知 音

PA48 特別支援教育において「恐竜」の大きさが体感で
きる授業の探究

兵庫教育大学大学院 ○吉 國 秀 人
こくご・さんすう・数学教室 内 山 逸 子

加古川市立加古川養護学校 小 林 禎 明
元兵庫教育大学大学院 棚 倉 未 弥

学校心理学

PA49 体罰を起こさない教師教育に関する研究 
―教師志望学生にロールレタリングを導入して―

金沢星稜大学 岡 本 泰 弘

PA50 ポストモダンにおける大学生の成長モデルと時間
的展望獲得に関する探索的研究（5） 
―3つの成長モデルにおける大学生活充実度―

大阪樟蔭女子大学 ○川 上 正 浩
大阪樟蔭女子大学 坂 田 浩 之＃
大阪樟蔭女子大学 佐久田 祐 子＃
大阪樟蔭女子大学 奥 田 � 亮＃

PA51 高校における「いじめ防止能力」の評価に関する
研究

岩手大学 藤 井 義 久

PA52 「学習規律」の現状分析 
―公開資料の分析から―

千葉経済大学短期大学部 磯 村 陸 子

PA53 教師の指導行動が児童の自己成長感に及ぼす影響 
―自律性，有能性，関係性の欲求の充足と変化を
媒介として―

愛知教育大学 ○石 田 靖 彦
岩津小学校 下 岡 奈 央＃

PA54 教師および保護者が重視する小・中学校教師の行
動とは？ 
―日本・アメリカ・カンボジアの3国間比較によ
る検討―

奈良教育大学 出 口 拓 彦

PA55 アクティブラーニングを用いた暴力防止プログラ
ムの効果 
―高校生を対象として―

四天王寺大学 ○上 野 淳 子
福山大学 赤 澤 淳 子

武庫川女子大学 松 並 知 子
徳島大学 井ノ崎 敦 子＃

愛知学院大学 下 村 淳 子
大阪府立東淀川高等学校 北 山 裕 子＃
大阪府立東淀川高等学校 南 畑 好 美＃

PA56 授業場面における交流活動と内発的動機づけ 香川大学 岡 田 � 涼
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PA57 気になる児童・生徒に対する教師の評価と生徒指
導効力感（2） 
―小学校・中学校教師への調査から―

東京大学教育学部附属 
中等教育学校　　　　

石 橋 太加志

PA58 キャンパス拡充による学部一貫教育の効果について 
―キャンパス移動学部在籍学生の授業への取り組
みの変化を中心として―

拓殖大学 小 澤 貴 史

PA59 保育者・教員養成大学における不適応予防のため
の実践 
―生活面と学習面から学生をアセスメントする―

都留文科大学 武 蔵 由 佳

PA60 高等学校におけるソーシャルエモーショナルラー
ニングの教育効果

東京情報大学 ○原 田 恵理子
法政大学 渡 辺 弥 生

PA61 親和的学級づくりに向けた短時間グループアプロ
ーチ継続実践の効果

名城大学 曽 山 和 彦

測定・評価・研究法

PA62 高大接続改革の下での国語新傾向問題が測定する
資質・能力について

東北大学 ○倉 元 直 樹
東北大学 宮 本 友 弘

PA63 評定尺度はリカートが発明したわけではない 
―リカート (1932)より前の世界―

早稲田大学 椎 名 乾 平
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ポスター発表 B 第1日　9月14日（土）　13:00～15:00
在席責任時間　奇数番号13：00～14：00　偶数番号14：00～15：00

発達

PB01 モンゴルの子どもたちにおける言語能力の発達的
特徴（1） 
―田中ビネー知能検査 V『語彙（絵）』課題にお
ける標準化資料との比較から―

名古屋大学 ○福 元 理 英
名古屋大学 若 林 紀 乃
名古屋大学 野 邑 健 二
名古屋大学 金 子 一 史
名古屋大学 永 田 雅 子

PB02 モンゴルの子どもたちにおける言語能力の発達的
特徴（2） 
―田中ビネー知能検査 V『短文の復唱』課題にお
ける標準化資料との比較から―

名古屋大学 ○若 林 紀 乃
名古屋大学 福 元 理 英
名古屋大学 野 邑 健 二
名古屋大学 金 子 一 史
名古屋大学 永 田 雅 子

PB03 住居状況と友人関係からみた大学生の孤独感 
―大学新入生に着目して―

筑波大学 ○佐 藤 有 耕
石 井 健太郎＃

PB04 人間関係に関わる発達 
―特別な支援を必要とする人との関わりの影響―

東京成徳大学 富 山 尚 子

PB05 小学校就学を控えた年長児がとらえる小学校生活 
―楽しみなこと，不安なこと―

金沢大学 滝 口 圭 子

PB06 保育者養成課程における共感性育成プログラムの
提案 
―最終レポートにおける記述の検討から―

宮城学院女子大学 ○木 野 和 代
東洋大学 内 田 千 春

PB07 園の仲間遊びにおける感情語の使用 
―4歳クラス児はいつどのように遊戯的にネガテ
ィブ感情語に言及するか―

千葉大学 岩 田 美 保

PB08 中学生女子の抑うつ評価の推移 
―3年間の縦断研究から―

聖徳大学 ○相 良 順 子
東北大学 宮 本 友 弘
聖徳大学 鈴 木 悦 子

PB09 教職課程への動機づけが教育実習後の教師効力
感・アイデンティティにおよぼす影響

同志社大学 田 中 希 穂

PB10 1歳時の愛着と幼児期の適応 関西学院大学 桂 田 恵美子

PB11 6歳児男女の他者理解の発達と母親によるコミュ
ニケーション

同朋大学 小 沢 日美子

PB12 フィンランドの児童の「友だちマップ」にみる友
人観の発達

鳥取大学 寺 川 志奈子

PB13 仲間の違反の報告に対する児童の認識に教師から
の質問の有無が与える影響の検討

名古屋経済大学 楯� � 誠

教授・学習・認知

PB14 読み手意識の具体性が文章産出に与える影響 山梨大学 小野田 亮 介

PB15 教員志望学生の教えることに関する信念の検討（1） 
―尺度の作成および構造の検討―

関西福祉科学大学 ○林� 龍 平
阪南大学 崎 濱 秀 行

奈良教育大学 藤 田 � 正
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PB16 教員志望学生の教えることに関する信念の検討（2） 
―教職科目の受講による影響―

阪南大学 ○崎 濱 秀 行
奈良教育大学 藤 田 � 正

関西福祉科学大学 林� 龍 平

PB17 教員志望学生の教えることに関する信念の検討（3） 
―教えることの信念に関する学年間比較―

奈良教育大学 ○藤 田 � 正
関西福祉科学大学 林� 龍 平

阪南大学 崎 濱 秀 行

PB18 社会文化心理学：まちなか学生プロジェクト 
―まちなか若者文化生成のための心理学的実践―

共愛学園前橋国際大学 奥 田 雄一郎

PB19 認知カウンセリングによる学習相談における教材
選択 
―にこにこ広島ルームのケース―

安田女子短期大学 ○中 村 � 涼
徳島文理大学 岡� 直 樹

PB20 「総合的な学習の時間」から「総合的な探究の時
間」への変化の考察

宮城教育大学 平� 真木夫

PB21 非連続型テキストを用いた説明活動に与える影響
について 
―ワーキングメモリ容量の差異による検討―

熊本学園大学 中 村 光 伴

PB22 小学生の概念的理解と手続き的知識の関係 
―順列と組み合わせを題材として―

東京女子大学 ○大 家 まゆみ

PB23 保育者志望学生に求められる専門的力量の構造化（4） 福山市立大学 ○倉 盛 美穂子
福山市立大学 上 山 瑠津子
広島修道大学 光 本 弥 生＃
愛知県立大学 渡 邉 眞依子＃

PB24 テストの反応形式がテスト効果に及ぼす影響 
―手書きとタイピングの比較―

山陽学園大学 ○高 橋 � 功
岩手大学 岩 木 信 喜

PB25 主体性と学業面での自己変革の意識との関連 
―大学生の学年間に見られた差違による検討―

金沢学院短期大学 鈴 木 賢 男

PB26 グループ活動における対人関係プロセス 聖徳大学 ○鈴 木 由 美
豊岡短期大学 稲 田 達 也

PB27 概念変化における知識の正確性ならびに知識再構
築に対する自己効力感の変化 
―ル・バー対決型 /懐柔型ストラテジーの情報教
示過程における変化―

三重大学 ○中 西 良 文
京都外国語大学 梅 本 貴 豊

常磐大学 大 道 一 弘

PB28 事前・事後学習と学習方略・授業への興味・理解
度の関連について

京都ノートルダム女子大学 ○松 島 る み
京都ノートルダム女子大学 尾 崎 仁 美

PB29 日本語ワープロの入力スキルの習得とスマホ入力
のスキルについて

愛知文教女子短期大学 ○水 谷 久 康
愛知文教女子短期大学 小 川 美 樹＃

PB30 小学校高学年児童による英語の文字を読む力と書
く力の発達について 
―単語認識につながる力―

青山学院大学 アレン玉井　光江

PB31 強いこだわりを持った現職教職大学院生の変容（1） 
―課題を深掘りするに至るまで―

琉球大学 ○道 田 泰 司
浦添市立浦西中学校 岩 谷 千 晴＃

PB32 ALACTモデルを用いた個別指導の継続観察が教
育実習生の指導の解釈に及ぼす効果について

東京学芸大学 ○梶 井 芳 明
足立区立梅島第二小学校 木 内 綾 香＃
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PB33 大学生の日本語ライティングにおける技術要素の
分類 
―テクニカルライティング技術を応用して―

信州大学 ○島 田 英 昭
筑波大学 三 波 千穂美＃

株式会社ハーティネス 高 橋 慈 子＃
國學院大學 高 橋 尚 子＃

公立はこだて未来大学 冨 永 敦 子
京都外国語大学 森 口 � 稔＃

PB34 クラスサイズによる小学校第2学年から第6学年ま
での国語の学力推移の違い

国立教育政策研究所 ○山 森 光 陽
城西国際大学 大 内 善 広

高松大学 徳 岡 � 大
広島大学 草 薙 邦 広

国立教育政策研究所 萩 原 康 仁

PB35 プロジェクトを通した学生の成長を変容的活動家
スタンスによって捉える

愛媛大学 ○富 田 英 司
倉敷市立連島東小学校 市 本 早 香

愛媛大学大学院 大 石 若 奈
愛媛大学 中 山 � 晃

社会

PB36 ポジティブ教育と成育環境要因（1） 
―グリットを支える要因―

奈良女子大学 ○竹 橋 洋 毅
関西福祉科学大学 宇 惠 � 弘
関西福祉科学大学 島 井 哲 志
関西福祉科学大学 津 田 恭 充

PB37 ポジティブ教育と成育環境要因（2） 
―24の強みと学校・家庭の目標構造―

関西福祉科学大学 ○宇 惠 � 弘
奈良女子大学 竹 橋 洋 毅

関西福祉科学大学 津 田 恭 充
関西福祉科学大学 島 井 哲 志

PB38 ポジティブ教育と成育環境要因（3） 
―強み4要因と学校・家庭の目標構造―

関西福祉科学大学 ○島 井 哲 志
奈良女子大学 竹 橋 洋 毅

関西福祉科学大学 宇 惠 � 弘
関西福祉科学大学 津 田 恭 充

PB39 児童期から青年中期にわたる居場所の発達的様相 安田女子大学 ○藤 田 依久子
静岡産業大学 高 城 佳 那

NPO 法人 コミュニティ総合
カウンセリング協会　　　　

大日方 重 利

PB40 教員養成学部生における教職志望変化のパターン
と自他への信頼の関連

滋賀大学 若 松 養 亮

PB41 援助要請態度と援助者の探索過程（2） 
―若者に対する自殺予防教育の実践と効果測定―

奈良大学 太 田 � 仁

PB42 児童の教師への関係欲求と効果的な教師の指導行
動の関連性 
―大学生による学級評定からの検討―

愛知教育大学 弓 削 洋 子

人格

PB43 居場所としての研究活動 
―放送大学大学院学生を事例にして―

放送大学 高 橋 秀 明

PB44 青年期の友人関係尺度の教示による相違について
の試論

金沢大学 岡 田 � 努
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臨床

PB45 高校生・大学生のいじめ場面での傍観行動を規定
する要因（1） 
―従来型いじめ場面の検討―

広島修道大学 ○西 野 泰 代
東京情報大学 原 田 恵理子

山梨大学 若 本 純 子

PB46 高校生・大学生のいじめ場面での傍観行動を規定
する要因（2） 
―LINEコミュニケーション場面の検討―

山梨大学 ○若 本 純 子
東京情報大学 原 田 恵理子
広島修道大学 西 野 泰 代

PB47 通信制高校における不登校経験者の高校生活満足
度と卒業後の適応

埼玉純真短期大学 ○金 子 恵美子
奈良女子大学 伊 藤 美奈子

PB48 保護者との情動交流が小学生の無気力感に与える
影響 
―学年・性別要因からの検討―

大阪教育大学 牧� 郁 子

特別支援

PB49 中学校数学科における UDLの授業実践 北海道公立中学校 谷 口 祥 広

PB50 特別支援学校教員が認識する外部の支援者による
「巡回相談」の効果

和歌山信愛大学 村 上 凡 子

学校心理学

PB51 「精神的充足・社会的適応力」評価尺度の縦断的活
用に関する検討（1） 
―「精神的充足」と「社会的適応力」の相互影響
関係の検討―

十文字学園女子大学 ○加 藤 陽 子
十文字学園女子大学 綿 井 雅 康

PB52 「精神的充足・社会的適応力」評価尺度の縦断的活
用に関する検討（2） 
―測定結果に対する生徒自身の振り返りに基づい
た検討―

十文字学園女子大学 ○綿 井 雅 康
十文字学園女子大学 加 藤 陽 子

PB53 高校生に対するオンライントレーニングのスティ
グマ改善への有効性 
―発達障害に対する知識の獲得を通して―

神戸大学大学院 ○鳥 居 深 雪
宮城学院女子大学 梅 田 真 理＃

東京大学 近 藤 武 夫＃
兵庫教育大学大学院 小 川 修 史＃

帝塚山大学 式 部 陽 子＃
幾央大学 西 尾 祐美子

PB54 協同作業認識とソーシャルサポートとの関連 広島大学大学院 真 田 穣 人

PB55 ダンスの授業が大学生の共感性・コミュニケーシ
ョン力に及ぼす影響

奈良女子大学大学院 向 出 章 子

PB56 保育所における「実践し省察するコミュニティ」
の形成 
―町の4保育所における4年間のプロセス―

福井大学 岸 野 麻 衣

PB57 困難克服型宿泊研修プログラムが小学生の徳育的
能力に与える影響 
―3泊4日の臨海学校での研修を通して―

環太平洋大学 伊 住 継 行

PB58 いじめや不登校に関わる不適応の類型化 愛知教育大学大学院 原 田 宗 忠
愛知教育大学 中 井 大 介
愛知教育大学 ○黒 川 雅 幸

（ 53）

自主

149

自主

159

自主

169

PA

149

PB

149

PC

149

PD

159

PE

159

PF

159

PG

169

PH

169

PB

149



PB59 教員を対象としたいじめ予防・対応に関する研修
の効果の検討

筑波大学 ○飯 田 順 子
寝屋川市立西小学校 松 山 康 成

千葉商科大学 川 崎 知 已
都留文科大学 青 山 郁 子

宮城学院女子大学 遠 藤 寛 子
目白大学 杉 本 希 映

PB60 多職種連携教育（IPE）における養成学生の専門
性理解 
―模擬ケース会議の事前・事後評価から―

就実短期大学 ○荊 木 まき子
大阪教育大学 森 田 英 嗣

淑徳大学 鈴 木 � 薫
福山大学 枝 廣 和 憲

PB61 教師にとっての異動の意味と異動に伴う変容プロ
セス（3） 
―異動は組織を変えるのか―

山梨大学 東海林 麗 香

PB62 講義中の問題行動によって青年の発達はどのよう
に変わるのか？ 
―短期大学部1年次から2年次にかけての2年間に
わたる縦断調査による検討―

静岡大学 金 子 泰 之

PB63 小学校高学年「総合的な学習の時間」におけるカ
リキュラム開発プロセス 
―授業者と研究者の協働による単元計画の開発に
注目して―

新潟大学 ○澤 邉 � 潤
新潟大学教育学部附属
新潟小学校　　　　　

梅 津 祐 介＃

PB64 教員採用試験におけるカウンセリング・心理療法 帝京平成大学 奥 井 智一朗

測定・評価・研究法

PB65 学童期の IT教育における創造性評価モデルの検討 香川大学 ○松 本 博 雄
株式会社テックプログレス 重 松 宏 規＃

PB66 友人同士の対立場面における介入行動尺度の作成 寝屋川市立西小学校 ○松 山 康 成
広島大学大学院 真 田 穣 人

広島大学 栗 原 慎 二

PB67 小学校三年生を対象とした馬の授業における子ど
もの反応

日本獣医生命科学大学 ○柿 沼 美 紀
日本獣医生命科学大学 野 瀬 � 出
日本獣医生命科学大学 牛� 渓 童＃

三鷹市 西 田 奈 央＃
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発達

PC01 子ども用制御焦点尺度の開発 
―小学生を対象として―

筑波大学 ○外 山 美 樹
筑波大学大学院・
日本学術振興会　

海 沼 � 亮

筑波大学大学院・
日本学術振興会　

長 峯 聖 人

筑波大学大学院 湯� � 立
筑波大学大学院 肖� 雨 知
関西外国語大学 三 和 秀 平

PC02 子ども用制御焦点尺度の開発 
―中学生を対象として―

筑波大学大学院・
日本学術振興会　

○海 沼 � 亮

筑波大学 外 山 美 樹
筑波大学大学院・
日本学術振興会　

長 峯 聖 人

関西外国語大学 三 和 秀 平
筑波大学大学院 湯� � 立
筑波大学大学院 肖� 雨 知

PC03 3因子で捉える教師が評定する生徒の協調性 
―小学生と中学生，高校生の比較―

文教大学 ○登 張 真 稲
文教大学 名 尾 典 子
埼玉大学 首 藤 敏 元

帝京科学大学 大 山 智 子

PC04 就学前後の子どもにおける他者感情理解（1） 
―親しい他者と一般的な他者の比較から―

白梅学園大学 江 上 園 子

PC05 現代青年の友人関係は現代青年の特徴なのか 
―1960年以前に出生した成人との比較―

滋賀大学 大 谷 宗 啓

PC06 子どもに心地よい音・音楽表現とメタ認知発達支
援（1） 
―プロの演奏家による絵本オペラ演奏からの考察―

京都市立芸術大学大学院 石 上 浩 美

PC07 青年期における感謝のあり方と対人関係性との関係 和洋女子大学 池 田 幸 恭

PC08 高校生におけるスクールカースト地位とグループ
所属理由，学校生活適応感との関連

和光大学 高 坂 康 雅

PC09 保育学生からみた「気になる子ども」 
―保育者との比較から―

岩国短期大学 荒 谷 容 子

PC10 大学生の成長を捉えるためのルーブリックにおけ
る新入生の1年後の縦断的変化

鈴鹿大学 齋 藤 � 信

PC11 小学1年生の小学校の満足度と幼児期の小学校へ
の期待 
―兄弟の関連，園舎環境から―

群馬大学 大 島 みずき

教授・学習・認知

PC12 児童の基礎リテラシーの習得度合いと代替手段の
可能性（1） 
―「読み」の代替について―

東京大学 ○高 橋 麻衣子
東京大学 平 林 ル ミ
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PC13 児童の基礎リテラシーの習得度合いと代替手段の
可能性（2） 
―「計算」の代替について―

東京大学 ○平 林 ル ミ
東京大学 高 橋 麻衣子

PC14 「読んで書く」タスクでの言語運用に語彙知識の広
さと深さはどのように関わるか 
―第二言語としての日本語の学習者・使用者を対
象に―

神田外語大学 ○堀 場 裕紀江
神田外語大学 李� � 榮

PC15 復習のためのノート作成は内容理解を向上させるか 東京学芸大学 ○犬 塚 美 輪
大阪大学 三 浦 麻 子＃

PC16 児童における「叱られること」への認知に関する
検討 
―「教師との接触度」に着目して―

広島修道大学 ○西 森 章 子
光市立浅江小学校 村 重 朱 音＃

PC17 メタ認知能力を育成する試み（7） 
―メタ認知評価基準に基づく教師による評価から
の検討―

北海道教育大学 ○吉 野 � 巌
札幌市立中央小学校 大佐賀 � 諒＃
札幌市立拓北小学校 島 貫 � 靜

PC18 チーム内での立場と学習意欲 
―少年サッカーチームにおける検討―

医療創生大学 名 取 洋 典

PC19 ICT機器を用いたノートテイキングによる学習内
容の理解の検討 
―NTメディア要因，日常的 PC活用習慣要因，
学習課題要因の観点に基づく比較―

公立はこだて未来大学 辻� 義 人

PC20 大学生の時間的展望が学業成績に与える影響 法政大学 ○田 澤 � 実
法政大学 梅 崎 � 修＃

PC21 プログラミング入門教育の学習効果に与えるモチ
ベーションの影響

東京電機大学 ○今 野 紀 子
東京電機大学 土 肥 紳 一

PC22 習慣化をサポートするアプリケーションの基礎的
調査 
―時間管理の習慣化を支援するアプリケーション
の開発をめざして―

金沢大学 濱 田 里 羽

PC23 教養教育科目における授業選択理由と学習時間・
成績の関連 
―授業選択理由のタイプに注目して―

東北大学 ○岡 田 有 司
東北大学 渡 邉 文 枝

PC24 児童の積極的授業参加に関する研究（32） 
―内発的意欲・達成意欲との関連―

明星大学 ○布 施 光 代
岐阜聖徳学園大学 安 藤 史 高

日本福祉大学 小 平 英 志

PC25 協同的な学習意識を育むスキルトレーニングの開
発（6） 
―トレーニング終了後のスキル定着の検討―

奈良教育大学 ○中 山 留美子
南山大学 解 良 優 基

PC26 ピア・レスポンスにおける相手のプロダクトに対
する発話の分析 
―日本語母語話者を対象として―

国際教養大学 石 毛 順 子

PC27 大学英語学習目的と読解力自己判定の変化 大同大学 ○浅 井 � 淳
大同大学 小 西 章 典＃

名古屋工業大学 石 川 有 香
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PC28 理科授業における実験計画スキル育成の試み 
―プロダクションルールとしてのメタ認知的知識
の教示効果―

岩手大学 ○久 坂 哲 也
岩手大学教育学部附属中学校 平 澤 � 傑

PC29 大学生による確率のとらえ方 
―降水確率を対象に―

早稲田大学 伊 藤 朋 子

PC30 「越境の説明力」育成を目的としたプレゼンテーシ
ョン・セミナーの効果 
―スーパーグローバルハイスクールにおける生徒
の学びの指標開発―

福岡工業大学 ○中 野 美 香
福岡県立鞍手高等学校 松 本 邦 明＃

PC31 数当てゲームへの参加が数学的証明の一般性の理
解に及ぼす影響

会津大学 蛯 名 正 司

PC32 教職志望学生における学業と職業の接続に対する
意識と学習の質及び量 
―学業と職業の接続の理想状況及び理想と現実の
ズレを参照しながら―

高知大学 野 中 陽一朗

PC33 大学生は小学生の面積課題解決をどう予測するか 
―現職教員との比較―

石巻専修大学 佐 藤 誠 子

PC34 ビッグヒストリーによる俯瞰力向上のための学習
プロセスの検討 
―宇宙史，地球史，生命史，人類史の学びを通して―

清泉女学院短期大学 片 瀬 拓 弥

PC35 合唱指導における心理学的アプローチの効果（2） 
―自由記述式の質問紙調査を通じて―

豊田市立中山小学校 ○金 子 典 子
大正大学 金 子 幾之輔

社会

PC36 学校教員にとって部活動はどれくらい負担なの
か？（1） 
―部活動の時間がストレスに及ぼす影響の検討―

目白大学 ○高 田 治 樹
高 田 直 樹

PC37 学校教員にとって部活動はどれくらい負担なの
か？（2） 
―理想とする部活動とストレスとの関連―

○高 田 直 樹
目白大学 高 田 治 樹

PC38 テキストメッセンジャーのグループチャットにお
いて返信を待つことでネガティブ感情が生じるま
での時間と個人特性

相模女子大学 ○加 藤 由 樹
東京女子大学 加 藤 尚 吾＃

東京都立瑞穂農芸高等学校 宇 宿 公 紀＃
東映アニメーション株式会社 千 田 国 広＃

PC39 チームワーク能力トレーニングによる基礎的・応
用的スキルの変化

東洋英和女学院大学 渡 部 麻 美

PC40 社会化エージェントの多層的影響に関する研究（28） 
―幼少期の気質・環境要因が反社会的行動の行動
決定心的過程に及ぼす影響―

岐阜大学 ○吉 澤 寛 之
岐阜聖徳学園大学 吉 田 琢 哉

久留米大学 浅 野 良 輔
高知工科大学 玉 井 颯 一

岐阜聖徳学園大学 吉 田 俊 和

PC41 中学生当時のいじめ被害が高校生の将来展望に及
ぼす影響（2） 
―入学前・入学後調査結果による検討―

中部大学 三 島 浩 路
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PC42 幼児のスマホ利用と言語発達の関係（1） 
―幼児のスマホ利用の状況―

筑波大学 ○水 野 智 美
富山大学 西 館 有 沙

東京未来大学 西 村 実 穂
子ども支援研究所 徳 田 克 己

PC43 大学生のゲーム利用動機とゲーム後の感じ方につ
いて 
―なぜ，やめられないのか―

玉川大学 ○高 平 小百合
玉川大学大学院 高 橋 � 尉＃

人格

PC44 擬態語による性格認知とエゴグラムとの関連 
―擬態語性格尺度と新版 TEGⅡの自己評定結果
の分析―

京都ノートルダム女子大学 ○向 山 泰 代
甲南女子大学 西 岡 美 和
大阪教育大学 小 松 孝 至
大阪工業大学 酒 井 恵 子

臨床

PC45 モラルジレンマ教育における非行少年の回答の特徴 
―少年院における実践―

新潟青陵大学 ○本 間 優 子
四国少年院 長 尾 貴 志＃
四国少年院 相 賀 啓太郎＃

PC46 看護学生の死生観を培うための授業効果 大阪信愛学院短期大学 ○徳 珍 温 子
大阪信愛学院短期大学 本 村 � 香
大阪信愛学院短期大学 藤 田 和加子
大阪信愛学院短期大学 北 村 明香里＃

PC47 援助要請における3つのスタイルの基本的特徴 立正大学 永 井 � 智

PC48 LINE利用に関する不合理な信念尺度の作成の試み 
―大学生・大学院生を対象に―

鳴門教育大学 ○小 倉 正 義
南あわじ市社会福祉協議会 藤 本 優 紀

特別支援

PC49 関わりが困難な発達障害傾向を持つ子どもに対す
る教師の経験過程

鳥取大学 角 南 なおみ

PC50 小学校特別支援学級に在籍する児童の教科交流の
実施における意思決定と参加状況

北海道教育大学 細 谷 一 博

PC51 障害者用駐車スペースと特別ニーズ対応区画を市
民はどのようにとらえているか

富山大学 ○西 館 有 沙
筑波大学 水 野 智 美

子ども支援研究所 徳 田 克 己

学校心理学

PC52 ソーシャルスキルが学校適応を促進するプロセス
についての一検討

長崎外国語大学 ○藤 原 和 政
奈良教育大学 粕 谷 貴 志

PC53 教室での挑戦は，教師の安らぎから 
―保護者に対する教師の心理的安全性が創造的な
教育実践に及ぼす影響―

さいたま市立植竹小学校 ○一 色 � 翼
筑波大学 藤� � 桂

PC54 PBIS第2水準における気になる子どもの発見尺度
（SUTEKI）の開発 
―中学生不登校傾向との関連について―

安曇野市立豊科東小学校 ○工 藤 � 弘
兵庫教育大学大学院 市 川 � 哲
飯綱町立飯綱中学校 荒 井 和 之＃

（ 58）



PC55 学級での社会的目標の提示における言葉かけ分類 
―具体的内容と表現方法の関連―

京都市立芸術大学 ○山 村 麻 予
北海道大学 大 谷 和 大

PC56 短期大学生の時間的展望と進路に対する自己効力
度との関係

北陸学院大学短期大学部 南� 雅 則

PC57 幼小接続期における教師のモニタリング 
―「見守り」と関連する行動の内容分析―

お茶の水女子大学 内 海 緒 香

PC58 高校生のネガティブな個人要因と睡眠との関連 敦賀気比高等学校 坂 本 理 香

PC59 脱・傍観者の視点を取り入れたいじめ防止授業プ
ログラムの効果 
―学級風土と規範意識の関連―

都留文科大学 ○青 山 郁 子
兵庫教育大学 五十嵐 哲 也

PC60 学級の異質拒否傾向 
―学級状態の違いによる検討―

東京福祉大学 深 沢 和 彦

PC61 小学生の情動知能とストレスとの関連 島根県立大学 ○橋 本 由 里
島根県立大学 平 井 由 佳＃

関西福祉科学大学 島 井 哲 志

PC62 社会性と情動の学習プログラムが援助要請力とソ
ーシャルサポート認知に及ぼす影響 
―SEL-8Sの試行的実践の事前事後測定より―

昭和薬科大学 ○吉 永 真 理
福岡教育大学 小 泉 令 三

PC63 学校行事への傾倒のクラスへの同化・差異化を介
した高校生活スキルの伸びに対する効果 
―集団社会化理論の視座から―

宇都宮大学 久保田（河本）愛子

測定・評価・研究法

PC64 ニューラルネットワークによる筆跡の分類 科学警察研究所 関� 陽 子

PC65 センター試験志願者の暦月齢別の対人口構成比率 大学入試センター 内 田 照 久

PC66 大学生のキャリア支援を目的とする学校型メンタ
リング・プログラムの効果の検証 
―セルフ・エスティームおよびスキル・能力の向上―

北海道大学 内 田 治 子
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ポスター発表 D 第2日　9月15日（日）　10:00～12:00
在席責任時間　奇数番号10：00～11：00　偶数番号11：00～12：00

発達

PD01 思春期の攻撃性に関する縦断的検討（3） 
―母子間葛藤，心理的ストレス反応との関連―

皇学館大学 ○渡 邉 賢 二
名古屋大学 平 石 賢 二

PD02 思春期の攻撃性に関する縦断的検討（4） 
―攻撃性の発達的変化パターンと心理的統制の関連―

名古屋大学 ○平 石 賢 二
皇学館大学 渡 邉 賢 二

PD03 新卒社会人の職場適応と大学在学中の学業領域固
有の知覚された無気力の関連

広島文教大学 住 岡 恭 子

PD04 子どもの発達と学びの連続性を共通理解するために 
―保幼小合同研修プログラムについての一考察―

広島大学大学院 小 松 和 佳

PD05 幼児期・児童期における情動表出の制御の発達に
関する研究 
―みかけの情動理解との関連に着目して―

東北大学大学院 山 本 � 信

PD06 孤独感への対処は精神的健康の低下を防ぐことが
できるのか？ 
―小学生を対象として―

University of Toronto ○西 村 多久磨
高知工科大学 村 上 達 也

筑波大学 櫻 井 茂 男

PD07 震災後のいわき市の子どもの発達状況 
―いわき市と静岡市の年長児の比較から―

いわき短期大学 鈴 木 美枝子

PD08 両親の養育態度の不一致が子どもの自尊心に与え
る影響

四国大学 ○芝 崎 良 典
新見公立大学 芝 崎 美 和

PD10 現職教員と教員志望学生の教職観の相違 上越教育大学大学院 山 田 智 之

PD11 虐待が疑われる児童に対する保育者の初期面接 名古屋女子大学 佐々木 真 吾

PD12 学生のキャリアレジリエンスと親の養育態度の関連 広島大学 児 玉 真樹子

PD13 幼児の相互作用場面における位置関係の変化 
―保護者と教師からみた幼児の特性に着目して―

鹿児島県立鹿児島養護学校 ○神 田 まほろ
鹿児島大学 島� 義 弘

教授・学習・認知

PD14 アクティブ・ラーニングの脳科学 
―人間固有の学びの構造と機能を知り，学びと教
え，教育の再構築を共にデザインしよう―

お茶の水女子大学 ○仁 木 和 久
お茶の水女子大学 内 海 緒 香

昭和女子大学 緩 利 � 誠＃
お茶の水女子大学 冨士原 紀 絵＃

産業技術総合研究所 岩 野 孝 之＃

PD15 学びのパフォーマンスのデザイン（1） 
―高等学校教員のファシリテーションが生徒のパ
フォーマンスに及ぼす影響―

横浜国立大学大学院 ○黒 木 美和子
横浜国立大学 有 元 典 文

PD16 学びのパフォーマンスのデザイン（2） 
―高校授業にインプロゲームを導入した際の学習
者リスクの検討―

横浜国立大学大学院 ○渡 邉 由 貴
横浜国立大学 有 元 典 文

PD17 学びのパフォーマンスのデザイン（3） 
―「対話」に基づく性教育デザインの基礎研究―

横浜国立大学大学院 ○宮 川 亜 実
国士舘大学 郡 司 菜津美

横浜国立大学 有 元 典 文
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PD18 学びのパフォーマンスのデザイン（4） 
―医療現場での具体的なパフォーマンスとしての
転移―

日本赤十字看護大学 ○川 名 る り
横浜国立大学 有 元 典 文

PD19 潜在曲線モデル分析によるアクティブ・ラーニン
グ型授業の効果測定（4） 
―所属グループにおける個人の目標と満足度がグ
ループ活動に及ぼす影響―

立正大学 ○高比良 美詠子
駿河台大学 杉 本 英 晴

九州工業大学 佐 藤 友 美

PD20 潜在曲線モデル分析によるアクティブ・ラーニン
グ型授業の効果測定（5） 
―所属グループにおける個人の作業認識がグルー
プ活動に及ぼす影響―

駿河台大学 ○杉 本 英 晴
九州工業大学 佐 藤 友 美

立正大学 高比良 美詠子

PD21 潜在曲線モデル分析によるアクティブ・ラーニン
グ型授業の効果測定（6） 
―所属グループにおける集団の作業認識がグルー
プ活動に及ぼす影響―

九州工業大学 ○佐 藤 友 美
立正大学 高比良 美詠子

駿河台大学 杉 本 英 晴

PD22 保育者養成課程学生の保護者支援に対する意識 和泉短期大学 平 沼 晶 子

PD23 店と客の集合的学習による規範の変更と新たな価
値の創発過程 
―フレンチレストランの実践から ,お子様メニュ
ーの変遷―

株式会社パラディ・ラボ 會 津 律 治

PD24 他者との学習における動機づけ調整過程 
―動機づけの変動性との関連―

京都外国語大学 ○梅 本 貴 豊
鹿児島大学 稲 垣 � 勉

PD25 ジグソー法を用いた性教育指導に関する授業の学
習効果 
―KH coderによるテキストマイニングから―

国士舘大学 郡 司 菜津美

PD26 小・中学生の教科別学習観（6） 
―小学6年生の学習観と記述課題回答の関連―

群馬大学 ○鈴 木 � 豪
共立女子大学 石 橋 優 美

東京大学大学院 青 柳 尚 朗

PD27 演者の印象評定尺度の作成 鹿児島純心女子大学 ○野 村 亮 太
東京大学 ヒュース　由美＃

PD28 グループワークによる議論関連能力の学習 
―失敗と成功の振り返りの影響に及ぼす知能観の
調整効果―

福岡女学院大学 ○藤 村 まこと
九州大学 大 賀 � 哲＃

PD29 短文理解に伴う状況イメージの検討 
―短文を接続する語「そのあと」を用いて―

恵泉女学園大学 伊 藤 尚 枝

PD30 教師の指示の仕方に対する小学生の認識 
―小学1年生とその担任教師に対する質問紙調査
と授業観察から―

武蔵野大学 川 島 � 哲

PD31 小中移行期における英語に対する目標認知，学習
観，学習動機の変容

駒沢女子大学 ○木 澤 利英子
日本大学 篠ヶ谷 圭 太
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PD32 高校生の学びと成長（1） 
―学びのタイプによる資質・能力の違い―

大妻女子大学 ○本 田 周 二
関西大学 森� 朋 子

京都先端科学大学 三 保 紀 裕＃
福岡大学 紺 田 広 明＃

大阪産業大学 山 田 嘉 徳
新潟大学 上 畠 洋 佑＃

兵庫県立加古川東高等学校 坂 田 充 範＃
兵庫県立加古川東高等学校 西 村 雅 永＃
兵庫県立加古川東高等学校 福 迫 徳 人＃

桐蔭学園 溝 上 慎 一

PD33 教授過程に「演劇的手法」を用いた教師のリフレ
クション 
―小学校における演劇的手法の効果を中心に―

東京学芸大学大学院 吉 田 梨 乃

PD34 学級規模による小学校第4学年から第6学年までの
学習意欲推移の違い

高松大学 ○徳 岡 � 大
国立教育政策研究所 山 森 光 陽

広島大学大学院 中 島 健一郎
城西国際大学 大 内 善 広

広島大学 草 薙 邦 広
国立教育政策研究所 萩 原 康 仁

PD35 視点取得への介入教示が他者の言動に対する認知
に与える影響（2）

京都文教短期大学 ○真 下 知 子
大阪大学 三 宮 真智子

PD36 社会情動的コンピテンスを育成するカリキュラム
開発の基礎研究 
―協働的学び合いを中心とした21世紀型スキル向
上を手がかりとして―

岐阜大学 ○松 永 健一郎
岐阜大学 吉 澤 寛 之

社会

PD37 児童生徒のあいさつ・感謝・謝罪スキルと学校適
応感の関連に関する調査研究（1） 
―小学校担任教師のスキル実行に対する自己評定
からの検討―

埼玉学園大学 ○藤 枝 静 暁
埼玉学園大学 藤 原 健 志

埼玉学園大学大学院 和 気 淑 江
筑波大学 相 川 � 充

PD38 児童生徒のあいさつ・感謝・謝罪スキルと学校適
応感の関連に関する調査研究（2） 
―3水準モデルに基づく検討―

埼玉学園大学 ○藤 原 健 志
埼玉学園大学 藤 枝 静 暁

埼玉学園大学大学院 和 気 淑 江
筑波大学 相 川 � 充

PD39 他者意識は対象や知的好奇心の高さによって異な
るのか

中村学園大学 野 上 俊 一

PD40 小学生の問題行動の規定要因 
―家庭環境，個人の特性，友人環境，学校生活に
よる影響の検討―

香川大学 大久保 智 生

PD41 「いじめ」言説における構造的な矛盾とその打開 
―文法論に基づく考察―

熊本大学 八ッ塚 一 郎

PD42 乳幼児・児童虐待の特徴に関する基礎的分析 福井大学 岸� 俊 行

PD43 若年就労者の職場適応を規定する在学中の要因（6） 
―就職前の不安と高揚感が入職後の職場適応に及
ぼす影響―

十文字学園女子大学 ○山 下 倫 実
十文字学園女子大学 風 間 文 明

PD44 高校生は「アクティブラーニング」をどう思って
いるのか？

実践女子大学 ○粟 津 俊 二
東洋大学 鈴 木 明 夫
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PD45 大学生の共感経験とアイデンティティとの関連 小田原短期大学 ○井 芹 ま い
早稲田大学 河 村 茂 雄

臨床

PD46 不登校児の母親に対する支援過程についての検討 奈良女子大学 ○森 下 � 文
奈良女子大学 伊 藤 美奈子

PD47 不登校児の適応指導教室への適応要因の検討 
―短期縦断調査の結果から―

北海道大学 ○木 下 弘 基
北海道大学 加 藤 弘 通

常葉大学 太 田 正 義

PD48 新任教員におけるバーンアウト傾向と離職意思の
経時的変化

上越教育大学 ○奥 村 太 一
上越教育大学 宮 下 敏 恵

栃木県立岡本台病院 増 井 � 晃
足利大学 森� 慶 輔
秋田大学 北 島 正 人

PD49 発達障害の早期発見につながりにくい保育とは ルーテル学院大学 菊 池 知 美

特別支援

PD50 就学における障害のある子どもへの付き添いの多
義性 
―母親のナラティブ―

三重大学 栗 田 季 佳

PD51 中学生における特別な支援ニーズは親への愛着に
対して関連・影響はあるのか？

東京農工大学 ○三 浦 巧 也
東京学芸大学大学院 杉 岡 千 宏
東京学芸大学大学院 日 下 虎太朗

東京学芸大学 橋 本 創 一

PD52 視覚障害児・者の学校卒業後の自主的・創造的な
活動への参加を促す支援のために 
―視覚障害児童・生徒の余暇活動の支援の中で活
動への参加の意欲を高める支援―

岡山東支援学校 刀 禰 � 豊

学校心理学

PD53 養護教諭のコーディネーション行動に関するモデ
ルの検討 
―コーディネーション行動に強く影響する要因―

淑徳大学 ○鈴 木 � 薫
広島文化学園大学 山 崎 � 晃

PD54 保育実習生のワーク・エンゲイジメントに関する
研究 
―JD-Rモデルに基づくコーピング仮説の検証―

埼玉純真短期大学 金 子 智 昭

PD55 小学校教員における感情体験の社会的共有が協働
的職場風土に与える影響

川崎医療福祉大学 森 本 寛 訓

PD56 小学生の Gritとストレス反応との関連 東京福祉大学 ○藤 原 寿 幸
早稲田大学 河 村 茂 雄

PD57 児童の他律的セルフ・エスティームとストレスの
関連 
―全体およびコンピテンス領域別の他律的セル
フ・エスティームに着目した横断的検討―

兵庫教育大学 ○賀 屋 育 子
鳴門教育大学 横 嶋 敬 行
鳴門教育大学 内 田 香奈子
鳴門教育大学 山 崎 勝 之

PD58 縦断調査による中学校3年間の自尊感情と被受容
感の比較検討

甲南大学 ○木 下 雅 博
甲南大学 大 西 彩 子
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PD59 小学校教員によるユーモア表出の児童の認知とス
クールモラールとの関連

早稲田大学 ○河 村 昭 博
早稲田大学 河 村 茂 雄

PD60 中高生の友だちグループの地位と学校への心理的
適応 
―学級帰属意識と「スクールカースト」への意識
を調整変数とした検討―

北海道大学 ○水 野 君 平
東京大学 柳 岡 開 地

PD61 教師の伝え方が保護者に与える影響 
―子どもの発達理解に着目して―

聖徳大学 米 川 純 子

PD62 書くことによる言語的説得の質的分析における考察 新潟県南魚沼郡湯沢町立 
湯沢中学校　　　　　　

○田 中 いずみ

聖徳大学 鈴 木 由 美

PD63 中学生の援助要請行動の変化および適応への中期
的影響 
―学期毎の3時点データを用いた検討―

東京大学大学院 天 井 響 子

PD64 学校相談員の活動内容尺度の作成 
―不登校・相談室登校児童生徒と保護者に対する
支援に注目して―

聖徳大学大学院 ○漆 畑 典 子
聖徳大学 鈴 木 由 美

PD65 中学校間連携によるピア・サポート実践の検討 
―研修の雰囲気と生徒の感情に着目して―

筑波大学大学院 ○高 橋 智 子
筑波大学 庄 司 一 子

測定・評価・研究法

PD66 学級規模の TIMSS2015小学校第4学年理科への効果 
―操作変数を用いた家庭の学習資源の多寡による
カリキュラムの被覆状況別の分析―

国立教育政策研究所 ○萩 原 康 仁
国立教育政策研究所 山 森 光 陽
国立教育政策研究所 松 原 憲 治＃

PD67 複数冊子における素点を用いた DIF検出方法につ
いて 
―CEFR descriptors質問紙を用いた検討―

東北大学 ○熊 谷 龍 一
名古屋大学 野 口 裕 之

PD68 理科の活用志向性測定尺度の開発 
―スーパーサイエンスハイスクール指定校の取組
の評価を見据えて―

高知大学 ○草 場 � 実
高知大学・日本学術振興会 原 田 勇 希

高知大学 斎 藤 恵 介＃
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ポスター発表 E 第2日　9月15日（日）　13:30～15:30
在席責任時間　奇数番号13：30～14：30　偶数番号14：30～15：30

発達

PE01 大学生の Cyber Aggressionと心理的不適応の関
連の検討（1） 
―大学生用 Cyber Aggression Scaleの作成―

筑波大学 ○濱 口 佳 和
筑波大学 金 子 � 楓

PE02 大学生の Cyber Aggressionと心理的不適応の関
連の検討（2） 
―能動的・反応的攻撃性および心理的ストレス反
応との関連―

筑波大学 ○金 子 � 楓
筑波大学 濱 口 佳 和

PE03 保育者による子どもの発達に応じた保育内容の工夫 
―適性処遇交互作用の観点から―

武庫川女子大学 藤 谷 智 子

PE04 大学生を対象とした ASRS（成人期の ADHD自己
記入式症状チェックリスト）についての一考察 
―その信頼性と妥当性―

文教大学 井 上 清 子

PE05 FIT-Choice尺度と教職志望度との関連について 弘前大学 吉 崎 聡 子

PE06 幼児における他者の心の理解と親の共感性との関連 弘前大学 ○野 嵜 茉 莉
上智大学 齋 藤 慈 子

PE07 幼児・児童の抑制的教示行為 
―向社会的行動としての「教えない」行動の発達―

鹿児島大学 島� 義 弘

PE08 中学生の社会的情動スキルの発達 日本工業大学 ○山 口 � 剛
鎌倉女子大学 藤 澤 � 文

PE09 親子間における失敗観の伝達プロセスの検討 南山大学 解 良 優 基

PE10 教職課程の学生におけるキャリア意識の変化 開智国際大学 寺 本 妙 子

PE11 親子双方の注意欠如・多動症的行動特性と親子関
係との関連

お茶の水女子大学 ○齊 藤 � 彩
お茶の水女子大学 菅 原 ますみ

教授・学習・認知

PE12 比喩生成課題を用いた教員養成課程学生の教授学
習観の検討

立命館大学 ○川那部 隆 司
大阪成蹊短期大学 渋 谷 郁 子

PE13 比喩生成課題を用いた保育者養成課程学生の保育
観の検討

大阪成蹊短期大学 ○渋 谷 郁 子
立命館大学 川那部 隆 司

PE14 保育者養成校でのマイクロティーチングに関する
研究（1） 
―協同作業認識が保育技術を媒介として保育者の
力量に影響を与えるプロセスの検討―

文京学院大学 ○金 子 智栄子
埼玉純真短期大学 金 子 智 昭

慶應義塾大学 清 水 優 菜

PE15 情動喚起的内容を含む説明的文章の読解における
「想念の侵入」について

札幌学院大学 ○舛 田 弘 子
東北大学 工 藤 与志文

PE16 スマートフォン依存傾向と思考抑制の関係 大阪産業大学 山 本 晃 輔

PE17 協働的学習に対する生徒の意識に関する研究 
―高校生へのインタビューの結果から―

千葉科学大学 ○熊 谷 圭二郎
早稲田大学 河 村 茂 雄
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PE18 主体的・対話的で深い学びを目指した異学年交流 
―小学校での劇づくりにおける児童のパフォーマ
ンスの実態―

開智学園 菅 井 � 篤

PE19 鑑賞活動から読譜へのヒントを得て自発的な音楽
活動を可能にする要因についての一調査

メルケアみなとセンター 牛 久 香 織

PE20 ワークプレイスにおける教授・学習方略に関する
検討 
―派遣事業経験の内観記録をデータとして―

東京学芸大学大学院連合 大 内 里 紗

PE21 幼児教育における教材活用の様相 
―領域言葉の観点から―

愛知東邦大学 橋 村 晴 美

PE22 ポジティブ感情と危険認知との関係 
―保育場面における楽観バイアスに着目して―

島根大学 ○伊 藤 � 優
就実短期大学 鎌 田 雅 史

PE23 授業ノートの代わりとしての教科書の活用可能性 
―教科書へのメモ書きと説明活動による学習効果―

東京大学大学院・
日本学術振興会　

福 田 麻 莉

PE24 オーセンティック概念に基づく初等統計領域授業
の実践研究 
―児童の能力観の変容に着目して―

武蔵野大学 小 野 健太郎

PE25 高校生が感じる各教科の有用性 関西外国語大学 三 和 秀 平

PE26 教師のグループ学習に対する学習ニーズと心理
的・環境的要因の関連 
―教科と校種に着目して―

大東文化大学 児 玉 佳 一

PE27 心理学の入門授業における自己介入調査の学習効果 
―指の爪噛み・皮むきの改善を試みた学生事例―

名古屋商科大学 ○椿 田 貴 史
名古屋商科大学 亀 倉 正 彦

PE28 特別支援教育の作業学習（窯業班）における職能
形成 
―「型」の視点でとらえる伝統工芸技術の伝承―

愛知教育大学大学院 永 井 弘 人

PE29 理学療法士養成校の学生はいかにして国家試験を
乗り切るか？ 
―学習動機づけに着目して―

白鳳短期大学 ○成 田 亜 希
東北大学 宮 本 友 弘

PE30 動機づけ理論に基づく動機づけ調整方略尺度の作
成および信頼性・妥当性の検討

筑波大学大学院 ○湯� � 立
筑波大学 外 山 美 樹

PE31 仮説実験授業のたのしさを決めるもの（5）全脳
参与の可能性 
―脳科学 ･AI研究を参照しつつ，命題学習には尽
きない「全脳参与型学習」が持つ可能性について
考える―

仮説実験授業研究会 守 屋 明 佳

PE32 高校生におけるコンピテンシーと達成目標の関連 
―学校の違いに着目して―

東京学芸大学 ○押 尾 恵 吾
東京学芸大学 扇 原 貴 志
東京学芸大学 岸� � 学

PE33 情報検索学習における練習課題順序の影響 
―学習の定着と作業負荷―

早稲田大学 ○大 津 嘉代子
早稲田大学 阪 脇 孝 子

PE34 大学におけるアクティブ・ラーニングとその効果（3） 
―私立大学における教員のアクティブ・ラーニン
グの知識量と活用度―

摂南大学 牧 野 幸 志

（ 66）



社会

PE35 他者の性格の評価が，その人を好きか嫌いかでど
のように変化するか

日本女子大学 ○梶 原 直 樹
下野市立古山小学校 梶 原 和 子＃

PE36 大学生の友人関係における消極的関係維持（9） 
―消極的関係維持動機尺度短縮版の検討（1）―

岐阜聖徳学園大学 ○安 藤 史 高
静岡文化芸術大学 高 木 邦 子

PE37 大学生の友人関係における消極的関係維持（10） 
―大学および友人関係への適応と消極的関係維持
動機との関係―

静岡文化芸術大学 ○高 木 邦 子
岐阜聖徳学園大学 安 藤 史 高

PE38 ポジティブな強みを活かした防災教育の実践 
―大学生の協働による地域防災の提案―

大阪教育大学 ○豊 沢 純 子
奈良女子大学 竹 橋 洋 毅

関西福祉科学大学 島 井 哲 志

PE39 大学生における肢体不自由者の友人の有無による
障害者観及び潜在的ステレオタイプの違い

静岡福祉大学 小 川 翔 大

PE40 行動の選好と先延ばし行動との関連 大阪電気通信大学 ○安 達 未 来
神戸学院大学 安 達 啓 介＃

PE41 「理想の教師」に関する測定指標作成の試み 
―教員と高校生との比較―

宇都宮共和大学 小 浜 � 駿

PE42 小中学校での保護者としての活動経験が地域活動
への動機づけおよび参加に与える影響

岐阜聖徳学園大学 ○吉 田 琢 哉
岐阜大学 吉 澤 寛 之

人格

PE43 学生の自己評価による自己特性に関する研究（3） 
―保育者を目指す短大生の2年間の変容について―

常磐会短期大学 糠 野 亜 紀

PE44 反応スタイルと抑うつの2時点研究 帝京平成大学 ○島 津 直 実
帝京平成大学 中 村 玲 子

早稲田大学 越 川 房 子

臨床

PE45 不登校経験者への高等学校における支援について 
―高校入学時の気持ちに着目して―

奈良女子大学 ○松 下 ひとみ
奈良女子大学 伊 藤 美奈子

PE46 セルフコンパッションが大学生の友人関係に与え
る影響 
― ICT教材開発の試み―

国士舘大学 ○桜 井 美 加
国士舘大学 大 浦 邦 彦＃
国士舘大学 野々山 良 介＃
国士舘大学 三 上 可菜子＃

PE47 大学入学期の意思決定と大学適応 東北大学 岩 渕 将 士

PE48 発達に課題のある子どものスポーツ活動への参加
について 
―母親へのインタビューを通して―

東京未来大学 ○井 梅 由美子
東京未来大学 藤 後 悦 子
東京未来大学 大 橋 � 恵

特別支援

PE49 通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある児
童が過ごしやすい学級雰囲気の検討

筑波大学大学院 ○岡 部 帆 南
筑波大学 柘 植 雅 義
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PE50 就学移行期におけるペアレントトレーニング 
―保護者の変化に着目して―

足立区こども支援センターげんき ○荻 野 昌 秀
足立区こども支援センターげんき 前 川 圭一郎＃
港区立障害保健福祉センター
こども療育パオ　　　　　　

先 光 毅 士＃

PE51 学童保育指導員を対象としたサポートブックの作
成・有用性の検討 
―指導員の発達障害児対応における困り感の低減
を目指して―

すみだ福祉保健センター
みつばち園　　　　　　

○岡 田 真由子

茨城大学大学院 金 丸 隆 太＃

PE52 質の高い活動により基本的自己肯定感を高める取組 
―遊びの指導での一考察―

広島市立広島特別支援学校 ○城� 一 樹
広島市立広島特別支援学校 本 田 彩 夏＃

学校心理学

PE53 印象に残る教師像：大学生への半構造化面接を通
して（1） 
―印象に残る教師像の概要―

愛知学院大学 ○二 宮 克 美
名古屋文理大学短期大学部 山 本 ち か

鈴鹿大学 杉 山 佳菜子

PE54 印象に残る教師像：大学生への半構造化面接を通
して（2） 
―理想とする教師像―

名古屋文理大学短期大学部 ○山 本 ち か
愛知学院大学 二 宮 克 美

鈴鹿大学 杉 山 佳菜子

PE55 印象に残る教師像：大学生への半構造化面接を通
して（3） 
―嫌いなタイプの教師像―

鈴鹿大学 ○杉 山 佳菜子
愛知学院大学 二 宮 克 美

名古屋文理大学短期大学部 山 本 ち か

PE56 秩序維持の意識と障害理解教育の関係 
―合理的な配慮へのためらいを PAC分析で読み
解く―

学泉舎 今 野 博 信

PE57 養護教諭およびスクールカウンセラーとの連携・
協働に対する公立小・中学校教諭の評価

安田女子大学 ○橋 本 博 文
安田女子大学 前 田 � 楓＃

PE58 中学生に対するフォニックス指導の有効性の検討 広島大学 ○小 田 真 実
広島大学 湯 澤 正 通

PE59 認知行動療法に基づく You Can Do It ! 予防教育
プログラム，レジリエンス（日本語版）の実践 
―小学校5年生への実践―

千葉大学大学院医学研究院 ○山 本 利 枝
足立区立平野小学校 渡 辺 梨 沙＃

PE60 教師の関わり方が子どもの動機づけに与える影響 
―小学生におけるクラスメイトとの関係への動機
づけに着目して―

早稲田大学 ○山 本 琢 俟
早稲田大学 上 淵 � 寿

PE61 多様な教育的ニーズを持つ生徒の指導に関する高
校教師のビリーフ 
―学校タイプの比較から「学力低位校」に焦点を
当てて―

早稲田大学 ○本 田 � 真
早稲田大学 河 村 茂 雄

PE62 卒業期待度尺度の作成 北海道大学 ○渡 邉 � 仁
北海道大学 佐 藤 奈 月
北海道大学 加 藤 弘 通

PE63 部活動における役割と部活動意欲との関連の検討 早稲田大学大学院 河 村 明 和

PE64 大学への配慮申請に至るトランスジェンダー男性
の変容プロセスについて

早稲田大学大学院 渡 邉 � 歩

PE65 登校規範意識はストレスの源になるのか 
―欠席志向性が高い中学生を対象に―

北海道大学 ○Hou　Yuejiang
高知大学・日本学術振興会 原 田 勇 希

（ 68）



測定・評価・研究法

PE66 デザイン工学科の学生に適したプログラミング言
語 (Processing)の導入効果 
―モチベーションの向上を目指すために―

東京電機大学 ○土 肥 紳 一
東京電機大学 今 野 紀 子

PE67 少数カテゴリの併合がパラメタ推定に及ぼす影響 
―パフォーマンステストデータに多相ラッシュモ
デルを適用した場合―

名古屋大学 ○光 永 悠 彦
京都工芸繊維大学 羽 藤 由 美＃
京都工芸繊維大学 神 澤 克 徳＃
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ポスター発表 F 第2日　9月15日（日）　16:00～18:00
在席責任時間　奇数番号16：00～17：00　偶数番号17：00～18：00

発達

PF01 幼稚園の運動会が5歳児の発達に及ぼす影響につ
いて（1） 
―語彙発達の調査から―

宇都宮大学 ○宮 代 こずゑ
宇都宮大学 石 川 隆 行

宇都宮大学教育学部附属幼稚園 坂 本 修 子＃
宇都宮大学教育学部附属幼稚園 余 川 美智雄＃

PF02 幼稚園の運動会が5歳児の発達に及ぼす影響につ
いて（2） 
―向社会的行動の調査から―

宇都宮大学 ○石 川 隆 行
宇都宮大学 宮 代 こずゑ

宇都宮大学教育学部附属幼稚園 稲 川 知 美＃
宇都宮大学教育学部附属幼稚園 磯� 裕 子＃
宇都宮大学教育学部附属幼稚園 田野邊 � 涼＃

PF03 夫婦間での育児参加状況に関する認識のずれと夫
婦関係満足度および育児ストレスとの関係

城西国際大学 ○大 内 善 広
東京都市大学 野 澤 義 隆

国立教育政策研究所 萩 原 康 仁

PF04 保育行為スタイルの視点による保育者の専門性発達 名古屋市立大学 上 田 敏 丈

PF05 分数と量との対応の理解がゆるやかに進む小学生
の事例

名城大学 ○大 西 美香子
名城大学 伊 藤 康 児

名城大学大学院 加 藤 幸 久

PF06 高校生の自尊感情に仲間集団の特徴が与える影響
について

東北大学大学院 松 本 恵 美

PF07 親のメッセージフレーミング方略が幼児の自己制
御傾向に与える影響

新潟国際情報大学 ○佐々木 宏 之
慶応義塾大学 林� 洋一郎＃

PF08 中学生の共食感を高める要因の検討 
―共食人数と共食回数に着目して―

昭和学院短期大学 江 崎 由里香

PF09 統合失調症経験者の成人期以降における生涯発達
支援に関する研究の意義

名寄市立大学 ○結 城 佳 子
名寄市立大学 中 島 泰 葉

PF10 心の理論に関する研究　 
―教育と関連した内容の検討―

旭川大学 岡 田 郁 子

PF11 習い事が幼児の問題行動の抑制に与える影響（3） 
―動機づけと問題行動の関連を習い事別に検討―

玉川大学 油 川 さゆり

PF12 幼児同士の二者関係に広がりを生みだす遊びの特徴 
―ごっこ遊びにおける目的の曖昧さに着目して―

北海道大学・日本学術振興会 及 川 智 博

教授・学習・認知

PF13 保育者研修におけるマイクロティーチングの研究Ⅲ 
―保育者役の有効性の認識と効果の持続性につい
て―

植草学園大学 ○金 子 功 一
文京学院大学 金 子 智栄子

植草学園短期大学 植 草 一 世＃

PF14 社会的に共有された学習調整の視点提示が授業実践
型相互教授による算数グループ学習に及ぼす効果（1） 
―SSRL方略活用に対する自己効力感への効果―

静岡大学 町� � 岳

PF15 油彩画の印象評価に「タイトル」と鑑賞環境が与
える影響 
―疑似展示空間を用いた実験的検討―

北星学園大学 後 藤 靖 宏

（ 70）



PF16 教員養成大学の学生における SDGsに対する認識 京都教育大学 ○田 爪 宏 二
津田塾大学 高 垣 マユミ

PF17 状態としての知的好奇心と修士課程進学との関連 
―情報系学生を対象とした調査結果から―

東京電機大学 ○石 田 拓 矢
目白大学 庄 司 正 実＃

PF18 インタビューと現場への還元を通じた歴史の再構
築過程 
―個別指導塾における講師研修会の在り方の検討―

東京高等学校 藤 森 裕 紀

PF19 児童の自尊感情を高めるためのエクササイズを実
践する上での留意点について

宇部市立東岐波小学校 ○河 内 歩 美
東京学芸大学 梶 井 芳 明

PF20 保育士養成課程の保育実習事前指導（施設）にお
けるアクティブラーニングを意図した授業の影響 
―ワールドカフェの実施前後による施設実習自己効
力感，施設実習不安，主体的な学習態度の変化―

埼玉学園大学 増 南 太 志

PF21 フィードバックによる作文の改善に及ぼす適性要
因の影響（2） 
―プロセスモデルの検討―

慶應義塾大学大学院 福 富 隆 志

PF22 ルールの適用場面における学習者の認識的信念の
分析 
―課題の事前認識に着目して―

石巻専修大学 ○永 山 貴 洋
石巻専修大学 佐 藤 誠 子

PF23 ゼミナール実践の課題と教員の試行錯誤の関係 首都大学東京 伏木田 稚 子

PF24 教育環境として課題がある学級集団におけるソー
シャルスキルと承認感との関連

岡山市立財田小学校 ○森� 俊 博
早稲田大学 河 村 茂 雄

PF25 適切な図表スキルは数学文章題解決における脳活
動を最適化する 
―EEGを使った神経科学の統合―

京都大学 ○綾 部 宏 明
京都大学 マナロ エマニュエル

PF26 人工知能による自律性支援認識可能性の検討 同志社大学大学院 ○江� 聚 名
同志社大学 田 中 あゆみ

PF27 批判的思考育成としての防災・減災の学習活動の
評価 
―オンライン討論活動への教員活動の影響―

東京工業大学 ○中 山 � 実
信州大学 菊 池 � 聡
信州大学 山 本 洋 雄＃

PF28 教育実習のエンゲージメントと教員志望度の関連 慶應義塾大学 清 水 優 菜

PF29 インストラクショナルデザインに基づいた心肺蘇
生法研修における医療学生の学習意欲の差（2018
年版）

日本 BLS 協会 青 木 太 郎

PF30 理科の動機づけと観察・実験における公正な探究
態度の関連 
―制度的利用価値の認知は不正行為を促進するか？―

高知大学・日本学術振興会 原 田 勇 希

PF31 人はなぜ「ながら勉強」をするのか 
―学習に対する印象による「ながら習慣」への影響―

関西学院大学大学院 八 木 麻衣子

PF32 規範に関する保育観（2） 
―規範を示す幼児への保育者の解釈に着目して―

白梅学園大学・
日本学術振興会

辻 谷 真知子
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社会

PF33 学校組織の分散型リーダーシップ測定尺度の開発 就実短期大学 ○鎌 田 雅 史
岡山大学 三 沢 � 良

PF34 学校の組織風土と教師のチームワークの関連性 岡山大学 ○三 沢 � 良
岡山大学 森 安 史 彦＃

岡山市立伊島小学校 樋 口 宏 治＃

PF35 他者の情動を調整する方略の有効性認知に関する
日米比較

甲南大学 野 崎 優 樹

PF36 中学校進学後の生徒の学習規律認識の変化 
―出身小学校による違いに着目して―

三重大学 笹 屋 孝 允

PF37 大学生のチームワークに関するスキルを向上させ
るトレーニングの有効性（5） 
―チームワーク能力の変化と受講動機の関連―

愛知学院大学 太 幡 直 也

PF38 児童期における社会経済的地位とアタッチメント
および援助要請との関連

奈良教育大学 ○石 井 � 僚
奈良教育大学 中 山 留美子

PF39 感謝感情と負債感情が向社会的行動の実行コスト
に及ぼす影響 
―向社会的行動の動機を介した日誌法による検討―

筑波大学 ○吉 野 優 香
筑波大学 相 川 � 充

PF40 父親の育児家事参加と母親の育児不安の検討（2） 
―家庭内ゲートキーパーに着目して―

聖徳大学大学院 ○今 村 三千代
聖徳大学大学院 鈴 木 由 美

PF41 重要な他者が生徒の自己効力感に与える影響 
―教師・保護者・地域住民の包括的影響―

岐阜県多治見市立小泉中学校 ○矢 野 隆 彦
岐阜大学 吉 澤 寛 之

人格

PF42 大学生の Sense of Coherenceと自己肯定感の関係 
―主観的幸福感と抑うつに対する SOCの独自性
の確認―

磯 和 壮太朗

臨床

PF43 「うつ病の友人を援助することの利益・コスト感」
に関するプロトタイプ分析

日本大学・日本学術振興会 ○樫 原 � 潤
日本大学 坂 本 真 士

PF44 大学生の発達障害に関するメンタルヘルスリテラ
シー尺度の作成 
―大学生を対象として―

東京家政大学 水 野 雅 之

PF45 場面緘黙経験者の適応・不適応過程についての研究 筑波大学大学院 ○藤 間 友里亜
筑波大学 外 山 美 樹

PF46 子育てをする親の認知行動的タイプの差異が子ど
もの適応行動に及ぼす影響

早稲田大学大学院 ○吉 田 遥 菜
東京未来大学 野 中 俊 介

早稲田大学 嶋 田 洋 徳

PF47 ナラティヴ・アプローチに基づく秘密いじめ対策
隊の実践 
―日本初の試みからみえる可能性と課題―

駒沢女子大学 綾 城 初 穂
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特別支援

PF48 知的障害特別支援学校における生徒の話し合いと
教師の介入の特徴 
―中学部1年生の係決め授業の事例分析―

東京大学大学院 楠 見 友 輔

PF49 フィンランド総合制学校における特別な支援を必
要とする児童生徒とその学級への支援 
―教員の語りによる学級変容プロセスモデルの生
成―

東京学芸大学大学院 ○中 田 明 香
埼玉大学 堀 田 香 織

PF50 発達に遅れのある幼児の母親へのソーシャルエモ
ーショナルラーニング

株式会社 LITALICO ○高 橋 あ い
株式会社 LITALICO 大 川 真知子

学校心理学

PF51 就職を希望する普通科高校生のキャリア選択に対
する納得感（1） 
―キャリア選択の熟考を測定する試み―

立命館大学 ○大 谷 哲 弘
岩手大学大学院 山 本 � 奬

PF52 就職を希望する普通科高校生のキャリア選択に対
する納得感（2） 
―納得感の構成と規定因―

岩手大学大学院 ○山 本 � 奬
立命館大学 大 谷 哲 弘

PF53 情動知能と学校環境適応感の関連性についての検討 
―小学3年生へのアンガーマネージメントの実践
から―

早稲田大学大学院 大 森 良 平

PF54 学校・学級・児童へのポジティブ介入・支援シス
テムの導入による学校適応の向上 
―児童の社会性発達と教師の指導力向上を基盤と
した実践研究―

岐阜県可児市立広見小学校 ○奥 村 尚 浩
岐阜大学 吉 澤 寛 之

PF55 同性愛に対すると態度と情報に対する思考態度と
の関連

岐阜県大垣市立牧田小学校 ○水 野 文 香
名古屋学芸大学 伊與田 万 実＃

名古屋学芸大学大学院 鈴 木 � 茜
名古屋学芸大学 今 井 正 司

PF56 児童版マインドセット尺度における妥当性の検討 名古屋学芸大学大学院 ○鈴 木 � 茜
春日井市立藤山台小学校 山 口 由 貴

名古屋学芸大学 伊與田 万 実＃
名古屋学芸大学 今 井 正 司

PF57 自己道徳観および自己への慈しみと境界性人格障
害傾向との関連

安城市立桜林小学校 ○田 中 夏 美
名古屋学芸大学 今 井 正 司

名古屋学芸大学大学院 鈴 木 � 茜
名古屋学芸大学 伊與田 万 実＃

PF58 中学生における注意制御能力とアパシー傾向およ
び学校 QOLとの関連

長久手市立南中学校 ○堀 口 万由子
名古屋学芸大学 伊與田 万 実＃

名古屋学芸大学大学院 鈴 木 � 茜
名古屋学芸大学 今 井 正 司

PF59 快・不快感情と学級生活満足感，学級集団効力感
との関連

早稲田大学大学院 ○井 口 武 俊
早稲田大学 河 村 茂 雄

PF60 子どもの貧困を保育者および教職員はどう捉えて
いるか（1） 
―貧困状況下の子どもの状態や子どもの困難の捉
え方について―

北翔大学 ○飯 田 昭 人
北海道大学 水 野 君 平
北海道大学 加 藤 弘 通
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PF61 高校生の可能自己と学習意図の関係（1） 
―ポジティブな可能自己の活性化が学習に及ぼす
影響―

上越教育大学大学院 浅 山 � 慧

PF62 子どもの喪失体験に伴う悲嘆と教師から受けた対
応の研究 
―大学1年生の振り返りと小・中学校教師の対応
の調査を通して―

筑波大学大学院 ○加 藤 良 則
筑波大学 庄 司 一 子

PF63 看護系大学への進路選択および修学に関する調査（1） 
―高校生および高校教員のもつイメージ―

浜松医科大学 ○坪 見 利 香
浜松医科大学 新 間 有 紗＃
浜松医科大学 市 川 めぐみ＃
浜松医科大学 折 井 知奈都＃
浜松医科大学 村 田 早 希＃

PF64 人間関係の固定化に影響する地域クラスター間に
おける子どもの社会性の比較 
―自治体統計を用いた検討―

岐阜大学 ○高 橋 � 誠
岐阜大学 吉 澤 寛 之

測定・評価・研究法

PF65 中学生がイメージする学習指導要領での道徳の内
容項目 
―主として人との関わりに関すること―

関東学園大学 崔� 玉 芬

PF66 創造性の測定方法に関する理論的妥当性 大阪大学大学院 ○山 口 洋 介
大阪大学 三 宮 真智子

PF67 フィンランドの中学校英語教科書に関する一考察 長岡技術科学大学大学院 ○伴� 浩 美
浦和大学 皆 川 � 順
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ポスター発表 G 第3日　9月16日（月・祝）　10:00～12:00
在席責任時間　奇数番号10：00～11：00　偶数番号11：00～12：00

発達

PG01 幼児期の情動発達と行動特徴との関連に関する研
究（1） 
―情動の年齢別特徴―

東北大学 ○本 郷 一 夫
宮城教育大学 飯 島 典 子
石巻専修大学 平 川 久美子
東北学院大学 高 橋 千 枝

PG02 幼児期の情動発達と行動特徴との関連に関する研
究（2） 
―行動特徴と年齢との関連―

宮城教育大学 ○飯 島 典 子
石巻専修大学 平 川 久美子
東北学院大学 高 橋 千 枝

東北大学 本 郷 一 夫

PG03 幼児期の情動発達と行動特徴との関連に関する研
究（3） 
―情動発達と ADHD傾向との関連―

石巻専修大学 ○平 川 久美子
東北学院大学 高 橋 千 枝

東北大学 本 郷 一 夫
宮城教育大学 飯 島 典 子

PG04 幼児期の情動発達と行動特徴との関連に関する研
究（4） 
―情動発達と ASD傾向との関連―

東北学院大学 ○高 橋 千 枝
東北大学 本 郷 一 夫

宮城教育大学 飯 島 典 子
石巻専修大学 平 川 久美子

PG05 学齢期の子どもの家庭学習・授業態度を子どもの
気質と母親の介入態度との観点から考える

中京大学 水 野 里 恵

PG06 重さの保存の縦断的研究 立命館大学 大 西 真樹男

PG07 中学生を対象としたネガティブ感情への対処スキ
ルの獲得を目的とした研究（2） 
―SSTの手法を参考にした介入の実施と効果―

埼玉学園大学臨床心理　
カウンセリングセンター

○和 気 淑 江

埼玉学園大学 藤 枝 静 暁
埼玉学園大学 藤 原 健 志

PG08 現代青年における成長の機会を伴う好奇心の様相 関西学院大学大学院 竹 本 さ り

PG09 「学び」における人生目標の役割に関する研究 
―大学生版人生目標尺度作成の試み―

上智大学 ○王� 小 双
上智大学 廣 瀬 英 子

PG10 高校生の進路選択プロセスに関する研究 
―中国鄭州市を例として―

東北大学 ○林� 如 玉
東北大学 倉 元 直 樹

教授・学習・認知

PG11 体制化された知識からの検索過程における「とび」
の問題 
―制限連想課題を用いて―

浦和大学 ○皆 川 � 順
長岡技術科学大学大学院 伴� 浩 美

PG12 女子大学生の英単語保持成績の違いによる記憶方
略の効果の認知

神戸親和女子大学 ○多 鹿 秀 継
関西福祉科学大学 堀 田 千 絵

PG13 態度の視点を取り入れた学習相談プロセスモデル
の生成

筑波大学大学院 ○児 玉 裕 巳
筑波大学 外 山 美 樹

PG14 心理学は理系か文系か（1） 
―理系学生を対象とした学問イメージ調査―

北海道教育大学函館校 林� 美都子
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PG15 協働学習に対する児童・生徒の認識と学級適応感
および学習行動の関連

新潟大学 一 柳 智 紀

PG16 視覚障害者の就労スキル獲得及び上司の支援プロ
セス 
―できること・できないことの認識ギャップ―

筑波技術大学 ○竹 下 � 浩
筑波技術大学 田 中 � 仁＃
筑波技術大学 加 藤 � 宏

PG17 高校生におけるコンピテンシーと達成目標の関連 
―批判的思考力と伝える力に着目して―

東京学芸大学 ○扇 原 貴 志
東京学芸大学 押 尾 恵 吾
東京学芸大学 岸� � 学

PG18 先延ばし時にとっている行動の探索的検討 
―課題成績との関連―

広島大学大学院 ○桑 原 る り
広島大学大学院 長 柄 � 明
広島大学大学院 森 田 愛 子

PG19 再声化介入が英語テストに対する有効性認知に与
える影響

東京外国語大学大学院 馬 場 正太郎

PG20 社会的事象の本質を捉える思考を促す介入について 
―学習者自らが性質を抽象化するためにはどのよ
うな発問が有効か―

東京大学大学院 ○青 柳 尚 朗
東京大学 藤 村 宣 之

PG21 看護系大学低学年生における学習上のバーンアウ
トと学業的援助要請の関連

大阪市立大学大学院 ○熊 谷 たまき
奈良医科大学大学院 小 竹 久実子＃

愛媛大学大学院 藤 村 一 美＃
大阪市立大学大学院 三 宮 有 里＃

PG22 児童における100マス計算の脳血流変化 
―右脳と左脳の比較―

成田国際福祉専門学校 ○倉 持 こころ
聖徳大学 鈴 木 由 美

PG23 感情制御と学習態度は中学2年生のテスト不安を
低減するか？

広島大学 ○則 武 良 英
広島大学 湯 澤 正 通

PG24 女子短大生に対するグループワークプログラム実
践の試み（7）

（株）みどりトータル・ヘルス研究所 ○臼 井 卓 也
（株）みどりトータル・ヘルス研究所 猪 澤 � 歩

京都光華女子大学短期大学部 森 際 孝 司
椙山女学園大学 高 岡 し の

信州大学 松 原 耕 平
近畿大学 本 岡 寛 子
近畿大学 大 対 香奈子

（株）みどりトータル・ヘルス研究所 藤 田 昌 也＃
（株）みどりトータル・ヘルス研究所 林� 敬 子

PG25 読み手が考えるメールの好ましさ評価尺度の作成 
―社会人と大学生を対象として―

法政大学大学院 菊 池 理 紗

PG26 授業後の子どもの振り返りの記述から「深い学び」
を評価する 
―理解に対する教師の認識と評定の特徴―

東京大学大学院・
日本学術振興会　

○柴� 里 実

東京大学 植 阪 友 理
東京大学大学院・
日本学術振興会　

太 田 絵梨子

東京大学大学院・
日本学術振興会　

福 田 麻 莉

Vanderbilt University Rittle-Johnson,�
Bethany ＃

PG27 道徳ジレンマ課題における価値判断と
Moral Disengagementとの関連

上越教育大学大学院 ○早 坂 太 志
上越教育大学 高 橋 知 己

PG28 高校生の自己肯定感の向上を目的とした時間管理
プログラムの実践 
―認知行動療法的手法を用いて―

NPO ふくおか子どものこころ
サポート研究所 

○山 下 雅 子

九州産業大学 稲 田 尚 史

（ 76）



PG29 いじめにおいて予期される援助要請の利益・コス
トの差異

上越教育大学大学院 ○近 藤 昌 樹
上越教育大学 高 橋 知 己

PG30 学習に関する完全性へのこだわりと目標志向性や
達成動機との関係

広島大学 ○木 村 早紀子
広島大学 藤 木 大 介＃

PG31 成人期における英語学習の継続理由に関する質的
研究

新潟県立高田高等学校 ○永 井 大 円
沖縄県立芸術大学 城 間 祥 子

社会

PG32 デート DVの認知的なプロセスに関する検討 昭和学院短期大学 ○松 野 � 真
大阪人間科学大学 鈴 木 国 威＃

PG33 教職科目履修生における職業への志向性 大阪観光大学 宮 原 道 子

PG34 高校生の勉強に対する価値と質問力の関連 愛知淑徳大学大学院 ○松 本 明日香
愛知淑徳大学 小 川 一 美

PG35 ノスタルジア体験における対比と反芻特性との関連 筑波大学大学院・
日本学術振興会　

○長 峯 聖 人

筑波大学 外 山 美 樹

PG36 非第1志望の学生が大学受験をとらえ直す可能性
についての検討 
―第1志望の学生との比較より―

広島大学 堀 井 順 平

PG37 大学でのキャリア教育は卒業時の就業に影響を与
えるのか 
―制度的位置づけと就職先の企業規模の観点から―

追手門学院大学 ○吉 田 尚 子
追手門学院大学 原 田 � 章

PG38 大学生の自立性と生き方志向との関連について 
―中日国際比較―

名城大学 ○王� 之 瑶
名城大学 塩 崎 万 里

人格

PG39 Dark Triadが母子間での叱りの評価に及ぼす影響 関西大学 阿 部 晋 吾

PG40 中学生の将来に対するマインドセットと主観的幸
福感との関連

石川県白山市立松任中学校 平� 真由子

臨床

PG41 指導者によるスポーツ・ハラスメントを測定する
尺度の開発（2） 
―中学生対象の回顧的調査―

東京未来大学 ○大 橋 � 恵
東京未来大学 井 梅 由美子
東京未来大学 藤 後 悦 子

PG42 障がい・疾患を有する家族をもつ子どもの精神的
健康に関する一考察 
―主観的なケア役割の程度と家族関係に着目して―

九州大学大学院 ○藤 田 由 起
九州大学 遠 矢 浩 一

PG43 中学生で東日本大震災を経験した青年が捉えた学
校の支援に関する研究 
―中学校から大学・専門学校までの中長期の支援
をふまえて―

盛岡市立山岸小学校 ○高 橋 花 歩
静岡大学 小 林 朋 子
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特別支援

PG44 発達障害児をもつ養育者が就学先の決定に向けて
前向きな感情を獲得する過程 
―周囲のサポートに着目して―

北海道大学大学院 熊 谷 さくら

PG45 小学校の通常の学級に在籍する ASD児に対する
周囲児の行動に関する研究

東京大学大学院 一 柳 貴 博

学校心理学

PG46 Relative Autonomy Indexによる登校への動機づ
けの検討 
―（1）小学生について―

兵庫教育大学 ○五十嵐 哲 也
信州大学 茅 野 理 恵

PG47 Relative Autonomy Indexによる登校への動機づ
けの検討 
―（2）中学生について―

信州大学 ○茅 野 理 恵
兵庫教育大学 五十嵐 哲 也

PG48 大学の相談室における学習支援に関する研究（1） 
―学習支援が大学生に及ぼす効果―

徳島文理大学 ○岡� 直 樹
徳島文理大学 田 中 紗枝子

PG49 大学の相談室における学習支援に関する研究（2） 
―学習支援が参加児童とその保護者に及ぼす影響―

徳島文理大学 ○田 中 紗枝子
徳島文理大学 岡� 直 樹

PG50 入学前後のストレッサーが通信制高校生徒の幸福
感に与える影響 
―不登校経験の有無という観点から―

東京未来大学 ○藤 後 悦 子
東京未来大学 平 部 正 樹＃
東京未来大学 小 林 寛 子
奈良女子大学 竹 橋 洋 毅
東京未来大学 藤 本 昌 樹＃
駒沢女子大学 藤 城 有美子＃

秋田大学 北 島 正 人

PG51 援助要請が過剰な児童に関する調査研究 
―通級指導教室の教員に対する調査を通して―

東京学芸大学大学院 ○杉 岡 千 宏
東京学芸大学 橋 本 創 一
福岡教育大学 熊 谷 � 亮
東京農工大学 三 浦 巧 也

東京都立中央ろう学校 廣 野 政 人
東京学芸大学大学院 日 下 虎太朗

PG52 “気になる子”の学級集団認知と Quality of Lifeの
関連 
―Person Centered Approachの視点から―

関西大学大学院 ○山 根 倫 也
山口大学 押 江 � 隆＃

PG53 学級集団と児童理解のためのアセスメントツール
（C-SCT）の開発

上越教育大学大学院 ○石 井 雄 大
伊勢崎市立坂東小学校 品 田 ゆき子

上越教育大学 高 橋 知 己

PG54 合唱コンクールによる学級集団の変容に関する一
考察

上越教育大学大学院 ○丸 山 貴 則
上越教育大学 高 橋 知 己

PG55 職場体験学習において事業所側が抱える課題につ
いての検討

上越教育大学大学院 ○嶋� 拓 哉
上越教育大学 高 橋 知 己

PG56 大学生における過去のネガティブ経験の肯定的意
味づけに至る過程とその支援 
―ハーディネスの高低に着目して―

立命館大学大学院 ○高 島 啓 志
立命館大学 山 本 博 樹
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PG57 中学生のいじめ被害分類と対人関係の関連 北海道大学 ○舒� � 悦
北海道大学 加 藤 弘 通

常葉大学 太 田 正 義

測定・評価・研究法

PG58 複数の英語文章を読解する項目における困難度の
規定因の検討

大学入試センター 寺 尾 尚 大

PG59 感謝喚起手法の比較検討 
―想起と筆記に焦点を当てて―

関西学院大学大学院 ○小 國 龍 治
関西学院大学 大 竹 恵 子
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ポスター発表 H 第3日　9月16日（月・祝）　13:00～15:00
在席責任時間　奇数番号13：00～14：00　偶数番号14：00～15：00

発達

PH01 児童のセルフモニタリングと学校生活との関連 名古屋女子大学短期大学部 ○大 嶽 さと子
愛知淑徳大学 谷� 伊 織

ならい心療内科 吉 橋 由 香
田 倉 さやか

名古屋大学 永 田 雅 子

PH02 小学生のセルフモニタリングの発達的変化と安定性 愛知淑徳大学 ○谷� 伊 織
名古屋女子大学短期大学部 大 嶽 さと子

ならい心療内科 吉 橋 由 香
田 倉 さやか

名古屋大学 永 田 雅 子

PH03 中学生の登校回避感情に与える要因の検討 
―学校の規模・学年とストレッサー，及びソーシ
ャルサポート―

鹿児島大学大学院 ○陳� 燕 群
鹿児島大学 島� 義 弘

PH04 うつ病の親を持つ子どもがヤングケアラー化し精
神疾患を発症する場合

お茶の水女子大学大学院 佐 藤 みのり

PH05 高校生の親準備性の発達 京都大学大学院 川 畑 由美子

PH06 大学生の所属サークル・部活動に対する認知がアイ
デンティティの実感としての充実感に与える影響  
―時間的展望に着目して―

早稲田大学 ○関� 大 也
早稲田大学 河 村 茂 雄

PH07 放課後児童支援員が考える「よい子」についての
研究 
―PAC分析を用いた個人別態度構造の検討を通し
て―

姫路市立総合教育センター ○勝 部 惠 美
鳴門教育大学 小 倉 正 義

PH08 青年期の恋愛に関するリスク認知尺度作成 和光大学大学院 中 村 悠里恵

PH09 幼児期における手指の巧緻性と計算能力の関係に
ついての基礎研究

四万十市立中村南小学校 ○喜 多 真 明
高知大学 野 中 陽一朗

PH10 中学生・大学生における “自認するキャラ”の種類
と承認欲求・評価懸念との関連

北海道大学病院 ○村 井 史 香
常葉大学 太 田 正 義

北海道大学 加 藤 弘 通

PH11 青年期に親を亡くした子どもの亡き親との対話に
ついて

上智大学大学院 ○田� 佳 潤
上智大学 横 山 恭 子

PH12 自閉スペクトラム症の症状形成モデルの考察 
―ASDの適切な理解と支援のために―

こども発達支援センター 吉 田 直 人

教授・学習・認知

PH13 看護学生に対するコーチングを活かした授業の効
果（1） 
―レジリエンスとコーチングに対する自己効力感
の変化に着目して―

関西医科大学 ○西 垣 悦 代
ハートランドしぎさん
看護専門学校　　　　

鳥 羽 きよ子

関西医科大学 藤 村 あきほ
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PH14 看護学生に対するコーチングを活かした授業の効
果（2） 
―学生の気づきの質的分析―

ハートランドしぎさん
看護専門学校　　　　

○鳥 羽 きよ子

関西医科大学 西 垣 悦 代
関西医科大学 藤 村 あきほ

PH15 暗黙の知能観と自尊感情が目標設定に及ぼす影響 
―他者共存場面での検討―

弘前大学 ○吉 中 � 淳
株式会社 COLORS 一 戸 慧利佳＃

PH16 キャリア教育における振り返りの効果 
―一枚ポートフォリオ評価（OPPA）を使用して―

山梨大学 原� 瑞 穂

PH17 表記による想起されるイメージの違い 
―在日中国人留学生と日本人大学生の調査より―

広島大学 ○余� � 洋
広島大学 井 上 � 弥

PH18 小学校の外国語教育 
―言語への目覚め活動に着目して―

鎌倉女子大学大学院 ○矢 島 由 和
鎌倉女子大学 佐 藤 淑 子
鎌倉女子大学 佐 治 伸 郎＃

PH19 大学生における「ごまかし勉強」と授業特性の関連 滋賀大学 中 田 明 里

PH20 大学院生の出来事への認知的評価とレジリエンス
との相互関係について 
―トランスアクショナル・モデルを基にした検討―

早稲田大学 ○Deng S ix in
鳴門教育大学 小 倉 正 義

PH21 中学生はどのようなふり返りを行うか 
―学習内容と学習方法に関する記述の分析から―

広島大学 ○小 角 真 歩
広島大学 深 谷 達 史

PH22 中国人留学生の進学における学習動機づけ・自己
調整学習方略とパフォーマンスの関連

東京学芸大学 ○董� 思 遠
東京学芸大学 犬 塚 美 輪

PH23 素朴概念が修正された学習者はどのような説明活
動を行っているか 
―提示事例の違いと比較して―

千葉大学大学院 山 田 将 太

PH24 高校生の認知主義的・非認知主義的学習観と指示
依存志向が成績に与える影響 
―主な進路先が異なる学校間の比較―

千葉大学大学院 岡 本 小 枝

PH25 集団的自尊心と社会的比較志向性がネガティブな結
果フィードバック後の自尊心に及ぼす影響の検討

筑波大学大学院 ○重 村 菜 月
立教大学 松 永 美 希＃

PH26 中学校国語科の漢字指導を通じた生徒の意味理解
の実践的変容

株式会社リクルート 佐 伯 亜紗美

PH27 対異文化態度尺度の作成と信頼性・妥当性の検討 東京外国語大学大学院 今 井 真 理

PH28 内容の深まりを目指した作文指導法の開発 愛媛大学大学院 ○大 石 若 奈
愛媛大学 富 田 英 司

PH29 生徒がアウトプットする活動を取り入れた高校数
学授業 
―学びに向かう態度，深い理解，定期考査に及ぼ
す効果の検証―

神奈川県立鶴嶺高等学校 ○秋 澤 武 志
東京大学 植 阪 友 理

PH30 大学受験期における他者の支援と学習動機づけの
関連

横浜国立大学大学院 ○川 中 紫 音
白梅学園大学 江 上 園 子

PH31 教師が理想とする学級雰囲気に基づく学級内掲示
物の分類

北海道大学 高 橋 陸 斗

PH32 発達に伴う学習観の変化とその要因 北海道大学大学院 小 幡 � 基
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PH33 地理教材における画像資料の大きさと配置が学習
者の動機づけと理解度に及ぼす影響

北海道大学大学院 ○伊 藤 愛 里
広島大学大学院 森 田 愛 子

山口短期大学 福 屋 いずみ

PH34 座席位置とエゴグラム及び情動知能の関係 日本薬科大学 ○多根井 重 晴
奈良学園大学 岡 村 季 光
奈良教育大学 豊 田 弘 司
日本薬科大学 陳� 福 士＃
日本薬科大学 安 西 和 紀＃

社会

PH35 ボランティア団体員のリーダーシップの認知と満
足感，コミットメントの関連の検討

早稲田大学大学院 ○遠 藤 勇 汰
早稲田大学 河 村 茂 雄

PH36 宮崎県と佐賀県のいじめ防止に対する認識の比較 上越教育大学大学院 ○佐 藤 敦 望
上越教育大学 高 橋 知 己

PH37 虐待の連鎖 
―男女による比較―

東北大学 眞 田 英 毅

PH38 児童のテレビゲームの使用が社会性・攻撃性に与
える影響 
―ゲームを行う人数と社会性・攻撃性の関係―

千葉大学大学院 大 島 清 史

PH39 大学生における性役割観尺度の再構成 和光大学大学院 鬼 頭 和可奈

PH40 親密なグループ内でのいじめに対して現職教員が
考えているいじめ発見方法の実態 
―KH Coderと Rを用いたネットワーク分析から―

上越教育大学大学院 ○石 田 俊 樹
上越教育大学 高 橋 知 己

PH41 大学生の友人関係スタイルおよび居場所感が学校
適応感に及ぼす影響

広島大学大学院 ○森 下 俊 秀
広島大学大学院 吉 岡 真梨子

PH42 学校・教育現場でのセクシュアルマイノリティと
カミングアウト

静岡産業大学 ○高 城 佳 那
安田女子大学 藤 田 依久子

人格

PH43 知的好奇心と仮想的有能感の関連 早稲田大学 ○汀� 逸 鶴
早稲田大学 小 塩 真 司

臨床

PH44 大学生におけるべきの専制と不安との関連 
―1次/2次コントロールの観点から―

名古屋大学大学院 ○芝� 啓 太
香川大学 岡 田 � 涼

PH45 児童生徒における非構造的ダイエット行動に対す
る認知行動的特徴の影響の発達的変化

早稲田大学大学院 ○加 藤 海 咲
早稲田大学大学院 小宮山 � 尚
早稲田大学大学院 吉 田 遥 菜
国際医療福祉大学 輕 部 雄 輝

早稲田大学 嶋 田 洋 徳

PH46 大学生活における自己効力感尺度作成の試み 武庫川女子大学大学院 ○椋 橋 由 衣
東京学芸大学大学院 吉 田 梨 乃

淑徳大学 守 谷 賢 二
千里金蘭大学 斎 藤 富由起
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PH47 ポジティブな事ほど簡単に覚えられると錯覚する 
―個人差としての抑うつ傾向の検討―

法政大学大学院 高 橋 佳 史

特別支援

PH48 技術教育の作業学習における主体的学びと「段取
り」に関する検討 
―聴覚障害特別支援学校の全国調査から―

東京都立中央ろう学校 ○廣 野 政 人
東京学芸大学 橋 本 創 一
東京学芸大学 林� 安紀子
東京学芸大学 梶 井 芳 明

東京学芸大学大学院 日 下 虎太朗
東京学芸大学大学院 杉 岡 千 宏

東京農工大学 三 浦 巧 也
福岡教育大学 熊 谷 � 亮

PH49 聴覚障害生徒の書いた論証的文章における書く力
の特徴 
―多数の言語要素による作文の分類と評価との関
連から―

東京学芸大学大学院・ 
日本学術振興会　　　

○新 海 � 晃

東京学芸大学 澤� 隆 史

PH50 子どもの願いを授業につなぐ「個別の指導計画」
の検討 
―児童の育ちをつなぐ個別の指導計画の書式づくり―

筑波大学附属　　
大塚特別支援学校

○高 津 � 梓

筑波大学附属　　
大塚特別支援学校

佐 藤 知 洋＃

筑波大学附属　　
大塚特別支援学校

田 上 幸 太＃

筑波大学 柘 植 雅 義
筑波大学 米 田 宏 樹＃

学校心理学

PH51 学校予防教育「TOP SELF」の最新第3世代の特徴 
―教員の実施負担を軽減した新しい予防教育の授
業スタイルについて―

鳴門教育大学 ○横 嶋 敬 行
兵庫教育大学 賀 屋 育 子
鳴門教育大学 内 田 香奈子
鳴門教育大学 山 崎 勝 之

PH52 本当の自己肯定感を育成する学校予防教育の実践 
―徳島県藍住町での実践―

徳島県藍住町立藍住北小学校 ○影 山 明日香
鳴門教育大学 横 嶋 敬 行
兵庫教育大学 賀 屋 育 子
鳴門教育大学 内 田 香奈子
鳴門教育大学 山 崎 勝 之

PH53 高校生に向けたストレスマネジメント教育 (SME)
実践研究の現状 
―2000年以降に行われた SME実践研究から―

東京学芸大学大学院 ○日 下 虎太朗
東京学芸大学 橋 本 創 一
東京農工大学 三 浦 巧 也

東京学芸大学大学院 杉 岡 千 宏
東京学芸大学大学院 廣 野 政 人

PH54 Gritに関する失敗観と自己意識 春日井市立藤山台小学校 ○山 口 由 貴
名古屋学芸大学大学院 鈴 木 � 茜

名古屋学芸大学 伊與田 万 実＃
名古屋学芸大学 今 井 正 司

PH55 児童における自他への許し及び怒り対処行動と攻
撃行動との関連

名古屋市立南陽小学校 ○野 呂 美 優
名古屋学芸大学 伊與田 万 実＃

名古屋学芸大学大学院 鈴 木 � 茜
名古屋学芸大学 今 井 正 司
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PH56 他者を思いやる心が身体能力の限界に及ぼす影響 日進市立北小学校 ○日下部 � 由
名古屋学芸大学大学院 鈴 木 � 茜

名古屋学芸大学 伊與田 万 実＃
名古屋学芸大学 今 井 正 司

PH57 友人との付き合い方と友人満足度および本来感と
の関連

一宮市立浅井北小学校 ○野 田 真 未
名古屋学芸大学大学院 鈴 木 � 茜

名古屋学芸大学 伊與田 万 実＃
名古屋学芸大学 今 井 正 司

PH58 校内授業研究における教師の知識ネットワーク 
―公立小学校における事例分析―

東京大学大学院 有 井 優 太

PH59 学級集団アイデンティティと協力行動を高める要
因の検討 
―「誇り」と「尊重」に着目して―

上越教育大学大学院 西 村 和 代

PH60 高校生における目標志向性と自己肯定感が無気力
感に及ぼす影響

武庫川女子大学大学院 ○田 中 優 子
武庫川女子大学 玉 木 健 弘

PH61 小学校教員の二次元レジリエンスと協働的効力感
の関係

関西学院大学大学院 松 本 慎 也

PH62 中学生の自己意識，同調傾向ならびに被異質視不
安がいじめ加害傾向に与える影響

武庫川女子大学大学院 ○岡 本 � 唯
武庫川女子大学 玉 木 健 弘

PH63 中学生の学校ストレスが学校享受感，攻撃性なら
びにストレスコーピングについての検討

武庫川女子大学大学院 ○小 谷 優 花
武庫川女子大学 玉 木 健 弘

PH64 保育者の社会性と情動の学習（SEL-8N）の実施経
験がプログラム達成度と子どもの社会性育成に対
する効力感に及ぼす効果

島根県立大学 ○山 田 洋 平
福岡教育大学 小 泉 令 三

測定・評価・研究法

PH65 高校生のソーシャルスキルをイラストで測る新た
なアプローチ

筑波大学 ○酒 井 智 弘
流通経済大学 澤 海 崇 文＃

筑波大学 関 森 真 澄＃
筑波大学 相 川 � 充
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発表者索引

注）準企シ：準備委員会企画シンポジウム，研企シ：研究委員会企画シンポジウム，
　　ハ防企：ハラスメント防止委員会企画シンポジウム，J：自主企画シンポジウム，
　　P：ポスター発表 を指す。なお，ポスター発表の太字は責任発表者を表す。
　　＃印は会員以外の登壇者，連名発表者を示す。

― あ ―
相　賀　啓太郎＃ PC45
相　川　　　充 

 PD37，PD38，PF39，PH65
會　津　律　治 PD23
青　木　多寿子 PA40，PA41
青　木　太　郎 PF29
青　柳　尚　朗 PD26，PG20
青　山　郁　子 

 JA04，JD01，PB59，PC59
青　山　征　彦 JC06
赤　澤　淳　子 PA55
赤　林　英　夫＃ PA10
秋　澤　武　志 PH29
秋　田　喜代美 JD04，JE08
浅　井　　　淳 PC27
朝　妻　恵里子＃ JE01
浅　野　良　輔 PC40
浅　山　　　慧 PF61
芦　谷　道　子 JB08
安　達　啓　介＃ PE40
安　達　未　来 PE40
油　川　さゆり PF11
阿　部　晋　吾 PG39
天　井　響　子 PD63
網　谷　綾　香 JH04
綾　城　初　穂 PF47
綾　部　宏　明 PF25
荒　井　和　之＃ PC54
荒木田　美香子＃ 準企シ2
荒　谷　容　子 PC09
有　井　優　太 PH58
有　門　秀　記 JC01
有　馬　道　久 JE06，JF03
有　村　美　和＃ JB06

有　元　典　文 
 PD15，PD16，PD17，PD18

アレン玉井光江 PB30
粟　津　俊　二 PD44
安　西　和　紀＃ PH34
安　藤　史　高 

 PC24，PE36，PE37

― い ―
李　　　　　榮 PC14
飯　島　典　子 

 PG01，PG02，PG03，PG04
飯　島　博　之 JA02，JB04
飯　島　有　哉 JD03
飯　田　昭　人 PF60
飯　田　順　子 JA04，JC04，PB59
井　梅　由美子 PE48，PG41
家　島　明　彦 JB01，JH03
五十嵐　哲　也 

 PA44，PC59，PG46，PG47
生　田　淳　一 JC08
井　口　武　俊 PF59
池　上　知　子 研企シ2
池　田　まさみ JC05
池　田　幸　恭 PC07
池　本　　　駿＃ PA10
猪　澤　　　歩 PG24
石　井　謙次郎＃ 準企シ2
石　井　健太郎＃ PB03
石　井　英　真＃ JE02
石　井　秀　宗 JE07
石　井　雄　大 PG53
石　井　佑可子 JG05
石　井　　　僚 PF38
石　上　浩　美 PC06
石　川　隆　行 PF01，PF02

石　川　奈保子 JB03
石　川　有　香 PC27
石　黒　広　昭 JF04
石　毛　純　子＃ JH07
石　毛　順　子 PC26
石　田　拓　矢 PF17
石　田　俊　樹 PH40
石　田　靖　彦 PA53
石　橋　太加志 PA57
石　橋　優　美 JE07，PD26
井　島　素　子＃ JB06
石　本　志　穂＃ JD01
石　本　雄　真 JD01，JH02
伊　住　継　行 PB57，研企シ2
井　芹　ま　い PD45
磯　　　裕　子＃ PF02
磯　村　陸　子 PA52
磯　和　壮太朗 PF42
板　澤　健　一＃ JG01
市　川　　　哲 JC01，PC54
市　川　伸　一 JC03，準企シ6
市　川　めぐみ＃ PF63
一　戸　慧利佳＃ PH15
市　本　早　香 PB35
一　柳　貴　博 PG45
一　柳　智　紀 

 JD05，JE01，PG15
一　色　　　翼 PC53
伊　藤　愛　里 PH33
伊　藤　亜矢子 JA04
伊　藤　康　児 PF05
伊　藤　貴　昭 JC02
伊　藤　　　崇 JF03
伊　藤　崇　達 JB07
伊　藤　朋　子 PC29
伊　東　　　和＃ JH07
伊　藤　尚　枝 PD29
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伊　藤　大　幸 JD08
伊　藤　美奈子 

 PA42，PB47，PD46，PE45
伊　藤　　　優 PE22
稲　垣　　　勉 PD24
稲　川　知　美＃ PF02
稲　田　達　也 JG03，PB26
稲　田　尚　史 PG28
犬　塚　美　輪 

 JB03，JH05，PC15，PH22
井　上　清　子 PE04
井　上　　　弥 PH17
井ノ崎　敦　子＃ PA55
荊　木　まき子 PB60
今　井　正　司 

 PF55，PF56，PF57，PF58， 
 PH54，PH55，PH56，PH57

今　井　真　理 PH27
今　井　むつみ 研企シ4
今　村　三千代 PF40
伊與田　万　実＃ 

 PF55，PF56，PF57，PF58， 
 PH54，PH55，PH56，PH57

入　江　優　子＃ JC07
岩　木　信　喜 PB24
岩　田　美　保 PB07
岩　野　孝　之＃ PD14
岩　渕　将　士 PE47
岩　間　徳　兼 JH08
岩　谷　千　晴＃ PB31

― う ―
宇　惠　　　弘 

 PB36，PB37，PB38
植　草　一　世＃ PF13
植　阪　友　理 

 JE05，JF06，PG26，PH29
上　田　敏　丈 PA46，PF04
上　野　淳　子 PA55
上　畠　洋　佑＃ PD32
上　淵　　　寿 PE60
植　松　公　威 PA28
上　山　瑠津子 PB23
魚　崎　祐　子 JB07
宇佐美　　　慧 研企シ1
牛　久　香　織 PE19
臼　井　卓　也 PG24

宇　宿　公　紀＃ PC38
宇　田　　　光 JC01
内　田　香奈子 

 JB08，PD57，PH51，PH52
内　田　千　春 PB06
内　田　照　久 PC65
内　田　伸　子 研企シ4，準企シ3
内　田　治　子 PC66
内　田　　　良＃ ハ防企
内　山　逸　子 PA48
内　海　緒　香 

 JF05，PC57，PD14
梅　崎　　　修＃ PC20
梅　田　真　理＃ PB53
梅　津　祐　介＃ PB63
梅　本　貴　豊 PB27，PD24
梅　山　佐　和＃ JC07
漆　畑　典　子 PD64

― え ―
江　上　園　子 PC04，PH30
江　崎　由里香 PF08
枝　廣　和　憲 PB60
江　南　健　志 JA02
蛯　名　正　司 JE07，PC31
遠　藤　利　彦 JG05
遠　藤　寛　子 JA04，PB59
遠　藤　勇　汰 PH35

― お ―
及　川　智　博 PF12
王　　　之　瑶 PG38
王　　　小　双 PG09
扇　原　貴　志 PE32，PG17
大　家　まゆみ PB22
大　石　若　奈 PB35，PH28
大　内　善　広 

 PB34，PD34，PF03
大　内　里　紗 PE20
大　浦　邦　彦＃ PE46
大　賀　　　哲＃ PD28
大　川　真知子 JE03，PF50
大久保　賢　一＃ JA01，研企シ3
大久保　智　生 

 JE06，JF02，PD40
大佐賀　　　諒＃ PC17

大　崎　博　史 JH07
大　島　清　史 PH38
大　島　みずき PC11
太　田　礼　穂 JC06
太　田　絵梨子 

 JC03，JF06，PG26
太　田　　　仁 PB41
太　田　正　義 

 PA45，PD47，PG57，PH10
大　竹　恵　子 PG59
大　嶽　さと子 PH01，PH02
大　谷　和　大 PC55
大　谷　哲　弘 

 JG08，PF51，PF52
大　谷　宗　啓 PC05
大　津　悦　夫 JG06
大　津　嘉代子 PE33
大　対　香奈子 

 JA01，JF02，PG24
大　塚　貴　之 JG03
大　塚　雄　作 ハ防企
大　月　　　友＃ JD03
大　西　彩　子 PD58
大　西　真樹男 PG06
大　西　美香子 PF05
大　橋　　　恵 PE48，PG41
大　林　真　也＃ JH08
大　渕　憲　一＃ 研企シ2
大　森　良　平 PF53
大　山　智　子 PC03
大　山　　　宏＃ JF01
岡　　　　　隆 準企シ2
岡　　　直　樹 

 PB19，PG48，PG49
岡　田　郁　子 PF10
岡　田　謙　介 JE02
岡　田　　　猛 JF04
岡　田　　　努 PB44
岡　田　真由子 PE51
岡　田　有　司 

 JF02，JH01，PC23
岡　田　　　涼 

 JB03，JE02，PA56，PH44
尾　形　和　男 PA04
岡　部　大　介＃ JC06
岡　部　帆　南 PE49
岡　村　季　光 PH34
岡　本　小　枝 PH24
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岡　本　尚　子 JH04
岡　本　泰　弘 PA49
岡　本　　　唯 PH62
岡　安　朋　子 JC04
小　川　一　美 PG34
小　川　翔　大 PE39
小　川　修　史＃ PB53
小　川　美　樹＃ PB29
小　川　　　亮 PA18
小川内　哲　生 PA09
荻　野　昌　秀 PE50
荻　原　はるみ PA46
奥　井　智一朗 PB64
奥　田　　　亮＃ PA50
奥　田　裕　紀 PA32
奥　田　雄一郎 PB18
小　國　龍　治 PG59
奥　村　太　一 PD48
奥　村　高　明＃ JC06
奥　村　尚　浩 PF54
小　倉　正　義 

 PC48，PH07，PH20
尾　崎　仁　美 PB28
小　澤　貴　史 PA58
小　沢　日美子 PB11
押　江　　　隆＃ PG52
小　塩　真　司 PH43，研企シ1
押　尾　恵　吾 PE32，PG17
小　田　雄　仁＃ JH01
小　田　真　実 PE58
小　田　友理恵＃ PA35
小田部　貴　子 JF08
小　野　　　淳 JA02
小　野　健太郎 PE24
小　野　　　學 JC07
小野田　亮　介 

 JE07，PB14，準企シ6
小　幡　　　基 PH32
大日方　重　利 PB39
尾　見　康　博 ハ防企
小　山　義　徳 JC08，JD07
折　井　知奈都＃ PF63
織　田　　　涼 PA23

― か ―
海　沼　　　亮 

 JF07，PC01，PC02

香　川　秀　太 JF08
柿　沼　美　紀 PB67
鹿　毛　雅　治 JD04，準企シ6
影　山　明日香 PH52
栫　井　大　輔＃ JE04
風　間　文　明 PD43
梶　井　芳　明 

 JG02，JH06，PB32，PF19，PH48
梶　原　和　子＃ PE35
樫　原　　　潤 PF43，準企シ5
梶　原　直　樹 PE35
粕　谷　貴　志 PC52
片　瀬　拓　弥 PC34
勝　浦　眞　仁 PA46
勝　部　惠　美 PH07
桂　川　泰　典 JD03
桂　田　恵美子 PB10
加　藤　陽　子 

 JD03，PB51，PB52
加　藤　尚　吾＃ PC38
加　藤　　　宏 PG16
加　藤　弘　通 PA45，PD47， 

 PE62，PF60，PG57，PH10
加　藤　海　咲 JG08，PH45
加　藤　由　樹 PC38
加　藤　幸　久 PF05
加　藤　良　則 PF62
金　岡　幸　江＃ JE05
金　沢　　　緑 JG04
金　子　幾之輔 PC35
金　子　恵美子 PB47
金　子　　　楓 PE01，PE02
金　子　功　一 PF13
金　子　智栄子 PE14，PF13
金　子　智　昭 PD54，PE14
金　子　典　子 PC35
金　子　一　史 PB01，PB02
金　子　雅　臣＃ ハ防企
金　子　泰　之 PB62
金　綱　知　征 JG01
金　丸　隆　太＃ PE51
鎌　田　雅　史 PE22，PF33
上　西　秀　和＃ JE05
上　村　慎　吾＃ JD05
亀　倉　正　彦 PE27
賀　屋　育　子 

 PD57，PH51，PH52
苅間澤　勇　人 JD02

輕　部　雄　輝 PH45
川　上　正　浩 PA50
川　崎　聡　大＃ JG07
川　崎　知　已 JC04，PB59
川　島　　　哲 PD30
川　田　　　拓＃ JG07
川　名　る　り PD18
川　中　紫　音 PH30
川那部　隆　司 PE12，PE13
河　野　麻沙美 JF03
川　畑　由美子 PH05
川真田　早　苗 JG04
川　俣　智　路 JF02
河　村　明　和 PE63
河　村　昭　博 PD59
河　村　茂　雄 JB02，JD02， 

 PD45，PD56，PD59，PE17，PE61， 
 PF24，PF59，PH06，PH35，研企シ3

神　崎　真　実 JF02
神　澤　克　徳＃ PE67
神　田　まほろ PD13
菅　野　　　純 JD03，JG08

― き ―
木　内　綾　香＃ PB32
菊　島　勝　也＃ JF01
菊　池　　　聡 

 PA33，PA34，PF27
菊　池　知　美 PD49
菊　池　理　紗 PG25
木　澤　利英子 PD31
岸　　　俊　行 JE06，PD42
岸　　　　　学 PE32，PG17
岸　野　麻　衣 JA05，PB56
喜　多　真　明 PH09
北　島　正　人 PD48，PG50
北　出　勝　也＃ JA02
北　村　明香里＃ PC46
北　山　裕　子＃ PA55
鬼　頭　和可奈 PH39
木　野　和　代 PB06
木　下　弘　基 PD47
木　下　雅　博 PD58
木　村　早紀子 PG30
木　村　淳　子＃ 研企シ4
木　村　　　優 JA05
木　谷　秀　勝＃ JB05
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― く ―
日　下　虎太朗 

 PD51，PG51，PH48，PH53
日下部　　　由 PH56
草　薙　邦　広 PB34，PD34
草　場　　　実 PD68
楠　見　　　孝 

 JC02，JF03，PA14，研企シ4
楠　見　友　輔 PF48
工　藤　　　弘 PC54
工　藤　与志文 PE15
久保田（河本）愛子 JG05，PC63
熊　井　将　太＃ JE02
熊　谷　圭二郎 JD02，PE17
熊　谷　さくら PG44
熊　谷　たまき PG21
熊　谷　龍　一 PD67
熊　谷　　　亮 

 JG02，PG51，PH48
椋　橋　由　衣 PH46
倉　持　こころ PG22
倉　元　直　樹 PA62，PG10
倉　盛　美穂子 PB23
栗　田　季　佳 PD50
栗　原　慎　二 PB66
栗　原　治　子＃ JH05
黒　川　雅　幸 PB58，準企シ4
黒　木　美和子 PD15
黒　沢　　　学 PA29
桑　野　　　隆＃ JE01
桑　原　千恵子＃ JC04
桑　原　る　り PG18
郡　司　菜津美 

 JC06，PD17，PD25

― け ―
解　良　優　基 PC25，PE09

― こ ―
古　池　若　葉 PA30
小　泉　令　三 

 JF02，PC62，PH64
江　　　聚　名 PF26
高　坂　康　雅 PC08
河　内　歩　美 PF19

糠　野　亜　紀 PE43
光　本　弥　生＃ PB23
小　澤　基　弘＃ JF08
越　川　房　子 PE44
小　角　真　歩 PH21
小　関　俊　祐 JG08
小　平　英　志 PC24
小　高　佐友里 JD01
小　竹　久実子＃ PG21
小　谷　優　花 PH63
児　玉　佳　一 PE26
児　玉　裕　巳 PG13
児　玉　真樹子 PD12
児　玉　靖　司＃ JD06
後　藤　　　晶＃ JD06
後　藤　　　聡 PA22
後　藤　靖　宏 PF15
小　西　章　典＃ PC27
古　野　公　紀＃ PA10
小　浜　　　駿 PE41
小　林　禎　明 PA48
小　林　朋　子 PA44，PG43
小　林　春　美＃ 研企シ4
小　林　寛　子 JC03，PG50
小　林　正　幸 JB05
小　松　佳代子＃ JF04
小　松　孝　至 JH08，PC44
小　松　和　佳 PD04
小宮山　　　尚 PH45
米　田　英　嗣 JC05
子　安　増　生 準企シ5
小　山　　　悟＃ JC08
紺　田　広　明＃ PD32
近　藤　武　夫＃ PB53
近　藤　昌　樹 PG29
今　野　紀　子 PC21，PE66
今　野　博　信 PE56

― さ ―
崔　　　玉　芬 PF65
齋　藤　慈　子 PE06
齊　藤　　　彩 PE11
齋　藤　彩　乃 JG08
斎　藤　恵　介＃ PD68
斎　藤　富由起 

 JA02，JB04，PH46
齋　藤　　　信 PC10

齊　藤　　　勝 JB02
齋　藤　　　謁 PA37
佐　伯　亜紗美 PH26
酒　井　邦　嘉＃ 準企シ3
酒　井　恵　子 PC44
酒　井　智　弘 PH65
坂　田　浩　之＃ PA50
坂　田　充　範＃ PD32
坂　本　篤　史 JD05
坂　本　修　子＃ PF01
坂　本　真　士 PF43，準企シ5
坂　本　美　紀 JC02，PA31
坂　本　理　香 PC58
相　良　順　子 PA25，PB08
阪　脇　孝　子 PE33
崎　濱　秀　行 

 PB15，PB16，PB17
先　光　毅　士＃ PE50
佐久田　祐　子＃ PA50
櫻　井　茂　男 PD06
桜　井　美　加 PE46
櫻　田　　　淳＃ 準企シ2
佐々木　真　吾 PD11
佐々木　宏　之 PF07
笹　田　　　哲＃ JB04
笹　森　洋　樹 JH07
笹　屋　孝　允 PF36
佐　治　伸　郎＃ PH18
佐　竹　真由子＃ JD01
佐　藤　敦　望 PH36
佐　藤　研一郎＃ PA26
佐　藤　浩　一 PA24
佐　藤　修　哉 JA03
佐　藤　誠　子 PC33，PF22
佐　藤　知　洋＃ PH50
佐　藤　友　美 

 PD19，PD20，PD21
佐　藤　奈　月 PE62
佐　藤　広　英 PA33，PA34
佐　藤　みのり PH04
佐　藤　有　耕 PB03
佐　藤　淑　子 PH18
真　田　穣　人 PB54，PB66
眞　田　英　毅 PH37
澤　　　隆　史 PH49
澤　海　崇　文＃ PH65
澤　田　英　輔＃ JE02
澤　邉　　　潤 PB63
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三　波　千穂美＃ PB33
三　宮　真智子 

 JH07，PD35，PF66
三　宮　有　里＃ PG21

― し ―
椎　名　乾　平 PA63，研企シ1
シェパード クリス＃ JD07
塩　崎　万　里 PG38
式　部　陽　子＃ PB53
繁　桝　算　男 PA10，準企シ3
重　松　宏　規＃ PB65
重　村　菜　月 PH25
品　田　ゆき子 PG53
篠ヶ谷　圭　太 

 JC03，PD31，準企シ1，準企シ6
篠　田　晴　男＃ JG07
篠　原　郁　子 JG05
芝　　　啓　太 PH44
柴　　　里　実 JF06，PG26
柴　　　恭　史＃ JE04
芝　崎　美　和 PA05，PD08
芝　崎　良　典 PA05，PD08
渋　谷　郁　子 PE12，PE13
嶋　　　拓　哉 PG55
島　　　義　弘 

 PD13，PE07，PH03
島　井　哲　志 

 PB36，PB37，PB38，PC61，PE38
島　嵜　仁　恵 JH02
島　田　英　昭 PB33
嶋　田　洋　徳 

 JG08，PF46，PH45
島　津　直　実 PE44
島　貫　　　靜 PC17
島　宗　　　理 研企シ3
清　水　優　菜 PE14，PF28
下　岡　奈　央＃ PA53
下斗米　　　淳 JF01
下　村　淳　子 PA55
首　藤　敏　元 PC03
舒　　　　　悦 PA45，PG57
肖　　　雨　知 

 JF07，PC01，PC02
庄　司　一　子 PD65，PF62
庄　司　正　実＃ PF17
東海林　麗　香 JH01，PB61

荘　島　宏二郎 研企シ1
田　　　佳　潤 PH11
城　　　一　樹 PE52
白　水　　　始 JC08
城　間　祥　子 JC06，PG31
新　海　　　晃 PH49
神　長　伸　幸 JF03
進　藤　聡　彦 PA19
新　間　有　紗＃ PF63

― す ―
菅　井　　　篤 PE18
菅　谷　　　充 JB01
菅　原　ますみ PE11
杉　岡　千　宏 

 JH05，PD51，PG51，PH48，PH53
杉　崎　雅　子 JB06
杉　澤　武　俊 JH08
杉　本　希　映 JA04，PB59
杉　本　英　晴 

 PD19，PD20，PD21
杉　山　佳菜子 

 PE53，PE54，PE55
杉　山　智　風＃ JG08
鈴　木　　　茜 PF55，PF56， 

 PF57，PF58，PH54， 
 PH55，PH56，PH57

鈴　木　明　夫 PD44
鈴　木　悦　子 PB08
鈴　木　　　薫 PB60，PD53
鈴　木　国　威＃ PG32
鈴　木　　　豪 

 JE07，PD26，準企シ1
鈴　木　　　寛＃ 準企シ2
鈴　木　賢　男 PB25
鈴　木　雅　之 研企シ1，準企シ1
鈴　木　美枝子 PD07
鈴　木　由　美 JG03，PB26， 

 PD62，PD64，PF40，PG22
須　永　真佐恵＃ PA24
角　南　なおみ PC49
住　岡　恭　子 PD03

― せ ―
瀬　尾　美紀子 JC03，準企シ6
関　　　大　也 PH06

関　　　陽　子 PC64
関　森　真　澄＃ PH65
瀬　戸　淳　子 PA01，PA02

― そ ―
曽　山　和　彦 PA61

― た ―
大　道　一　弘 PB27
平　　　真木夫 PB20
平　　　真由子 PG40
高　　　史　明＃ 研企シ2
高　岡　し　の PG24
高　垣　マユミ PF16
高　城　佳　那 PB39，PH42
高　木　紀久子＃ JF04
高　木　邦　子 PE36，PE37
高　木　悠　哉＃ JE04
高　島　啓　志 PG56
高　田　　　治＃ 準企シ2
高　田　直　樹 PC36，PC37
高　田　治　樹 PC36，PC37
高　津　　　梓 PH50
高　橋　あ　い JE03，PF50
高　橋　晃　雄＃ JG04
高　橋　　　幾 JB02
高　橋　　　功 PB24
高　橋　慈　子＃ PB33
高　橋　　　尉＃ PC43
高　橋　千　枝 

 PG01，PG02，PG03，PG04
高　橋　智　子 PD65
高　橋　知　音 JG07，PA47
高　橋　知　己 PG27，PG29， 

 PG53，PG54，PG55，PH36，PH40
高　橋　尚　子＃ PB33
高　橋　花　歩 PG43
高　橋　秀　明 PB43
高　橋　麻衣子 PC12，PC13
高　橋　　　誠 PF64
高　橋　佳　史 PH47
高　橋　陸　斗 PH31
高　平　小百合 JB07，PC43
高比良　美詠子 

 PD19，PD20，PD21
高　間　祐　治＃ JA05
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田　上　幸　太＃ PH50
高　柳　伸　哉 JD08
高　山　　　智 PA43
高　山　瑞　己 PA40，PA41
滝　口　圭　子 JE08，PB05
瀧　澤　　　純 PA13，準企シ4
瀧　澤　　　悠＃ JH02
田　口　久美子 JG06
田　倉　さやか PH01，PH02
竹　下　　　浩 PG16
武　田　美　亜＃ 準企シ4
竹　橋　洋　毅 JE04，PB36， 

 PB37，PB38，PE38，PG50
竹　本　さ　り PG08
竹　本　晴　香 JA02
田　澤　　　実 PC20
多　鹿　秀　継 PG12
田　島　充　士 JE01，JF08
田　嶌　　大　樹＃ JC07
橘　　　春　菜 JE07
田　爪　宏　二 JE08，PF16
楯　　　　　誠 PB13
館　野　　　峻＃ JF01
田　中　あゆみ PF26，準企シ1
田　中　いずみ PD62
田　中　瑛津子 JC02，JD07
田　中　希　穂 PB09
田　中　紗枝子 PG48，PG49
田　中　夏　美 PF57
田　中　　　仁＃ PG16
田　中　優　子 PH60
田　中　善　大 JA01
棚　倉　未　弥 PA48
谷　　　伊　織 PH01，PH02
谷　　　美也子＃ JH07
谷　口　祥　広 PB49
多根井　重　晴 PH34
田野邊　　　涼＃ PF02
太　幡　直　也 PF37
玉　井　颯　一 PC40
玉　木　健　弘 

 PH60，PH62，PH63
玉　木　宗　久 JG02
田　村　　　充＃ PA24
田　村　恭　久＃ JD06

― ち ―
チェン オーハオ＃ JD07
千　田　国　広＃ PC38
茅　野　理　恵 PG46，PG47
町　支　大　祐＃ JH04
陳　　　燕　群 PH03
陳　　　福　士＃ PH34

― つ ―
柘　植　雅　義 PE49，PH50
辻　　　義　人 PC19
辻　谷　真知子 PF32
津　田　恭　充 

 PB36，PB37，PB38
椿　田　貴　史 PE27
坪　見　利　香 PF63

― て ―
出　口　拓　彦 PA54
寺　尾　　　敦 JD06，JH08
寺　尾　尚　大 PG58
寺　川　志奈子 PB12
寺　本　妙　子 PE10

― と ―
董　　　思　遠 PH22
Deng Sixin PH20
湯　　　　　立 

 PC01，PC02，PE30
藤　後　悦　子 

 PE48，PG41，PG50
藤　間　友里亜 PF45
堂　山　亞　希＃ JG02
遠　矢　浩　一 PG42
時　任　隼　平＃ JD05
徳　岡　　　大 PB34，PD34
徳　田　克　己 

 PA38，PC42，PC51
徳　珍　温　子 PC46
都　倉　さゆり＃ PA31
戸　田　有　一 JG01，JH03
刀　禰　　　豊 PD52
利根川　明　子 JG05
鳥　羽　きよ子 PH13，PH14

登　張　真　稲 PC03
土　肥　紳　一 PC21，PE66
富　田　英　司 

 JE06，PB35，PH28
冨　永　敦　子 PB33
富　山　尚　子 PB04
外　山　美　樹 JF07，PC01， 

 PC02，PE30，PF45，PG13，PG35
豊　沢　純　子 PE38
豊　田　弘　司 

 PA20，PH34，研企シ3
鳥　居　深　雪 PB53
鳥　海　楓　華 PA11，PA12

― な ―
名　尾　典　子 PC03
中　井　大　介 PB58
永　井　　　智 PC47
永　井　大　円 PG31
永　井　弘　人 PE28
中　石　ゆうこ＃ 研企シ4
長　柄　　　明 PG18
長　尾　貴　志＃ PC45
中　川　正　宣＃ JE05
中　島　健一郎 PD34
中　島　泰　葉 PF09
中　田　明　里 PH19
中　田　明　香 PF49
永　田　雅　子 

 PB01，PB02，PH01，PH02
長　田　瑞　恵 PA03
中　西　良　文 PB27
中　西　亮　介＃ PA43
中　野　早　苗＃ JB06
中　野　美　香 PC30
長　野　祐一郎＃ JF03
長　峯　聖　人 

 JF07，PC01，PC02，PG35
中　村　光　伴 PB21
中　村　悠里恵 PH08
中　村　　　涼 PB19
中　村　玲　子 PE44
中　室　牧　子＃ 準企シ3
仲　谷　佳　恵＃ JE05
中　谷　素　之 JB03，JF07
長　谷　和　久＃ JF07
中　山　　　晃 PB35



（ 91）

中　山　　　実 PF27
中　山　留美子 PC25，PF38
永　山　貴　洋 PF22
奈　須　正　裕 JF06
名　取　洋　典 PC18
成　田　亜　希 PE29

― に ―
新　川　拓　哉＃ PA35
仁　木　和　久 JF05，PD14
西　尾　祐美子 PB53
西　岡　美　和 PC44
西　垣　悦　代 PH13，PH14
西　口　利　文 JC01
西　田　千寿子 JH02
西　田　奈　央＃ PB67
西　館　有　沙 

 PA38，PC42，PC51
西　野　泰　代 

 JG01，PB45，PB46
西　村　和　代 PH59
西　村　多久磨 PD06
西　村　雅　永＃ PD32
西　村　実　穂 PA38，PC42
西　森　章　子 PC16
西　山　久　子 JC04
二　宮　克　美 

 PE53，PE54，PE55
牛　　　渓　童＃ PB67
庭　山　和　貴 JA01

― の ―
納　富　涼　子 JE02
野　上　俊　一 PD39
野　口　隆　子 JE08
野　口　裕　之 PD67
野　崎　秀　正 JH06
野　嵜　茉　莉 PE06
野　崎　優　樹 PF35
野　澤　義　隆 PF03
野　瀬　　　出 PB67
野　田　真　未 PH57
野　田　　　航 JA01，JH05
野　中　俊　介 PF46
野　中　陽一朗 

 JE06，JH06，PC32，PH09

野々山　良　介＃ PE46
延　原　拓　見＃ PA41
野　村　和　孝 JG08
野　邑　健　二 PB01，PB02
野　村　亮　太 JF08，PD27
則　武　良　英 PG23
野　呂　美　優 PH55

― は ―
河　　　美　善＃ JC07
南風原　朝　和 準企シ1
萩　原　建次郎＃ JF01
萩　原　康　仁 

 PB34，PD34，PD66，PF03
橋　村　晴　美 PE21
橋　本　創　一 JG02，JH05， 

 PD51，PG51，PH48，PH53
橋　本　博　文 PE57
橋　本　由　里 PC61
秦　野　悦　子 PA01，PA02
羽　藤　由　美＃ PE67
羽　鳥　　　晋＃ JG01
馬　場　正太郎 PG19
馬　場　久　志 JG06，PA36
濱　口　佳　和 PE01，PE02
浜　田　　　恵＃ JD08
濱　田　里　羽 PC22
早　川　惠　子 JB05
早　坂　太　志 PG27
林　　　安紀子 PH48
林　　　敬　子 PG24
林　　　　　創 JC05
林　　　美都子 PG14
林　　　洋一郎＃ PF07
林　　　龍　平 

 PB15，PB16，PB17
原　　　瑞　穂 PH16
原　田　　　章 PG37
原　田　恵理子 

 JE03，PA60，PB45，PB46
原　田　克　己 JB05
原　田　敬　文 JG03
原　田　増　廣 JG03
原　田　宗　忠 PB58
原　田　勇　希 

 PD68，PE65，PF30
伴　　　浩　美 PF67，PG11

半　澤　礼　之 JF02，JH01

― ひ ―
東　原　文　子 PA11，PA12
樋　口　宏　治＃ PF34
久　坂　哲　也 PC28
久　光　克　樹＃ PA31
ヒュース　由美＃ PD27
兵　藤　宗　吉 PA26
平　井　由　佳＃ PC61
平　石　賢　二 PD01，PD02
平　川　久美子 

 PG01，PG02，PG03，PG04
平　澤　　　傑 PC28
平　田　陽　香＃ PA30
平　田　祐太朗 JA03
平　沼　晶　子 PD22
平　林　ル　ミ PC12，PC13
平　部　正　樹＃ PG50
廣　瀬　英　子 PG09
広　瀬　拓　海 JC06
廣　野　政　人 

 PG51，PH48，PH53

― ふ ―
深　沢　和　彦 

 JB02，PC60，研企シ3
深　谷　達　史 

 JE05，JF06，PH21
福　井　龍　太＃ JC01
福　迫　徳　人＃ PD32
福　田　佳　織 PA04
福　田　麻　莉 

 JF06，PE23，PG26
福　田　由　紀 PA21
福　富　隆　志 PF21
福　元　理　英 PB01，PB02
福　屋　いずみ PH33
藤　　　　　桂 PC53
藤　井　　　靖＃ JD03
藤　井　義　久 PA51
藤　江　浩　子 JG04
藤　江　康　彦 JH06
藤　枝　静　暁 

 JA01，PD37，PD38，PG07
藤　木　大　介＃ PG30
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伏木田　稚　子 PF23
藤　澤　　　文 PE08
藤　澤　啓　子 JH08
藤　城　有美子＃ PG50
藤　田　依久子 PB39，PH42
藤　田　　　正 

 PB15，PB16，PB17
藤　田　　　勉 JB03
藤　田　昌　也＃ PG24
藤　田　由　起 PG42
藤　田　　　豊 JE07
藤　田　和加子 PC46
藤　谷　智　子 PE03
藤　谷　弥　生＃ JG01
藤　村　あきほ PH13，PH14
藤　村　一　美＃ PG21
藤　村　宣　之 

 JD05，JE07，PG20
藤　村　まこと PD28
藤　本　昌　樹＃ PG50
藤　本　優　紀 PC48
藤　森　裕　紀 PF18
藤　原　和　政 PC52
冨士原　紀　絵＃ JF05，PD14
藤　原　健　志 

 PD37，PD38，PG07
藤　原　寿　幸 PD56
布　施　光　代 JB07，PC24

― ほ ―
Hou Yuejiang PE65
保　坂　　　亨 JH01
細　川　美　幸＃ JH04
細　谷　一　博 PC50
細　矢　智　寛＃ JB03
堀　田　香　織 JH05，PF49
堀　田　千　絵 PG12
堀　井　順　平 PG36
堀　口　康　太 JC07
堀　口　万由子 PF58
堀　場　裕紀江 PC14
本　郷　一　夫 

 PG01，PG02，PG03，PG04
本　田　彩　夏＃ PE52
本　田　周　二 PD32
本　田　　　真 JD02，PE61
本　田　真　大 JA03

本　間　優　子 PC45

― ま ―
前　川　圭一郎＃ PE50
前　川　眞　一＃ JE05
前　田　　　楓＃ PE57
牧　　　郁　子 PB48，研企シ3
牧　田　秀　昭＃ JA05
牧　野　幸　志 PE34
正　木　郁太郎＃ 準企シ5
真　下　知　子 PD35
増　井　　　晃 PD48
増　田　公　男 PA06
舛　田　弘　子 PE15
益　谷　　　真 PA15
増　南　太　志 PF20
俣　野　秀　典＃ JB07
俣　野　源　晃＃ PA31
町　　　　　岳 

 JD04，JE06，PF14
松　井　智　子＃ 研企シ4
松　尾　　　剛 JC02
松　尾　直　博 JC05
松　木　健　一 JA05
松　坂　秀　雄＃ JB06
松　下　ひとみ PE45
松　嶋　秀　明 JH01
松　島　る　み PB28
松　田　紘　昂＃ PA16
松　戸　結　佳＃ JD02
松　永　健一郎 PD36
松　永　美　希＃ PH25
松　並　知　子 PA55
松　野　　　真 PG32
松　原　憲　治＃ PD66
松　原　耕　平 PG24
松　見　淳　子＃ 研企シ3
松　村　　　香 準企シ2
松　本　明日香 PG34
松　本　恵　美 PF06
松　本　邦　明＃ PC30
松　本　慎　也 PH61
松　本　博　雄 PB65
松　本　有　貴 JE03，JH02
松　山　　　泰 JB03
松　山　康　成 

 JC01，PB59，PB66

マナロ エマニュエル JD07，PF25
丸　野　俊　一 JF08
丸　山　貴　則 PG54

― み ―
三　浦　麻　子＃ PC15
三　浦　公　平＃ JG01
三　浦　巧　也 JA03，JB05， 

 PD51，PG51，PH48，PH53
三　上　可菜子＃ PE46
汀　　　逸　鶴 PH43
箕　口　雅　博＃ JF01
三　沢　　　良 PF33，PF34
三　島　浩　路 

 JD08，PC41，準企シ4
水　谷　久　康 PB29
水　野　文　香 PF55
水　野　君　平 PD60，PF60
水　野　智　美 

 PA38，PC42，PC51
水　野　雅　之 PF44
水　野　里　恵 PG05
溝　上　慎　一 PD32
溝　口　哲　志＃ JC01
道　田　泰　司 JC08，PB31
光　田　基　郎 PA17
光　永　悠　彦 PE67
皆　川　　　順 PF67，PG11
皆　川　直　凡 PA16
南　　　雅　則 PC56
南　　　　　学 PA27
南　畑　好　美＃ PA55
三　保　紀　裕＃ PD32
宮　川　亜　実 PD17
三　宅　幹　子 JB08，JG01
宮　崎　　　昭 JE03，JH02
宮　下　敏　恵 PD48
宮　代　こずゑ PF01，PF02
宮　野　祥　雄 PA07
宮　原　道　子 PG33
宮　本　友　弘 

 PA25，PA62，PB08，PE29
三　和　秀　平 

 JF07，PC01，PC02，PE25
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― む ―
向　井　敦　子 PA08
向　出　章　子 PB55
向　山　泰　代 PC44
武　蔵　由　佳 PA59
武　藤　世　良 JG05
村　井　潤一郎 JH08，研企シ1
村　井　史　香 PH10
村　上　達　也 PD06
村　上　凡　子 PB50
村　上　祐　介 JB08，JE04
村　重　朱　音＃ PC16
村　田　早　希＃ PF63
村　田　吉　美＃ JB08
村　山　恭　朗 JD08
室　谷　雅　美 JG03
室　山　晴　美 PA39

― も ―
持　田　魁　斗＃ PA40
望　月　正　哉 準企シ4
望　月　真里子＃ 準企シ2
本　岡　寛　子 PG24
本　村　　　香 PC46
森　　　慶　輔 PD48
森　　　敏　昭 JG04，JH06
森　　　俊　博 PF24
森　　　朋　子 PD32
森　川　樹　奈＃ JG04
森　際　孝　司 PG24
森　口　　　稔＃ PB33
森　下　　　文 PD46
森　下　俊　秀 PH41
森　下　葉　子 PA04
森　田　愛　子 PG18，PH33
森　田　英　嗣 PB60
森　永　康　子 研企シ2
盛　永　裕　一＃ JD04
森　本　寛　訓 PD55
守　谷　賢　二 JB04，PH46
守　屋　明　佳 PE31
守　屋　誠　司＃ PA19
森　安　史　彦＃ PF34

― や ―
八　木　麻衣子 PF31
矢　島　由　和 PH18
安　田　哲　也＃ 研企シ4
八ッ塚　一　郎 PD41
柳　岡　開　地 PD60
矢　野　隆　彦 PF41
矢　野　　　正 JG03
山　内　康　裕＃ JB01，JH03
山　口　悦　司＃ PA31
山　口　一　大 JE05
山　口　　　剛 PE08
山　口　由　貴 PF56，PH54
山　口　洋　介 PF66
山　崎　　　晃 PD53
山　崎　勝　之 

 JB08，PD57，PH51，PH52
山　崎　沙　織 JC04
山　下　倫　実 PD43
山　下　雅　子 PG28
山　田　将　太 PH23
山　田　剛　史 JE02，JH08
山　田　智　之 PD10
山　田　洋　平 PH64
山　田　嘉　徳 JE04，PD32
山　中　瑞　穂 JB04
山　根　倫　也 PG52
山　村　麻　予 PC55
山　本　晃　輔 PE16
山　本　　　奬 PF51，PF52
山　本　琢　俟 PE60
山　本　ち　か 

 PE53，PE54，PE55
山　本　利　枝 PE59
山　本　智　一＃ PA31
山　本　智　也＃ JH03
山　本　洋　雄＃ PF27
山　本　博　樹 JC02，PA23，PG56
山　本　　　信 PD05
山　本　　　渉 JA03
山　森　光　陽 

 JE02，JF03，PB34，PD34，PD66

― ゆ ―
結　城　佳　子 PF09
弓　削　洋　子 PB42

湯　澤　正　通 PE58，PG23
湯　澤　美　紀 PA05
緩　利　　　誠＃ JF05，PD14

― よ ―
余　　　　　洋 PH17
余　川　美智雄＃ PF01
横　嶋　敬　行 

 JB08，PD57，PH51，PH52
横　田　正　夫 JH03
横　山　恭　子 PH11
吉　岡　真梨子 PH41
吉　國　秀　人 PA48
吉　崎　聡　子 PE05
吉　澤　英　里 準企シ4
吉　澤　和　真＃ 準企シ4
吉　澤　寛　之 PC40，PD36， 

 PE42，PF41，PF54，PF64
吉　田　健　人＃ PA16
吉　田　琢　哉 PC40，PE42
吉　田　寿　夫 研企シ1，研企シ2
吉　田　俊　和 PC40
吉　田　尚　子 PG37
吉　田　直　人 PH12
吉　田　　　甫 JC02
吉　田　遥　菜 

 JG08，PF46，PH45
吉　田　光　成 JF01，PA35
吉　田　梨　乃 

 JA02，JB04，PD33，PH46
吉　中　　　淳 PH15
吉　永　真　理 PC62
吉　野　　　巌 PC17
吉　野　優　香 PF39
吉　橋　由　香 PH01，PH02
米　川　純　子 PD61
米　田　宏　樹＃ PH50

― り ―
李　　　　　岩 PA26
Rittle-Johnson, Bethany＃ PG26
劉　　　晶　晶＃ PA16
劉　　　文　静＃ PA36
龍　　　祐　吉 PA09
林　　　如　玉 PG10
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― わ ―
若　林　紀　乃 PB01，PB02
若　松　養　亮 PB40
若　本　純　子 PB45，PB46
和　気　淑　江 PD37，PD38，PG07
綿　井　雅　康 JD03，PB51，PB52

渡　部　麻　美 PC39
渡　邉　　　歩 PE64
渡　邉　賢　二 PD01，PD02
渡　邉　　　仁 JF02，PE62
渡　辺　貴　裕＃ JC06
渡　邊　　　毅＃ JC01
渡　邉　文　枝 PC23

渡　邉　眞依子＃ PB23
渡　辺　弥　生 

 JE03，PA44，PA60
渡　邉　由　貴 PD16
渡　辺　梨　沙＃ PE59
亘　理　陽　一＃ JE02
ワ　ン　ジ　ン＃ JD07
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広告掲載・出展社ご芳名
 
 

明石書店 エスコアール

風間書房 金子書房

北大路書房 金剛出版

三京房 実務教育出版

新曜社 創元社

ちとせプレス 統計質保証推進協会統計検定センター

東洋館出版社 トーヨーフィジカル

トビー・テクノロジー ナカニシヤ出版

日本能率協会総合研究所 日本文化科学社

ニホン・ミック 博報児童教育振興会

福村出版 放送大学教育振興会

北樹出版 有斐閣

楽天インサイト

（五十音順 敬称略）

本総会を開催するにあたり，上記各社より多大なご支援をいただきました。

心より感謝申しあげます。

年 月

一般社団法人 日本教育心理学会

理事長 小野瀬雅人

第 回総会準備委員会

委員長 岡 隆




